
沖縄県文化財調査報告書第67集

シ ヌグ堂遺跡

ー 第 1・2・3次発掘調査報告 一

1 9 8 5 

沖縄県教育委員会



第 4段丘の竪穴住居跡群（南から）

巻首図版 1

左 ：骨 製 品

貝製品

上 ：深鉢形土器

(B群土器）

下 ：チャート製石鉄



巻首図版2 上左 ：50号 ・58号竪穴の重複（上の炉跡50号、下の炉跡58号）

上右 ：58号竪穴住居跡 (50号の下から検出）

中左： 23号竪穴住居跡 中右 ：38号竪穴住居跡

下左 ：47号竪穴住居跡 下右 ：57号竪穴住居跡



序

この報告書は、与那城村宮城島在、シヌグ堂遺跡発掘調査の内容を記録したものであり ま

す。発掘調査は、文化庁の補助および指導を得て、昭和57、58、59年度の 3次にわたって実施

されました。

近年、県下の多くの地域において農業基盤整備事業が実施されておりますが、宮城島におい

ても大規模な圃場整備計画が進められております。これに伴い、その一角に存在する埋蔵文化

財シヌグ堂遺跡の範囲と内容を明らかにし、これを適切に保存するための基礎資料を得る必要

が生じてまいりました。このことを目的として、 3次にわたる発掘調査を実施したわけであり

ますが、本文に紹介してありますように、石器時代の貴重な遺構、 遺物が数多く発見されてお

ります。とりわけ多数の住居跡を伴う集落跡の検出は県下においても数少ない例であります。

また石器、土器、骨器、貝器なども豊富に出土しており 、石器時代人の日々の暮らしと社会の

様相を伝える、たいへん貴重な内容をもった遺跡であります。

幸い、圃場整備計画についても設計等を配應していただき適切な現地保存を図る方向で協議

が進んでおりますc 当委員会としてもひきつづきこの貴重な歴史的環境が一層大切にされ、活

用されるよう努める所存であります。

本書がより多くの方々によって、はるかな時代の祖先の経らしと社会の歩みを知る手がかり

として有効に活用されることを希望すると共に、文化財愛護思想の高揚、諸開発計画における

保存協議の円滑な推進に寄与することを期待するものであります。

昭和 60 年 3 月

沖縄県教育委員会

教育長 米 村 幸 政



例 言

1. 本霞は、沖縄県教育委員会が国の補助 (80%) を受けて、昭和57・58・59年度に実施した

「シヌグ堂遺跡範囲確認調査」の成果を収録したものである。

2. 脊椎動物遺体の同定は金子浩昌氏（早稲田大学考古学研究室）、石質の同定は大城逸朗氏

（教育センター研究主事）の御協力を得た。記して謝意を表する。

3. 本報告の執筆は下記のとおりである。なお、編集は金武があった。

（沖縄県教育庁文化課主任専門員）第 I章 金武正紀

第II章 II 

第III章 JI 

第IV章第 1節 II 

第 2節 JI 

第 3節 比嘉春美

第 4節 JI 

第 5節 JI 

第 6節 II 

第 7節 金子浩昌

第V章 金武正紀

4. 資料整理は下記のメンバーで行なった。

（沖縄県教育庁文化課専門員）

（早稲田大学考古学研究室）

実測 ・復元 大田宏好 ・城間千栄 子 ・盛本明子 ・知念千恵子 ・比 嘉 俊 子

トレース等 高良三千代 ・ 上地千賀子 ・ 城間光子 ・ 伊波寿賀子 • 島袋聖子

渡慶次純子 ・下地洋 子 ・田畑利枝子 ・当真須賀子 ・当 真 美 幸

瑞慶覧尚美 ・比嘉春美 ・金 武 正 紀

写真撮影 金武正紀

II 焼付 大城 剛 （沖縄県教育庁文化課専門員）

5. 出土遺物のうち人工遺物は 5桁の番号で示した。前 2桁は住居跡番号、後 3桁は遺物通し

番号である。遺物通し番号は土器の001から最後は石製品の385である。なお、遺物通し番

号の前に Pとあるのは P-9、P-10グリッド出土で、Bとあるのは遺構外出土である。

6. 遺構 ・石器はつぎのような記号で表現した。

遺 構 霞 岩盤（琉球石灰岩）

ロ琉球石灰岩以外の石

冒 第I層（耕土）

図 地山（琉球石灰岩風化土）

石器琶勺 研磨面

園 研磨のない面
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Fig. 1 位置図



シヌ グ 堂 遺 跡
第 1・2・3次発掘調査報告

第 I章 序 言

本書は、昭和57・58・59年度に実施した 「圃場整備に伴うシヌグ堂遺跡範囲確認調査」で得

た成果を収録したものである。

第 1節 調査にいたる経緯

本遺跡は、昭和47年、金武と当時の沖縄考古学連合会との共同調査で1.smx1.smの試掘調

査を入れたところ、後述する第19号竪穴住居跡の一部が検出され、一帯が集落跡であることが

確認された。

昭和50年には、与那城村の水道管敷設工事で、遺跡内を南北に縦走する村道の東端沿いで幅

80cm、長さ80mにわたって破壊された。そのときの事後調査で、掘削溝の断面に 5軒の竪穴住居

（注 l)
跡が確認された。

昭和57年12月には、日本電信電話公社の電話線敷設工事で、今度は村道の西端沿いで幅60

cm、長さ100mにわたって破壊された。工事を一時中止させ、第 1次発掘調査期間中に事後処理

調査を実施した。掘削溝の断面に竪穴（主居跡が 3軒確認された。

このような二度の遺跡破壊のあと、 またまた破壊されそうな状況が発生した。それは宮城地

区県営圃場整備事業である。 1982年から 9カ年計画で総面積121haの大圃場整備である。遺跡

破壊を三度許してはならないという文化財保護の立場から、今回の「シヌグ堂遺跡範囲確認調

査」が実施された。調査の結果、遺跡の範囲は丘陵上だけで約14.000面に及ぶことが確認され

た。この調査結果に基づいて、沖縄県中部農林士木事務所と協議を行ない、村道の西側一帯は現

道より下がっているので、0.5~ 1 mの埋土をして保存し、道路の東側一帯は圃場整備をしな

いことでまとまった。

注 1 「宮城島シヌグ堂遺跡」 与那城村教育委員会 1977 

ー



第 2節遺跡の位置と環境

本遺跡は、与那城村宮城島の標高97~ll2mの琉球石灰岩を基盤とする丘陵上に所在する。

地籍は大字上原小字万川原 ・（中原である。この地は字上原の「シヌグ祭り」を行なう所で、俗

にシヌグ堂と呼ばれている。本遺跡の名称もそこから生まれた。島は周囲約12km、島を縦断す

る座標軸Y=48,000で切ると 、断面は上底約1.8km、下底約2.6km、高さ約107mの台形状を呈

する島である。島の中央部の台地は約130haで、ほぼ全域が現在進められている圃場整備の範

囲である。この広大な台地の東崖上には 5段の自然段丘があり 、その段丘上に形成された集落

跡が本遺跡である。東崖下には本遺跡から投げ捨てられて形成された貝塚があり 、その貝塚の

下層には本追跡より 一時期古い貝塚が存在する。

本遺跡は崖七の集洛が約14,OOOm'、崖下の貝塚が約12,000m'、計26,000m'にも及ぶ大規模な

遺跡である。東崖下には「分間」と呼ばれている湧水があり 、貝塚人もこの湧水を利用したも

のと考えられる。遺跡に立つと 、 東眼下に赤瓦荘きの多い上原 • 宮城部落、北東眼下には伊計

島、北は遠く国頭の連山が眺望できる。

Fig. 2 宮城島の地形図と遺跡分布

- 2 -



第 II章 調査概要

第 1節調査地域

遺跡内の地形は東西方向へ 5段の自然段丘が形成されている。東の高い所から西の低い所へ

と、第 1段丘（標高約112m)、第 2段丘（標高約111m)、第 3段丘（標高約110m)、第 4段丘

（標高約109m)、第 5段丘（標高約107m)と呼ぶ。逍跡の範囲を確認するために、全段丘に

Fig. 3のようにグリッドを設定した。発掘を実施したグリッドのうち第 1段丘から第 4段丘ま

ではFig.5に示したとおりであり、第 5段丘は P-9、P-10グリッドである。発掘は本遺跡の

中心である第 4段丘を中心にして進め、全体では約1.200m'の発掘調査を実施した。

第 2節調 査 経過

調査は第 1次発掘調査昭和58年 1月31日~3月25日、第 2次発掘調査昭和58年 5月31日~8

月31日、第 3次発掘調査昭和59年 11月13日~11月27日にわたって実施した。村道沿いにNo.l (X 

= 40,701.657、Y=48.169.987、H=l09.317)、No.2 (X =40,659.442、Y=48,165.792、H

= 109,198)の座標点を設け、この 2点を結ぶ座標軸（平面直角座標系より 54゚0'47"東へ偏

る座標軸）をシヌグ堂遺跡の局地座標軸とする。この座標軸を東へ 2m平行移肌した座標軸を

7ライン（南北基準座標軸）とし、座標点No1をとおり 、南北基準座標軸に直角に交わる東西

座標軸を 4m南へ平行移動した座標軸をNライン（東西基準座標軸）とした。この 7ラインと

Nラインを基準座標軸として、 Fig.3のように 8mx8mのグリッドを第 1段丘から第 5段丘

までに配箇した。グリッド番号は東から西へ 0 · 1 • 2 · ... 、 南から北へ K •L• :\1.. ・ とす

る。なお、さらにFig.5のように 2m単位で枝番号を付けた。

(1) 第 1次発掘調査 (1983年 1月31日~3月25日）

第 4段丘の発掘から始める。 K-5・6から0-5・6までの発掘である。この一帯はニンニク、

カポチャなどの野菜畑であったので第 I層（耕土）は鍬を使って発掘した。第 I層の下は遺構

のない所では遺物包含層が殆んど見られず、すぐ地山（琉球石灰岩風化土で赤褐色土）に達し

た。地山を薄く削りながら遺構の輪郭を追った。礫床遺構や竪穴遣構などの輪郭が把握され

た。しかし、 1つの遺構と思ったのが、発掘を進めていく過程で 2つになったり、 2つと思っ

たのが 1つになったりした。そのために遺構番号の追加 ・削除が出て番号の不統一を招く結果

となった。

礫床住居跡の礫床上には第II層（黒褐色遺物包含層）がよく残っていたので、それを発掘
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Fig. 3 地形固とグリッド設定図
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し、礫床面を丁寧に検出する。竪穴住居跡は上に礫床住居跡が重複していない 7・8・9・

12 ·13 · 15 • 18・20・21・ 22・23・25号などから発掘を始めた。土器、陸産マイマイ 、獣魚骨

などの遺物が多く 、発掘はなかなか進まない。完掘しない状態で第 1次発掘調査の期限がき

た。 2ヵ月後には第 2次発掘調査が予定されているので、地主や小作人などの承諾を得、埋め

戻さないでビニールシートを覆って第 1次発掘調査を完了した。

(2) 第 2次発掘調査 (1983年 5月31日~8月31日）

第 1次発掘調査終了時に覆っていたビニールシートをはぎ取り 、礫床住居跡の検出から始め

る。平行して実測の準備を始める。発掘調査を進めながらの実測であり 、遣り方を組むと発掘

作業ができなくなる。そこで、遣り方の原理で地表面に水糸を張る。水糸はグリッド (8mx 

8 m)設定のとおりに張り、さらに 2m単位の水糸を張って、発掘区域全体を 2mx2m方眼

に割り付けた。 2m単位のライン番号は l - 1• l -2 • l-3, K -a • K -b •K-cなどのように枝

番号を付けた。 6月15日から実測が開始された。

礫床の実測を進めながら第 2• 第 3段丘の伐採。ススキやサルカケミカンなどが繁茂してい

たので、それを伐採し、グリッドを設定する。 M-2、L-3、M-4を中心に発掘を始める。第

2 • 第 3段丘も以前は畑だったので、第 I層は鍬で発掘。第II層はねじり鎌でゆっくり進め

る。礫床住居跡が検出されたので、礫を丁寧に検出する。礫床の実測を待って発掘は第 5段丘

へ移動する。第 5段丘はさとうきび畑で、さとうきびを切ってからグリッドを設定する。 P-

9、 P-10を中心に発掘を開始する。ここも第 1層は耕土であり 、鍬で発掘する。第II層からは

ねじり鎌でゆっくり掘り進める。

実測の終了した第 4段丘の礫床住居跡を発掘。礫床を除去し、下層の竪穴住居跡を掘り進め

る。竪穴住居跡は重複が多いので、発掘 ・撮影・実測を繰り返す。 2号と33号がPラインヘ延び

ているので、 P-5、P-6の発掘を同時に進める。 2号 ・33号の輪郭が明瞭となると同時に34号

礫床住居跡も検出される。 この34号は実測後掘り 進めて50号 ・58号竪穴住居跡が検出された。

8月12日には23号竪穴住居跡内で柱穴を検出。 8本の柱穴が壁に沿って廻っていることを確

認。これを契機に竪穴内の柱穴が次々に検出された。炉跡、階段、柱跡など竪穴住居跡の下部

構造が解明され始めた。

8月18日からは第 2段丘の56号礫床住居跡、第 3段丘の52号礫床住居跡の礫床を発掘。 下部

を確認する。 56号は 4分の 1を掘って竪穴はなく 、56号の柱穴が検出されたので、さらに 4分

の 1を掘り 、東壁断面を実測してから全面を発掘した。 52号は礫床の下に57号竪穴住居跡が検

出された。なお、10号 ・33号礫床住居跡の下部にも竪穴住居跡がある可能性が強,>が、それは

掘らずに止めた。

8月31日に調査を完了した。第 2次発掘調査では遺構実測に多くの時間と人力を要した。ほ

ぽ毎日調査員 4・5人であたった。遺構の多い遺跡の場合、いかに実測者を確保するか、今後
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の大きな課題である。

(3) 第 3次発掘調査 (1984年11月13日~11月27日）

第 2次発掘調査までに確認されてなかった第 1段丘の発掘調査を実施した。 M-0に6mX7

mの試掘を入れたら竪穴住居跡と礫床住居跡が検出された。竪穴住居跡は北へ延びているので

N-0に lm広げた。 7mx7mの中にうまく 55号礫床住居跡と61号竪穴住居跡が検出された。

実測し、埋め戻してすべて完了した。

第 3節調査組織

第 1次発掘調査から第 3次発掘調査までの調査組織はつぎのとおりである。なお、発掘人夫

は地元の上原 • 宮城 ・桃原及び伊計の方々である。

第 1次発掘調査

調査賀任者 新垣雄久 （沖縄県教育委員会教育長）

II 城間茂松 （沖縄県教育委員会文化課課長）

調査員 金武正紀 （沖縄県教育委員会文化課主任専門員）

II 大城慧 II 専門員）

第 2次発掘調査

調査責任者 新垣雄久 （沖縄県教育委員会教育長）

）） 城間茂松 （沖縄県教育委員会文化課課長）

調査員 金武正紀 （沖縄県教育委員会文化課主任専門員）

II 玉城朝健 II 専門員）

II 比嘉春美 II II ） 

JI 大城秀子 II II ） 

II 花城憫子 II JJ ） 

II 松川章 II JI ） 

I/ 島 弘 II II ） 

II 大城明子 II 嘱託）

II 島袋聖子 JI II ） 

第 3次発掘調査

調査責任者 米村幸政 （沖縄県教育委員会教育長）

II 比嘉賀幸 （沖縄県教育委員会文化課課長）

調査員 金武正紀 （沖縄県教育委員会文化課主任専門員）

II 島 弘 （ JI 専門員）
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〔a Mラ インの14·11·40·39• 22号竪穴住居跡内の内壁断面図〕
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Fig. 4 層序断面図
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第III章遺 跡

第 1節層 序

第 1層は層厚が20~25cmの耕土。暗褐色を呈し、遺物は少ない。遺構のない所では、第 I層

直下は地山（琉球石灰岩風化土で赤褐色）に達する。第II層は黒褐色の遺物包含層。第II層は

礫床住居跡と竪穴住居跡に堆積している。礫床（主居跡の上は 3~10cmの階厚で、竪穴住居跡内

は15~30cmの層厚であった。礫床住居跡の上では土器が多いが、竪穴住居跡内では土器のほか

に、陸産マイマイ 、獣魚骨などの食料残滓も多い。竪穴住居跡内は各遺構ごとに状況が異なる

ので、遺構観察表の「堆積状況」の項に示した。ここでは主な陪序だけを述べる。

Fig. 4の aはMラインの 5~6 -2までの南壁断面図である。第VII陪は黒褐色土で約13cm。

これは39号竪穴住居跡内の堆積層であり 、この層序で最も古い層である。第VI層は暗褐色土で

約30cm。この陪は客土（地ならし土）である。第V層は黒褐色土で土器が多い。第V層は40号

竪穴住居跡で、第VI(間層） ・VII(39号竪穴）を切って掘り込まれている。第IV層は黒褐色で

5 ~30cm。この第IV層は11号竪穴住居跡で、 39・40号竪穴住居跡を切って掘り込まれている。

第Ill層は赤褐色の無遺物層で約20cm。この第III層は客上（地ならし土）である。第II層は黒褐

色土で 5~20cm。第III階を切って掘り込まれており、この層序では最も新しい竪穴住居跡であ

る。

Fig. 4の bは 6ラインのN-a~ :vI-cの東壁断面図である。 第IV層は黒灰褐色土で陪厚約

10cm。41号竪穴住居跡で、この層序で最も古い竪穴住居跡である。第III層は暗褐色土で層厚が

約15cm。第III層は42号竪穴住居跡で、 41号竪穴住居跡を切っている。特に床面では、41号竪穴

住居跡よりも約 5cm深く掘り下げられている。この隠序の地点で見るかぎり 、42号竪穴住居跡

の南壁は41号竪穴住居跡の南壁を利用した状況を呈している。第II層は黒褐色土で層厚約15~

20cm。 8号竪穴住居跡は42号竪穴住居跡を切っており 、 7号竪穴住居跡は41号竪穴住居跡を切

っている。この層序では 7号と 8号が最も新しい竪穴住居跡である。

Fig. 4の Cは 6ラインのM-b~L-aまでの層序である。第VI層は黒褐色土で層厚約 5~25 

cm。38号竪穴住居跡で、この層序では最も古い竪穴住居跡である。第V層は黒灰褐色土で層厚

10~15cm。第V層は39号竪穴住居跡で、38号竪穴住居跡を切っている。第IV階は暗褐色土で層

厚10~20cm。この層は客土（地ならし土）であるが、遺物が僅かに混入している。第Ill層は黒

灰褐色土で層厚 t>~20cm。この第Ill層は北で23号、南で13号竪穴住居跡である。いずれも第IV

層（間層）を切っている。13号はさらに第VI層 (38号竪穴住居跡）をも切っている。第II層は

黒褐色土で層厚 5~25cm。第II層は14号竪穴住居跡であり 、この層序では最も新しい竪穴住居

である。
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Fig.14は7ラインの L~L-a西壁断面図である。第VII陪は黒灰褐色土で層厚10~20cm。32号

竪穴住居跡の最下層である。第VI層は黄褐色土混入の黒褐色土で部分的な堆積層である。第V

陪は黒褐色土で陪厚が 5~10cm。第IV陪は黄色土混入黒褐色土で層厚が10~15cm。第111層は黒

褐色土で層厚が15~20cm。この層は19号竪穴住居跡である。竪穴の籾み石壁が南北に見られ

る。この積み石壁の中は遺物が多く検出されるが、積み石外は暗褐色土で遺物も少ない。

Fig.23はP-cラインの 6-1~5-3の北壁断面図である。第VII層は灰層で陪厚 1~ 5cm。58号

竪穴住居跡の炉跡の上にレンズ状に堆積している。第VI陪は黒褐色土で層厚10~70cm。58号竪

穴住居跡内の堆積層で土器、陸産マイマイ 、魚骨などが多い。第V陪は黄褐色土で附口が l~

10cm。50号竪穴住居跡の床面として敷かれた土である。第IV層は灰層で層厚 1~5cm。50号竪

穴住居跡の炉跡の上にレンズ状に堆積している。第III層は黒灰褐色土で層厚約50cm。50号竪穴

住居跡内の堆積層で、土器、陸産マイマイ、魚骨などが多い。第II層は黒褐色土で層厚5~

7 cm。地山を約10cm掘り凹めて造られた34号礫床住居跡で、礫床上で土器が集中して検出され

た。

Fig.39は 2ラインのN-a~M-aの東壁断面図で、主に56号礫床住居跡の断面図である。第Ill

陪は礫床前の堆積層で黒灰褐色土。遺物は少ない。第II陪は56号礫床住居跡と礫床上に堆積し

た黒褐色土。遺物は土器を中心に多い。なお、柱穴が 2本見られるが、 1本は岩盤の凹みに、

もう 1本は地山に掘られている。

Fig. 4のdはQラインの11~10-1の北壁断面図である。第 5段丘（道路の西側）の試掘グリ

ッドの断面である。竪穴状に掘り込まれているが、それが竪穴住居跡かどうかは不明である。

第II層は黒褐色土、第Ill層は黒色土屈である。土器が幣しく出土するが、石器、陸産マイマ

イ、獣魚骨などは僅かに混入するだけである。

第 2節遺 構

(1) 竪穴住居跡 (Fig. 5) 

竪穴住居跡が40軒（第 1章第 1節で述べた電話線埋設に伴う調査で検出された 3軒を含める

と43軒）検出された。ほかに、直径 1mの小型竪穴で、柱穴や炉跡等のない竪穴遺構 1基（第

30号）が検出された。竪穴は地山（琉球石灰岩の風化土で堅い赤褐色土）を掘り込んで造られ

ているが、岩盤があるところは岩盤を床面に利用したり壁面に利用したりしている。形状も岩

盤に左右されて整った方形になっていないのが多い。岩盤が多く、竪穴の掘れる場所が限定さ

れているので、同じ所に何度も竪穴が掘られ、重複しているのが多い。重複が最も多い所では

9軒の竪穴住居跡が重複している。

竪穴は 1辺が 2~3mの方形が最も多く、深さは15cn1の浅いものから、 60cmの深いものまで

- 10 -
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あり 、平均して30cm前後である。竪穴内には炉跡があり、壁面に沿って柱穴が廻っている。壁

面は琉球石灰岩の積み石で壁面化粧しているのが多い。深い竪穴には階段が付くことも解明さ

れた。このように、竪穴住居跡の下部構造がかなり明確に解明された。

(2) 礫床遺構 (Fig.28) 

礫床遺構 とは地山を 5~10cm掘り凹め、そこにこぶし大の礫を敷き詰めて床面とした遺構

で、そのうち、炉跡や柱穴などの存在するものだけを礫床住居跡とした。礫床住居跡が12軒

で、炉跡や柱穴などが見られないもの、及び一部だけ検出されて、全体が不明なものなどが 7

基である。礫床住居跡は 2~3mX4~5mの長方形状のが多い。炉跡は端部にあり 、柱穴は

礫床内と礫床外にあるのが見られる。

(3) 屋外炉跡 (Fig.27) 

屋外炉跡は第 2号遺構だけ検出された。長軸1.3m、短軸0.gmのやや楕円形状のもので、鍋

底状に約 5cm掘り凹められている。焼土の南西と東北に 1本ずつの柱穴が見られる。柱穴の深

さは東北側のが20cm、南西側のが10cm。柱穴には楔石が見られる。

(4) 土留め石積み (Fig.40) 

第 2段丘と第 3段丘の間の法面に長さ約 gmの土留め石稜みが検出された。長さ20~50cmの

琉球石灰岩を岩盤の上に約50cm積み上げ、その上に第53号礫床遺構が造られている。本遺跡は

自然の段丘を利用した段丘上集落であるが、段丘と段丘の問の法面に土留め石積みをして平場

造成（宅地造成）が行なわれていたことが解明された。

以下、竪穴住居跡と礫床住居跡について、各遺構ごとに「遺構実測図」と「観察表」を示し

た。
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Tab. 1 第 7号竪穴住居跡

位 地 区 N-5、:(- 6、M-5、'.¥,1-6、（第 4段丘）

置 重 複
南西隅で 8号 ・41号竪穴住居跡を切っており 、東壁が61号竪穴住居

跡を切っている。

形 状 方形

構 規 模 東西最大長約27m、南北最大長約2.5m

深 ~ ヽ 10~15cm 

壁
地山をほぼ垂直に掘り込んでいる。北壁と西壁は積み石が壁。な

お、南西隅は41号の堆積陪。

壁面化粧 北壁と西壁は長さ 10~40cmの琉球石灰岩が並べられている。

造 床 面 地山を平坦に削っている。

炉 跡
中央に長軸1.601、短軸1.101の楕円形状の焼土。焼土の上及びその

周辺には厚さ約 2cmの灰層が堆積していた。

往 ,-,.., ノ＼
竪穴外に 5本の柱穴が廻っている。口径約20cm、深さ 9~14cm。楔

石は見られない。なお、炉跡の北と南に 1本ずつの柱穴。

階 段 なし。

出 土 器
喜念 I式07098・07099。埋土にはAV・VI類などの有文も混入して

いるが、床面ではAVII類と B群土器のみ検出された。

土 石 器 両刃磨製石斧 I類07186

遺 骨製品 な し

物 貝製品 な し

食料残滓 ウミガメ、ジュゴン等少足、魚骨少謹。

堆 積 状 況 黒褐色土（第II層）で、石の混入は少ない。遺物はやや多い。
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Tab. 2 第 8号竪穴住居跡

位 地 区 M-5、M-6、（第 4段丘）

置 重 複
7号竪穴住居跡に切られている。下部の41号 ・42号竪穴住居跡を切

ついる。

形 状 長方形。南壁と西壁は内瑚する。

構 規 模 東西最大長約3.4m、南北最大長約2.7m

深 さ 約18cm

壁
東壁と南 ・北壁の東半分までは地 山をやや垂直に掘り込んでいる

が、その他は41号竪穴住居跡内の堆積層。

壁面化粧 なし

、牛
床 面

こぶし大の琉球石灰岩礫を敷 き詰めている状態。床面の土は41号 ・
迫

42号竪穴住居跡内の堆積陪。

炉 跡 なし

柱 ノr"-.＼ 不明

階 段 なし

出 土 器
All類08006、AIV類08028・08036、AV類08064~08067、A群 特

殊08100、B群喜念 I式系有文08169。A類土器の有文が目立つ。

土 石 器
小型扁平利器08176、両刃磨製石斧IIIA 08189、敲石 I08223、ほか

に磨石、石皿片。

遺 骨製 品 な し

物 貝製 品 サラサバテ ィ貝輪08377

食料残滓 貝類少址、イノシシ、魚骨僅少出土、ウミ ガメ 、ジュゴン。

堆 積 状 況
黒褐色土（第II層）で、石の混入は少なかった。土器が多く 検出さ

れた。
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Tab. 3 第61号竪穴住居跡

位 地 区 N-5 (第 4段丘）

置 重 複 47号を切っており 、 7号に切られている。

形 状 方形と考えられる。

構 規 模

深 さ 約20cm

壁
地山をほぼ垂直に掘って壁面化粧の積み石を廻らしている。西と北

の壁は不明

壁面化粧
東側は長さ20~40cmの琉球石灰岩を積んで壁面化粧している。南側

は栢み石が抜かれて溝状を呈している。

造 床 面 地山をほぽ平坦に削っているが、炉跡付近が若干凹むc

炉 跡
直径約50cmの円形のやや凹んだ焼土。焼土の上には約 2cmの灰層が

堆積 していた。

柱 ノ~＼ 
南側で竪穴内と竪穴外で各 1本ずつ検出されているが、全体として

は不明。

階 段 なし

出 土 器 AVI類、 BIV類 a、BIV類 bなど、土器は少ない。

土 石 器 なし

遺 骨製品 なし

物 貝 製品 なし

食料残滓 陸産マイマイと魚骨が少址。

堆 積 状 況
黒褐色土（第II層）のみで、石の混入は少なかった。遺物は少な

い。（埋土）
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Tab. 4 第 9号竪穴住居跡

位 地 区 M-5 (第 4段丘）

置 重 複 なし

形 状 不規則な隅丸方形

構 規 模
東西最大長約24 m、南北最大長約25m。北壁の一部が半円形状に

突出している。

深 さ 10~ 14cm。

壁 地山をやや傾斜を持って掘り込んでいる。

壁面化粧 なし

造 床 面 地山を平坦に削っている。床面には岩壁が露頭している所が多い。

炉 跡
東南隅に約90cmx 70cmの隅丸三角形状の焼土。焼土の上には約 1cm 
の灰層が堆稜していた。

柱 ノrら＼ 
竪穴の法面に 1本と竪穴外に 2本検出された。口径約20cm、深さ 8
cm 

階 段 なし

出 土 器
AIV類09038。埋土にはAI・IV・V類土器が混入している。しか

し主体は B群土器。

土 石 器
有孔石器09185、両刃磨製石斧IllB 09204、敲石 I09224、凹石09236
両刃磨製石斧片。

遺 骨製品 クジラ有孔製品09299、イノシシ製骨錐09272。

物 貝 製品
ゴホウラ製貝輪09375、ホラガイ有孔製品09362、ヤコウガイ製貝匙

製品 2コ、未製品 lコ。

食料残滓 陸産マイマイ少批、魚骨僅少。イノシシ僅少。ウミガメ 1点。

堆 積 状 況
黒褐色土（第II層）のみで、遺物は少ない方である。石は混入して

いない。遺物は少ない。
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Tab. 5 第11号竪穴（主居跡

位 地 区 L-5、YI-5 (第 4段丘）

置 重 複
12・13号 ・竪穴住居跡に切られている。 40号竪穴住居跡を切ってい

る。

形 状 北へ半円状の広がりをもつ方形。

構 規 模
北辺長が約3.6cm、東 ・南 ・西辺長は不明。北辺からさらに北へ半

円状に広がる。

深 さ 20~30cm 

壁 地山をやや垂直に掘り込んでいる。

壁面化粧 検出された壁には見られない。

造 床 面 こぶし大の礫が敷かれている部分もあるが、全体としては不明。

炉 跡 不明

柱 ノrら＼ 不明

階 段 不明

出 土 器
AIV類 11042、AVI類 11071、BI類 a11104・11105、BIV類 a
11133。埋土ではA群土器が目立つが、床面では B群土器のみ。

土 石 器 両刃磨製石斧片 2

遺 骨製品 な し

物 貝製品 な し

食料残滓 貝類僅少。プダイ科等の魚骨は割とみられる。イノシシ僅少。

堆 積 状 況
黒褐色土で、 こぶし大の石が混入していた。土器が多く 検 出され

t~ ・ ゚
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Tab. 6 第12号竪穴住居跡

位 地 区 L-5、M-5 (第 4段丘）

40号竪穴住居跡内に客土された赤褐色土に掘られた竪穴。東壁は11

置 重 複 号を切っており 、西壁は13号を切っている。下部遺樅として40号が

ある。

形 状 長方形

構 規 模 東西最大長約1.sm、南北最大長約2.6m。

深 さ 約15cm

壁 やや垂直に、客土された赤褐色土を掘り込んでいる。

壁面化粧
南 ・東 ・西壁は長さ20~40cmの琉球石灰岩を並べている。東西壁の

一部と北壁には栢み石が見られない。

造 床 面 客土の赤褐色土面で平坦に仕上げられている。

炉 跡 なし

柱 /~ ¥. なし

階 段 なし

A II類12010、AIII類 12020・12021、AV類12046・12056、AVII類
出 土 器 e 12090、BIV類 a12134埋土ではAII・llI・ IV・V類が混入してい

るが、床面ではAVII類と B群土器が共伴。

土 石 器 小型扁平利器12178、両刃磨製石斧12211、磨石。

遺 骨製品 骨針12245。

物 貝製 品 な し

食料残滓
陸産マイマイ少址、魚骨少址みられる。イノシシ僅少、ウミガメ、ジ

ュゴン、烏骨。

堆 禎 状 況
黒褐色上（第II唇）で、 こぶし大の石が混入していた。土器が多

し＼゜
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Tab. 7 第13号竪穴住居跡

位 地 区 L-5、L-6 (第 4段丘）

南と西は14号竪穴住居跡に切られ、東は12号竪穴住居跡に切られて

置 重 複 いる。 下部遺構 として11号竪穴住居跡があり 、さらにその下に38・
39・40がある。

形 状 長方形

構 規 模 東辺長約2.3m、北辺長約3.7m。南 ・西辺は不明。

深 さ 約25cm

壁 下部遺構の堆積層をやや垂直に掘って栢み石をしている。

北壁には長さ 10~30cmの琉球石灰岩が並べられている。東壁にも南

壁面化粧 壁にも残っており 、少なくても三辺は栢み石があったと考えられ

7 a。

造 床 面
こぶし大の琉球石灰岩礫が敷かれている所もあるが、全体的には不

明

炉 跡 不明

柱 ,-,... ノ＼ 不明

階 段 不明

出 土 器
AIV類13037、AV!類13075、AVII類 a13077、 BIV類 幻 3153。埋土

ではA群土器が目立つが、床面ではAVII類と B群土器が共伴。

土 石 器 なし

遺 骨製品 ジュゴン骨錐13276、13284、イノシシ、犬歯有孔製品13292。

物 貝 製品 螺蓋貝斧13319。

食料残滓 貝類なし、魚骨僅少。イノシシ僅少。ジュゴン。

堆 積 状 況 黒褐色土で、 こぶし大の石が多く混入。土器が多く検出された。
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Tab. 8 第14号竪穴住居跡

位 地 区 L-5、 L-6 (第 4段丘）

置 重 複 38号竪穴住居跡を切っており、 21号 ・13号に切ち5""hている。

形 状 隅丸方形

構 規 模 南辺長約2.3m、西辺長約3.lm、北辺長約2.5m、東辺長約1.8m

深 さ 壁沿いで約20cm、中央部で約30cm、鍋底状に凹む。

壁
南壁は38号堅穴の壁を利用。どの壁もかなり傾斜を持って掘られて

いる。

壁面化粧 なし

造 床 面 38号竪穴住居跡の遺物包含層面

炉 跡 なし

柱 穴 なし

階 段 なし

出 土 器
AVII類 a14076、BIV類 g14154。埋土A群土器も僅かに混入してい

るが、床面では B群土器のみ。

土 石 器 敲石II14231 

遺 骨製品 イノシシ撓骨製品14304(用途不明）。

物 貝製 品 な し

食料残滓 貝類僅少、ブダイ科、イノシシ僅少、ジュゴン。

堆 積 状 況
黒色褐土で、石の混入は少ない。陸産マイマイは少ないが、土器が

多い。
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Tab. 9 第21号竪穴住居跡

位 地 区 L-6、 L-5 (第 4段丘）

置 重 複
西側では20号竪穴住居跡を切っており 、東側では14号竪穴住居跡を

切 -.s...-:cせる。

形 状 隅丸方形と考えられる。

構 規 模 1 西辺長が約2.8111、東 ・南 ・北辺長は不明。

深 さ 約10cm

壁 地山をやや垂直に掘り込んでいる。

壁面化粧 西壁には見られないが、全体については不明。

造 床 面 地山面を平坦に削っている。

炉 跡 不明

柱 ノ,.,...,＼ 不明

階 段 不明

出 土 器
A II類21008・21009、BIV類 e21148。埋土ではAII・AIV・AV 

類などが混入しているが床面では B群土器のみ。

土 石 器 敲石II21227・21228 

遺 骨製品 な し

物 貝製品 な し

食料残滓
ヤコウガイ 1点のみ、魚骨少趾、イノシシ少絋、ウミガメ、ジュゴン、

イノシシの肢骨に傷痕21307。

堆 積 状 況
黒褐色土（第II層）で、石の混入は少なかった。遺物は少ない方で

ある。
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Tab. 10 第15号竪穴住居跡

位 地 区 L-5 (第 4段丘）

薗 重 複 1 なし

形 状 不規則な隅丸方形

構 規 模 束西最大長約2.4m、南北最大長約3.0m。南西隅が突出する。

深 さ 北壁沿いで約30cm、南壁沿いで約12cm。

壁
地山をやや傾斜を持って掘り込んでいる。積み石のある壁もある。

束壁で一部岩盤が利用されている。

壁面化粧
北壁と束壁に長さ 10~40の琉球石灰岩が積み石壁として並べられて

いる。西壁にも 1個残っている。

造 床 面
地山をほぼ平坦に削っているが、炉跡付近が若下凹む。岩盤が露頭

している所もある。南西隅の近くに砂岩の凹石が置かれていた。

炉 跡
中央よりやや北壁寄りに、直径約70cmの円形状の焼土。焼土の上及

びその周辺には厄さ約 2cmの灰層が堆栢していた。

柱 ,.,.... ノ＼
竪穴内に 1本、竪穴の法面に 4本、竪穴外に 1本の柱穴が廻ってい

る。口径15~20cm、深さ 12~20cm。

階 段 なし

AV類 15053・15061、AVI類 15073、 BI類 a15116、BIV類 a

出 土 器 15132。埋土でAlII・IV・V・VIなどが混入しているが、床面では

B群土器のみ。

遺 石 器 石皿15240

物 骨製品 な し

貝 製品 な し

食料残滓
ウミギク科 l点のみ、 フエフキダイ 、ハタ科等が出土する。イノシ

シ少拉、ウミガメ（尺骨）、 ジュゴン。

黒褐色土（第II層）のみで、遺物は土器が多い。東壁沿いで土器が

堆 積 状 況 2個潰れた状況で検出された。また西壁沿いでは石皿が座ったまま

検出された。
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Tab.11 第20号竪穴住居跡

位 地 区 L-6 

四 重 複 21号竪穴住居跡4こ切られている。

形 状 隅丸長方形

溝 規 模 東西最大長約4.0m、南北巖大長約25m。

深 さ 束側で約20cm、西側で約12cm。

壁 地山をやや垂直に掘り込んでいる。

壁面化粧 北西隅に栢み石らしいのが見られるが、全体 としては不明

造 床 面 地山を平坦にしている。

炉 跡
束壁近くに長軸約90cm、短軸約50cmの楕円形状の焼土。焼土の上及

びその周辺には、厚さ約 1cmの灰層が堆積していた。

竪穴の壁に沿って 6本の柱穴が廻っている。口径10~20cm、深さ 12

柱 rノら＼ ~20cm。楔石は見られない。なお、炉跡の南と北に 1本ずつの柱

穴。

階 段 なし

出 土 器
埋土でAIV • AV類なども見られるが、床面ではAVII類と B群土器

が共伴。

土 石 器 両刃磨製石斧片

遺 骨製品 な し

物 貝製品 な し

食料残滓 貝類なし、魚骨僅少、ジュゴン。

堆 積 状 況
黒褐色土（第II層）で、石の混入は少なかった。遺物は少ない方で

ある。
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Tab.12 第22号竪穴住居跡

位 地 区 L-6、M-6 (第 4段丘）

置 重 複 なし

形 状 楕円形に近い 6角形

構 規 模 長軸（東西）約3.4m、短軸（南北）約2.4m。

深 さ 約20cm

壁
地山をやや傾斜を持って掘り込んでいる。東半分は梢み石、西は岩

盤を利用。

壁面化粧 東半分には長さ20~40cmの琉球石灰岩が丁寧に積まれている。

造 床 面 地山を平坦に削っている。西半分は岩盤が露頭している所が多い。

炉 跡
西壁沿いに直径約60cmの円形状の焼土。焼土の上及びその周辺には

厚さ約 2cmの灰層が堆積していた。

柱 穴
竪穴内の壁沿いに 9本の柱穴が廻っている。口径10~15cm、深さ 8
~15cm。 1本だけ楔石が残っている。

階 段 なし

出 土 器 AVII類と B群土器が多い。床面でAVII類と B群土器が共伴。

土 石 器 両刃磨製石斧IIIB 22201、片刃磨製石斧 I22216。

遺 骨製品 骨針22249、イノシシ長管骨製品22305。

物 貝 製品 螺藍貝斧22320。

食料残滓
陸産貝が多いが未洗浄。プダイ科、ベラ科がみられる。イノシシ僅

少。ウミガメ、ジュゴン

堆 積 状 況
この竪穴の第II層は木炭が多く混入する黒褐色土。こぶし大の石が多

く混入。土器、陸産マイマイ 、魚骨などが多い。
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Tab.13 第23号竪穴住居跡

位 地 区 :vr-6、一部は:VI-5に延びている。（第 4段丘）

爵 重 複 なし

形 状 隅丸方形状。北東隅が若干突出している。

構 規 模 東西最大長約2.8m、南北最大長約2.7m。

深 さ 約30~35cm

壁 地山をやや垂直に掘り込んでいる。

壁面化粧
東壁に長さ 15~30cmの琉球石灰岩が積 まれている。なお、北壁に

も積み石陪の一部と考えられるのが 3個見られる。

造 床 面
地山面をほぽ水平に削っている。なお、所々に岩盤が露頭してい

る。東側及び中央には礫を敷いたような状況が検出された。

炉 跡
中央よりやや東南隅寄りに長径約70cm、短径約50cmの楕円形状の焼

土。焼土及びその周辺には四さ約 2cmの灰附が堆積 していた。

柱 ノ’＼ 
壁に沿って 8本の柱穴が廻っている。一辺に 3本の柱穴が並ぶ規格

性のある柱穴。 n径12~20cm、深さ10~20cm。

階 段
北西隅に琉球石灰岩を敷いて造った階段が 1段検出。幅55cm、奥行

き約45cm、高さ約14cm。

出 土 器
Alli類23018、AV類23056、BI頷a23112。埋土でA群土器が目

立つ。床面ではAVII類と B群土器が共伴。

土 石 器
両刃磨製石斧IIIA 23190、両刃磨製石斧IV23206、片刃暦製石斧 II

23217。

遺 骨製品 な し

物 貝製品 ホラガイ有孔製品23365、ヤコウガイ貝匙23349。

食料残滓
陸産貝が多いが未洗浄。プダイ科がみられる。イノシシ少菰、陸ガ

メ、 ウミガメ 、ジュゴン

堆 栢 状 況
黒褐色土（第II陪）で、こぶし大の石が混入する。土器、陸産マイ

マイ 、魚骨などが多いが投げ込まれたような出土状況。
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Tab.14 第25号竪穴住居跡

位 地 区 M-6、N-6 (第 4段丘）

岡 重 複 24号礫床住居跡が上にのっている。

形 状 隅丸方形状

構 規 模 東西最大長2Sm、南北最大長2.9m。

深 さ 最深部（東壁沿い）で約25cm、平均して15cm。

壁
やや垂直に地山を掘り込んでいる。西壁は岩盤を利用、南壁は未発

掘で不明。

壁面化粧 南壁には長さ 15~30cmの琉球石灰岩が積まれている。

造 床 面
床面積のほぼ40%は岩盤が露頭している。しかし、岩盤はほぽ平坦

である。西から東へと傾斜しており、東壁沿いが最も深い。

炉 跡
長径約1.2mと約0.8mの円形状の焼土が南半分に広がっている。炉跡とそ

の周辺には約3cmの灰層が堆積していた。

柱 ノ占＼ 
竪穴の壁沿いに 6本の柱穴が廻っている。口径15~20cm、深さ 10~
20cm。 2本は楔石が残っていた。

階 段 なし

出 土 器 AIII類25024、A V類25059。床面でAVII類と B群土器が共伴。

土 石 器 なし

遺 骨製品 な し

物 貝 製品 な し

食料残滓 陸産貝がみられる。魚骨少菰みられる。 イノシシ少址。

堆 積 状 況
黒褐色土（第II層）で、 こぶし大の石が混入している。土器が多

し)゚
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- 37 -



Tab.15 第19号竪穴住居跡

位 地 区
K - 6•L - 6 にまたがる。 K - 7 • L - 7 (道路下）に延びてい

る。（第 4段丘）

置 重 複 32号竪穴住居跡の上に造られている。

形 状 隅丸方形と考えられる。

構 規 模 東辺長約2.5m、南辺も北辺も約80cm検出。

深 さ 約20cm

壁 32号竪穴内の埋土をやや垂直に掘り込んでいる。

壁面化粧
長さ約20cm、厚さ約10cmの琉球石灰岩を 1列に並べた積み石が東 ・

南 ・北の三辺に残っている。西側は不明。

造 床 面 32号の埋上を平坦に削っている。

炉 跡
東積み石沿いに長径約80cm、短径約50cmの楕円形状の焼土。焼土の

上及びその周辺には厚さ約 1cmの灰層が堆積 していた。

柱 ノ’＼、 不明

階 段 不明

出 土 器 床面でAVII類と B群土器が共伴。

土 石 器 なし

遺 骨製品 な し

物 貝 製品 な し

食料残滓 陸産貝少鉱、魚骨僅少、イノシシなし、ジュゴン。

黒褐色土（第II層）で、石の混入は少なかっ た。土器が多く検出さ

堆 積 状 況 れた。西半分には1972年の発掘完了時のビニールシートが検出され

t~· o 
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Tab.16 第32号竪穴住居跡

位 地 区
K -6 、 L - 6 、 K - 7 •L -7 (道路下）へ延びている。（第 4

段丘）

置 重 複 上に19号竪穴住居跡。

形 状 隅丸方形

構 規 模 南北最大長約2.7m、東西もほぼ同じと考え られる。

深 さ 北壁沿いで約56cm、南壁沿いで約34cm。

壁 地山をやや垂直に掘り込んでいる。

壁面化粧 なし

造 床 面
ほぽ平坦に地山を削っているが、炉跡付近が若干凹む。炉跡の東北

側に約30x 30cmの方形状の平坦な粘板岩が置かれている。

炉 跡
直径約80cmの円形状の焼士。焼土の上及びその周辺には約 2cmの灰

層が堆積していた。

柱 ノrら＼ 
竪穴内の壁沿いに 5本の柱穴が廻っている。口径15~20cm。深さ 10
~13cm。楔石は見られない。

階 段 北壁は 2段に掘られているが、上段は階段の機能を持つ。

出 土 器
AIV類32033、BI類 a32101・32102、BI類 b32109。床面でAVII

類と B群土器が共伴。

土 石 器 小型扁平利器32182、片刃磨製石斧II32221、両刃磨製石斧片。

遺 骨製品 ジュゴン製骨錐32279。

物 貝製品 な し

食料残滓 貝類僅少、魚骨少凪、イノシシ僅少、リクガメ、ウミガメ。

堆 積 状 況 黒色土で、石の混入は少なかった。土器は多く検出された。
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Tab. 17 第35号竪穴住居跡

位 地 区 K - 6 、 K - 7•] - 6 へ延びている（第 4 段丘）

罹 重 複 18号竪穴住居跡に切られている。

形 状 長方形状。 2つの遺構の可能性がある。

構 規 模
南北最大長約 zm、東西 5mまで確認。さらに延びているので全体

としては不明。

深 さ 束壁沿いで30cm、西壁近くで60cm。

壁
地山をやや垂直に掘り込んでいる。ほとんど積み石が壁で一部に岩

盤が利用されている。

壁面化粧
東 ・南 ・北壁とも長さ20~50cmの琉球石灰岩が積 まれている。 積

み石の上部は18号に壊されたと考えられる。

造 床 面
地山面を削っているが、東から西へかなり傾斜している。炉跡周辺

はほぽ平坦。

炉 跡
西壁寄りに直径50cmの円形状の焼土。焼土の上及びその周辺には灰

階が厚さ約 2cm堆積していた。

柱 穴 不明

階 段 不明

出 土． 器 B I類d35114。AVII類と B群土器が共伴。

土 石 器 小型扁平利器35175、片刃磨製石斧II35220、両刃磨製石斧IV。

遺 骨製品 な し

物 貝 製品 な し

食料残滓 貝類僅少、ブダイ科、ベラ科僅少、イノシシ少足、イヌ。

堆 積 状 況 黒色土（第III層）で、石の混入は少なかった。土器が多い。
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Tab.18 第36号竪穴住居跡

位 地 区 K-6 (第 4段丘）

置 重 複 18号竪穴住居跡に切られている。

形 状 不規則な方形。西壁が大きく内彎する。

構 規 模 東西最大長約2.6m、南北最大長約3.0m。

深 さ 約46cm。炉跡付近がやや凹む。

壁
地山をほぽ垂直に掘り込んで、積み石を並べている。南東隅では岩

盤を利用している。

壁面化粧 四辺に長さ20~40cmの琉球石灰岩が並べられている。

、牛
床 面

炉跡付近は凹んでいるが、全体としてはほほ平坦に地山を削ってい
坦

る。床面に岩盤が露頭している部分が見られる。

炉 跡
南西隅寄りに、長軸80cm、短軸50cmの楕円形状の焼土。焼土の上及

びその周辺には厚さ約 2cmの灰層が堆積 していた。

柱 穴 不明

階 段 なし

出 土 器 B I類 a36106。床面でAVII類と B群土器が共伴。

土 石 器 なし

遺 骨製 品 骨針36253。

物 貝製 品 な し

食料残滓
陸産貝僅少、ブダイ科、 フエフキダイ科破片も含めると多くみられ

る。イノシシ少足。

堆 積 状 況 黒色土（第III層）で、 こぶし大の石が混入していた。土器が多い。
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Tab.19 第37号竪穴住居跡

位 地 区 K-6。K-7 (道路下）へ延びている。（第 4段丘）

置 重 複 18号竪穴住居跡に切られている。

形 状 方形と考えられる。

構 規 模 東辺長約3.lm、ほかは不明。

深 さ 約60cm

壁 地山をやや垂直に掘り込んでいる。

壁面化粧
東 ・南 ・北壁に長さ25~40cmの琉球石灰岩を積んでいる。東壁では

内面と外面に積み石が見られる。

造 床 面 地山をほぽ平坦に削っている。

炉 跡 不明

柱 ノrら＼ 不明

階 段 不明

出 土 器 AVII類が僅かと B群土器。

土 石 器 なし

遺 骨製品 な し

物 貝 製品 な し

食料残滓 貝類なし、魚骨は 1点のみ、イノシシなし。

堆 積 状 況
黒色土（第Ill層）で、石の混入は少なかった。遺物は少ない方であ

る。
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Tab.20 第18号竪穴住居跡

位 地 区 K - 6 。 J - 6•K - 7 へ延びている（第 4 段丘）

苧胆 重 複 35号 ・36号・ 37号竪穴住居跡を切っている。

形 状 方形と考えられる。

構 規 模
南北最大長約 6m、東西長は 5m確認したがさらに道路下へ延びて

いる。今回検出された竪穴で最大のもの。

深 さ 20~30cm 

地山をやや傾斜をもって掘りこまれている。南壁と東壁の一部では

壁 下部遺構の稼み石を利用している。東壁の一部で岩盤も利用してい

る。

壁面化粧 なし

造 床 面 下部迫構の堆栢層を削ってほぽ平坦にしていた。

炉 跡 不明

柱 ノ,..,_,＼ 不明

階 段 不明

II 類 18004 · 18012 、 Ill 類 18016 ·18023、 IV 類 18025• 18027• 

出 土 器
18040、V類18047・18060、A群尖底18097。 BI類 a18103、BI 
類 18107、B II類 b18118、BIV類 a18126~ 18131、BIV類 e
18147、BIV類 g18151、B沈線文18170・18171

小型扁平利器18179・18180・18181、両刃磨製石斧IV18208、両刃砦

土 石 器 製石斧Vll8214、敲石 I18225、両刃磨製石斧片 3、片刃磨製石斧、

敲石IIなど。

遺 骨製 品 骨針18260、イノシシ製骨錐18270。

物 貝製品 な し

食料残滓
貝類僅少、ブダイ科を中心に出土する。イノシシ少泣、ウミガメ、ジ

ュゴン。

堆 積 状 況
黒褐色土（第II層）で、石の混入は少なかった。土器が非常に多い

竪穴である。
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Fig.17 第38・39・40号竪穴住居跡実測図

- 45 -



Tab.21 第38号竪穴住居跡

位 地 区 L-5、L-6、（第 4段丘）

苧皿 重 複
21号 ・14号 ・39号竪穴住居跡に切られている。なお、さらにその上

に13号竪穴住居跡がのっていた。

形 状 やや不規則な方形。西壁は外側に、南壁は内側に歪む。

構 規 模 南辺長約2.9m、西辺長約2.Sm、北辺長約2.5m、東辺長約2.0m。

深 さ 約45cm

地山をほぽ垂直に掘り込んでいる。なお、北壁と東壁は39号 ・13号
壁 によって破壊され、西壁も上の10cmは21号によって破壊されてい

る。

壁面化粧 なし

造 床 面 地山を平坦に削っている。床面の約30%は岩盤が露頭している。

炉 跡
中央よりやや東壁寄りに直径約l.1mの円形状の焼土。焼土の上及

びその周辺には厚さ約 2cmの灰陪が堆積していた。

柱 ノrら＼ 
壁に沿って 7本の柱穴が廻っている。口径約20cm、深さ 10~20cm。
楔石のあるのも見られる。

南壁に地山を削って造った 3段の階段。 1段が15cm、 2段が 5cm、
階 段 3段が 5cmの高さ。幅は 1段95cm、 2段70cm、 3段60cm。奥行きは

1段15cm、 2段25cm。

出 土 器 A II類38011、床面でA群VII類 .B群土器が共伴。

土 石 器 両刃磨製石斧片

遺 骨製品 なし

物 貝 製品 なし

食料残滓 貝類なし、プダイ科他少屈、イノシシなし、ジュゴン、ケナガネズミ

堆 積 状 況
黒褐色土で、こぶし大の石が混入していた。遺物は少ない方であ

る。
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Tab.22 第39号竪穴住居跡

位 地 区 L-5、 L-6、M-5、M-6 (第 4段丘）

置 重 複
21号 ・14号 ・13号、40号竪穴住居跡に切られ、38号竪穴住居跡を切

っている。

形 状 方形

構 規 模 東西最大長約2.Sm、南北最大長約3.0m。

深 さ 北壁沿いで30cm、炉跡付近で40cm。

壁
北壁は地山をほぽ垂直に掘り込んでいる。西壁は地山をやや傾斜を

もって掘り込んでいる。東 ・南壁は破壊されていた。

壁面化粧
北壁に長さ 10~40cmの琉球石灰岩を並べてあるが、内壁面がはっき

りしない。

造 床 面
地山を北から南へ傾斜をもって削られている。床面に岩盤が露頭し

ている所が多い。

炉 跡
ほぼ中央に直径1.omの円形状の焼土。焼土の上及びその周辺には

厚さ約 2cmの灰層が堆籾していた。

柱 ノ,.,_,＼ 
竪穴内の壁沿いに 9本の柱穴が廻っている。口径15~20cm、深さ10
~15cm。楔石のあるのも見られる。

階 段 不明

出 土 器 A群土器も B群土器も僅か。

土 石 器 なし

遺 骨製品 なし

物 貝製品 なし

食料残滓 貝類なし、魚類なし、イノシシなし

堆 積 状 況
黒褐色土でこぶし大の石が多く混入していた。遺物は少ない方であ

る。
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Tab.23 第40号竪穴住居跡

位 地 区 L-5、M-5 (第 4段丘）

置 里 複
11号 ・12号 ・13号竪穴住居跡に切られ、39号竪穴住居跡を切ってい

る。

形 状 方形

構 規 模 東西最大長約3.2m、南北最大長約3.3m。

深 さ 約40cm

地山を掘り込んでいるのは北壁と東壁で、南 ・西壁は堆積層。北壁

壁 は地山をやや傾斜をもって掘り、租み石で壁面化粧C 東壁はほ とん

ど岩盤を利用。

壁面化粧
北壁と南壁に10~30cmの琉球石灰岩を並べた積み石壁が僅かに残っ

ている。

造 床 面 地山を平坦に削っている。床面の約40%は岩壁が露頭している。

炉 跡
直径約50cmの円形状の焼土。焼土の上及びその周辺には厚さ約0.5
cmの灰層が見られた。

柱 穴
竪穴内の壁に沿って 7本の柱穴が廻っている。口径15~25cm、深さ

8 ~15cm。楔石のあるのも見られる。

階 段 不明

A lil 類 40014 • 40015 • 40017、AV類 40044・40045・40048・
出 土 器 40068・A平底40092、BIV類 g40152、B群台付土器40162、B群把

手40163

土 石 器
石鏃40173、両刃磨製石斧未完成品40205、両刃磨製石斧IV40209、
片刃磨製石斧II40218 

遺 骨製 品 イヌの犬歯有孔製品40291

貝製 品
ヤコウガイ貝匙未製品40352、ゴホウラ貝未製品40361、螺蓋貝斧

物 40325 

食料残滓
陸産貝少菰、ブダイ科、フエフキダイ科等が出土する。イノシシ少

菰ハプ脊椎出土、 ジュゴン

堆 栢 状 況 黒褐色土で、 こぶし大の石が多く混入していた。
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Fig.18 第41・42号竪穴（主居跡実測図
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Tab.24 第41号竪穴住居跡

位 地 区 M-5、M-6 (第 4段丘）

屑 重 複
7号、42号竪穴住居跡に切られている。上に 8号竪穴住居跡がのつ

ていた。

形 状 隅丸方形

構 規 模 東西最大長約2.4m、南北最大長約2.4m、南辺は内側に歪む。

深 さ 約30cm

壁 地山をやや垂直に掘り込んでいる。

壁面化粧 なし

造 床 面 地山を平坦に削っているが、西か ら東へ僅かに傾斜する。

炉 跡
北壁近くに直径約50cmの円形状の焼上。焼上の上及びその周辺には

厚さ約 1cmの灰層が堆積。

柱 ノrら＼ 
竪穴内の壁に沿って8本の柱穴が廻っている。口径10~15cm、深さ

7 ~24cm。楔石のあるのも見られる。

階 段 なし

出 土 器 AIII類41013。床面でA群土器が僅か。

土 石 器 特殊石器41222

遺 骨 製 品 な し

物 貝 製品 な し

食料残滓 貝類なし、魚骨なし、

堆 稼 状 況 黒色土で、 こぶし大の石が多く混入していた。遺物は少ない。
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Tab. 25 第42号竪穴住居跡

位 地 区 M-5。僅かにM-6へ延びている。（第 4段丘）

置 重 複 8号竪穴住居跡に切られ、41号竪穴住居跡を切っている。

形 状 方形

構 規 模 東西最大長約2.0m、南北最大長約3.lm

深 さ 約30~40cm

壁
地山をやや垂直に掘り込んでいる。西壁は41号竪穴住居跡内の堆積

層。

壁 面 化 粧 なし

造 床 面
地山を平坦に削っている。南側では岩盤が露頭している。北西隅付

近では41号の床面より 2cmぐらい深く掘られている。

中央よりやや西壁寄りに、長軸50cm、短軸30cmの楕円形状の焼土。

炉 跡 焼土の上及びその周辺にには厚さ約 1cmの灰層が堆栢。41号の柱穴

上に炉跡。

柱 ノ,....,＼ 
竪穴内の北壁と西壁に沿って 5本の柱穴が並んでいる。口径10~20
cm、深さ 8~16cm。

階 段 なし

出 土 器 床面でAIll類と AVII類が僅か。 B群土器も少ない。

土 石 器 片刃磨製石斧片

遺 骨製品 ジュゴン肋骨未製品42303。

物 貝 製品 なし

食料残滓 貝類なし、魚骨なし、

堆 積 状 況 黒褐色士で、こぶし大の石が混入していた。土器は少ない。
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Tab.26 第43号竪穴住居跡

位 地 区 N-6 (第 4段丘）

置 重 複
44号竪穴住居跡に切られている。なお、上には27号礫床住居跡がの

っていた。

形 状 方形

構 規 模 東西最大長約3.5m、南北最大長約3.3m。

深 さ 東壁沿いで約 9cm、その他は18~20cm。

壁
地山をほぼ垂直に掘り込んでいる。南壁と西壁は積み石、北壁は岩

盤を利用している。

壁面化粧
南壁と西壁は長さ10~30cmの琉球石灰岩が積 まれている。粘板岩が

2 (固使用されている。

造 床 面
地山を東から西へ傾斜をもって削られている。床面に岩盤が露頭し

ている所がいくつか見られる。

東壁寄りに楕円形状の焼土。炉跡の上に44号竪穴の栢み石が乗って

炉 跡 いる。焼土の上及びその周辺には厚さ約 2cmの灰層が堆梢してい

た。

柱 ， ノ＼
竪穴内の壁に沿って 8本の柱穴が廻っている。口径15~25cm、深さ

13~2lcm。楔石がはいっているのも見られる。

階 段 なし

出 土 器 B群土器が少凪

土 石 器 両刃磨製石斧IV片

遺 骨 製 品 な し

物 貝 製 品 貝刃43313。

食料残滓 貝類なし、魚骨なし、

堆 積 状 況
黒色土（第IV層）で、 こぶし大の石が多く混入していた，遺物は少

ない。
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Tab.27 第44号竪穴住居跡

位 地 区 N-6 (第 4段丘）

磁 重 複
43号竪穴住居跡を切っている。なお、上には27号礫床住居跡がのつ

ていた。

形 状 方形

構 規 模 東西最大長約2.6m、南北最大長約2.2m。

深 さ 約18cm

壁
43号の堆積層を垂直に掘り込んで積み石を入れている。なお、西壁

は43号の積み石を利用している。北壁は岩盤を利用。

壁面化粧 南壁と東壁は長さ 10~20cmの琉球石灰岩礫を積んでいる。

造 床 面 43号の床面を利用している。

炉 跡
南壁寄りに楕円形状の焼土。焼土の上には厚さ 2cmの灰層が堆栢し

ていた。

柱 /占¥. 
北西隅と南東隅に 1本ずつ検出された。口径約20cm、深さ 8cmと10
cm。

階 段 なし

出 土 器 AVII類と B群土器がやや多く出土。

土 石 器 両刃砦製石斧lllB44197

遺 骨製品 な し

物 貝 製品 な し

食料残滓 未洗浄

堆 積 状 況
黒褐色土（第III層）で、 こぶし大の石が多く混入していた。土器、

陸産マイマイ 、魚骨などが多く検出された。
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Fig.20 第45• 46・47号竪穴住居跡実測図
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Tab.28 第45号竪穴住居跡

位 地 区 N-5 (第 4段丘）

置 重 複 46・47号堅穴住居跡に切られている。

形 状 隅丸方形状と考えられる。

構 規 模 北辺長が約1.3m、東辺長の残存部が約2.2m。

深 さ 30~35cm、北から南へやや傾斜。

壁 地山をやや垂直に掘り込んで積み石を並べている。

壁面化粧
北壁及び東壁の一部には長さ10~20cmの琉球石灰岩が積まれている

が雑である。東壁の積み石の一部は46号に壊されたと考えられる。

、牛
床 面 地山を北から南へやや傾斜を持って削られている。 一部岩盤が露

坦
頭。

炉 跡
床面のほぽ全面が焼土。焼土の一部は46号の積み石の下にまで延び

ている。焼土の上及びその周辺には厚さ約15cmの灰層が堆稜。

柱 ノ,_＼ 
堅穴内の東壁沿いに 2本の柱穴が検出された。口径約15cm、深さ約

10cm。

階 段 不明

出 土 器
AIII類45022、AVII類 a45078、BI類 d45113。AVII類と B群土器

が多い。

土 石 器 両刃磨製石斧IIIA45193、両刃磨製石斧IIIB。

遺 骨製品 な し

物 貝 製品 な し

食料残滓 貝類少凪、ベラ科等僅少、イノシシ僅少、ジュゴン

堆 禎 状 況 黒褐色土で、 こぶし大の石が多く混入していた。土器は多い。
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Tab.29 第46号竪穴住居跡

位 地 区 :--:-5 (第 4段丘）

置 重 複
45号竪穴住居跡を切っているが、 47号竪穴住居跡には切られてい

る。

形 状 方形と考えられる。

構 規 模 北辺長約2.4m、東 ・南 ・西辺長は不明

深 さ 約35cm

壁
45号竪穴（主居跡内の堆積層を垂直に掘り込んで、積み石を並ぺてい

る。

壁面化粧
主に粘板岩を使用している。長さ20-50cmの扁平な粘板岩を立てて

校んでいる。積み石壁に粘板岩を使用しているのはこの 1軒だけ。

造 床 面 地山を平坦に削っている。岩盤が多く露頭している。

炉 跡
中央にI.5rnx0.7rnの隅丸長方形状の焼土。焼上の上及びその周辺

には厚さ約10cmの灰層が堆積していた。

柱 ノ,.,_＼ 不明

階 段 不明

出 土 器 B I類 C46110。床面でA¥111煩と B群土器が共伴。

土 石 器 なし

遺 竹製品 なし

物 貝製品 なし

食料残滓 貝類僅少、魚骨なし、

堆 積 状 況 黒色土層で、こぶし大の石が多く混入していた。遺物はやや多い。
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Tab.30 第47号竪穴住居跡

位 地 区 N-5 (第4段丘）

置 重 複
南側の61号竪穴に切られており 、北側の45・46号竪穴住居跡を切っ
ている。

形 状 方形

構 規 模 東西最大長約3.lm、南北最大長約2.8m

深 さ 30~40cm 

壁
地山をほぼ垂直に掘り 込んでいる。南壁だけ地山壁C 南壁の積み石
は61号竪穴に壊されたと考え られる。

壁面化粧
束 ・北 ・西壁は長さ20~40cmの琉球石灰岩を丁寧に栢んでいる。栢
み石の裏はこぶし大の石を詰めている。

造 床 面 地山をほぽ平坦に削っている。岩盤が多く露頭している。

炉 跡
中央よりやや北東隅寄りに直径約50cmの円形状の焼土。焼土の上及
びその周辺には厚さ約 1cmの灰層が堆積していた。

柱 rノら＼ 
竪穴内の壁沿いに 7本の柱穴が廻っている。口径15~20cm、深さ12
~17cm。楔石は見られない。

階 段 なし

出 土 器
B I類 a47115。AV類と AVII類が少足。 B群土器は多い。床面で
B群土器。

土 石 器 両刃局部磨製石斧V47213 

遺 骨製品 骨針47244、47246、47248、クジラ骨製品47300

物 貝製品 螺蓋貝斧47324

食料残滓 貝類僅少、魚骨僅少、

堆 栢 状 況
黒色土層で、 こぶし大の石が多く混入していた。土器が多く検出さ
れた。
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Fig.21 第48・59号竪穴住居跡実測図
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Tab.31 第48号竪穴住居跡

位 地 区 0-6 (第 4段丘）

置 重 複
59号竪穴住居跡に切られている。なお、上には28号礫床住居跡がの

っていた。

形 状 隅丸方形

構 規 模 東西最大長約2.4m、南北最大長約2.8m

深 さ 約25cm。炉跡付近で約28cm。

壁
北壁は地山をやや傾斜を持って掘り込まれている。西と南は岩盤

を利用している。東は59号に破壊されて不明。

壁面化粧
南壁に長さ約15cmの琉球石灰岩が3個並んでいる。北壁はこぶし大の琉球

石灰岩が詰められている。壁面化粧の積み石は崩れている。

造 床 面
地山を削っているが、炉跡付近がやや凹む。床面の約半分は岩盤が

露頭している。

炉 跡
やや東北隅よりに11mxQ.7mの三角形状の焼土。焼土の上及びそ

の周辺には厚さ約 2cmの灰層が堆積していた。

柱 ノ,-,...＼ 竪穴内では検出できなかった。竪穴外で 1本だけ検出。

階 段 なし

出 土 器 A群VII類土器も B群土器も見られるが、 B群が多い。

土 石 器 磨石48235

遺 骨製品 な し

物 貝 製品 な し

食料残滓 貝類なし、魚骨なし、イノシシなし

堆 積 状 況 黒褐色土で、 こぶし大、頭大の石が多く投げ込まれた状況。

- 60-



Tab.32 第59号竪穴住居跡

位 地 区 0-6 (第 4段丘）

置 重 複
48号竪穴住居跡を切っている。上には28号礫床住居跡がのってい

た。

形 状 不規則な方形

構 規 模 南辺長約2.0m、西辺長約1.2m、北辺長約2.4m、東辺長約1gm 

深 さ 約25cm

壁
東側は地山をやや垂直に掘り込んでいる。北側の東半分は岩盤。そ

のほかの壁は48号の堆積層を掘り込んでいる。

壁面化粧 南壁に長さ10~30cmの琉球石灰岩が 5個並べられている。

造 床 面
地山面をやや平坦に削っている。床面の約30%は岩盤が露頭してい

る。

炉 跡 なし

柱 ノヽ＼ 竪穴内に 1本検出。口径約20cm、深さ約10cm。楔石も見られる。

階 段 なし

出 土 器 B群台付土器59161。AVII類が僅かで、B群土器が多い。

土 石 器 なし

遺 骨製品 な し

物 貝 製品 な し

食料残滓 貝類、魚骨なし

堆 積 状 況 黒色土で、こ ぶし大、頭大の石が多く投げ込まれた状況。
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Tab.33 第49号竪穴住居跡

位 地 区 0-5 

置 重 複 上に 3号礫床住居跡。

形 状 方形

構 規 模 東西最大長約1.3m、南北最大長約1.5m。

深 さ 約25cm

壁 地山をほぽ垂直に掘り込んでいる。

壁面化粧 なし

造 床 面
地山を平坦に削っている。床面に長軸50cm、短軸25cmの平坦な砂岩

が 1枚阻かれている。

炉 跡
直径30cmの円形の焼土。焼土の上には約 5cmの灰層が堆積してい

た。

柱 ,...., ノ＼ なし

階 段
南西隅に高さ10cm、幅50cm、奥行き40cmの階段。地山を削って造っ

たもので 1段だけ設けられている。

出 土 器 AVII類 a49086~49088。床面では遺物なし。

土 石 器 両刃磨石lllB49202、磨石。

遺 骨製品 ヘラ状製品（鳥骨） 49269 

物 貝 製品 な し

食料残滓 貝類、魚骨多鼠だが末洗浄

黒色土（第[JI僭）で、石の混入は少ない。土器、陸産マイマイ 、魚骨

堆 栢 状 況 が多い。特にマイマイは賂しく堆積していた。土器が沿れた状態で

2個検出された。
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Tab.34 第50号竪穴住居跡

位 地 区 P-5、 P-6 (第 4段丘）

置 重 複
58号竪穴住居跡を切っている。なお、上には34号礫床住居跡がのつ

ていた。

形 状 長方形

構 規 模 東西最大長約2.0m、南北最大長約2.8m。

深 さ 約40cm

壁
58号内の堆栢層をほぽ垂直に掘り込んで琉球石灰岩を積んでいる。

なお、北壁と南壁は58号の積み石を利用している。

壁面化粧 東壁と西壁は長さ 10~50cmの琉球石灰岩 を 1列に積んでいる。

造 灰
58号の堆栢層をほぽ平坦に削り 、その上に厚さ約 5cmの黄褐色土を

敷いて床面としている。

炉 跡
ほぼ中央に長軸90cm、短軸60cmの楕円形状の焼土。焼土の上及びそ

の周辺には原さ約 4cmの灰層が堆梢していた。

柱 穴
竪穴内の壁に沿って 7本の柱穴が廻っている。口径15~20cm、深さ

10~15cm。

階 段 不明

出 土 器
All類50007、AIV類50034、AVII類 C50083、A群土器と B群土器

が共伴。 BII類 a50117、BIV類 f50157、B群沈線文50172。

土 石 器 敲石II、磨石

遺 骨製 品 骨針50252、イノシシ骨錐50271、イノシシ犬歯有孔製品50296。

物 貝製 品
スイジガイ製利器50331、ヤコウガイ製貝匙50346、50350、他 1点
未製品50354、50355

食料残滓 貝類、魚骨多いが未洗浄、ウミガメ

堆 栢 状 況
黒色土で、こぶし大、頭大の石が多く投げ込まれた状況。土器、陸

産マイマイ 、魚骨などが多く検出された。
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Tab.35 第58号竪穴住居跡

位 地 区 P-5、 p-6 (第 4段丘）

置 重 複
竪穴内に50号竪穴住居跡が造られていた。上には34号礫床住居跡が

のっていた。

形 状 方形

構 規 模 東西最大長約3.3m、南北最大長約3.1m。

深 さ 東壁沿いで約75cm、西壁沿いで約50cm。

壁 地山をやや垂直に掘り込んで、四壁とも琉球石灰岩を積んでいる。

壁面化粧
四壁とも長さ 10~40cmの琉球石灰岩を招んでいる。竪穴が深いので

石は積み重ねられている。

造 床 面 地山を平坦に削っている。所々に岩盤が露頭している。

炉 跡
中央に南北最大長2.2m、東西最大長1.3mの隅丸長方形状に焼土。

焼土の上及びその周辺には厚さ約 3cmの灰層が堆積していた。

竪穴内の壁に沿って 9本の柱穴が廻っている。主に南壁沿いに見ら
柱 穴 れるように積み石に接して掘られている。口径15~20cm、深さ11~

21cm。楔石も見られる。

階 段 束壁外に地山を半円形状に掘り凹めて 1段設けている。

出 土 器 AIV類出土。床面でAVII類と B群土器が共伴。

土 石 器 なし、石製品58385

遺 骨製品 な し

物 貝 製品 マクラガイ製品58383

食料残滓 陸産マイマイが多いが未洗浄

堆 積 状 況
黒色土で、こぶし大、頭大の石が多く投げ込まれた状況。土器、陸

産マイマイ 、魚骨などが多く検出された。
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Fig.25 第57号竪穴住居跡実測図
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Tab.36 第57号竪穴住居跡

位 地 区 M-4 (第 3段丘）

置 重 複 上に52号礫床住居跡。

形 状 方形

構 規 模 南辺長約2.2m、西辺長約2.5m、北辺長約2.5m、東辺長約2.4m。

深 さ 20~25cm 

壁
地山を垂直に掘り込んでいる。岩盤のところは梢み石が見られな

し、゜

壁面化粧
長さ 10~40cmの琉球石灰岩を積んでいる。四壁に廻っている。積み
石内面はきれいに並んでいる。

造 床 面 地山を平坦に仕上げている。床面の約半分は岩盤が露頭している。

炉 跡
南壁寄りに上底約60cm、下底約1.Im、高さ約70cmの台形状の焼

土。焼土の上及びその周辺には厚さ約 2cmの灰層が堆積していた。

柱 ノ,.,..,＼ 
栢み石沿いに 8本の柱穴が廻っている。口径10~15cm、深さ 8~12 
cm。なお、炉跡の東と西に各 1本の柱穴。

階 段
西壁側に高さ 15cm、福70cm、奥行き15cmの琉球石灰岩を並べた階段
が 1段検出された。

出 土 器
A I類57001、A群平底57095、床面でAVfl類と B群土器共伴。 B群
丸底57159

土 石 器 両刃磨製石斧lIIB 57194、敲石II57226、両刃磨製石斧片

遺 骨製品 骨針57255、ジュゴン製骨錐57278

物 貝 製品 ゴホウラ製貝匙57360、サラサバティ製貝輪57378、ホラガイ有孔製
品57362

食料残滓 貝類、魚骨が多いが未洗浄

堆 積 状 況
黒褐色土（第II層）で、こぶし大の石が多く混入していた。土器、

陸産マイマイが多い。
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Tab.37 第60号竪穴住居跡

位 地 区 M-0、N-0 (第 1段丘）

置 重 複 55号礫床住居跡の炉跡に西壁の一部が切られている。

形 状 隅丸長方形

構 規 模 東西最大長約3.6m、南北最大長約2.6m

深 さ
東から西へと傾斜しており 、東壁沿いで約20cm、西壁沿いで約40
cm。

壁
東 ・南 ・西は地山を掘り込んでいるが、北壁は露頭した岩盤を利用

している。

壁面化粧 東壁は長さ20~40cmの琉球石灰岩が栢まれている。

造 床 面
ほとんど岩盤で、東積み石沿いと 、西壁沿いでは地山が床面となっ

ている。

炉 跡
西壁寄りの地山面に1.2mx0.7mのやや方形状の焼土。焼土の上及

びその周辺には、厚さ約 2cmの灰層が堆栢していた。

竪穴の壁沿いに 8本の柱穴が廻っている。口径約20cm、深さ10~25
柱 穴 cm。岩盤が露頭しているので柱穴が掘れる部分が限られ、規格性に

やや欠ける。

階 段 なし

出 土 器
A I類60002、A群平底60092。床面でAVII類と B群土器が共伴。 B
類ヘラ磨きの尖底60158

土 石 器 敲石II、磨石

遺 骨製品
骨針60242、60243、60251、 ジュゴン骨錐60275、60282、60283、
60285、

貝 刃60311、螺蓋貝斧60322、スイジガイ製利器（刃部のみ）

物 貝 製品 60327、ホラガイ系利器60340、60341、サメ歯模造貝製品60366他5
点

食料残滓
貝類、魚骨僅少、イノシシ少紐、イノシシの肋骨に傷痕60306、 ウ

ミガメ

黒色土（第IV層）が最下層で、 こぶし大の石が多く混入していた。

堆 租 状 況
土器、陸産マイマイ、魚骨などが多い。第III層は赤暗褐色土の客土

（地ならし土）で無遺物層。第II層 (55号礫床住居跡の層）がこの

竪穴上まで延びていた。
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Fig.27 第26・29・31・30号竪穴住居跡と第 2号屋外炉跡実測図
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Tab.38 第26号竪穴住居跡

位 地 区 M-6。M-7 (道路下）へ延びている。（第 4段丘）

腐 重 複 不明

形 状 円形状かと思われる。

構 規 模 不明

深 さ 約20cm

壁
地山をやや傾斜を持って掘り込んでいる。北東壁は岩盤が露頭し

ている。

壁面化粧 不明

造 床 面
地山が平坦に削られているが、礫が広がっている所もあり 、全体的

には不明

炉 跡 不明

柱 ,..._, /"¥ 不明

階 段 不明

出 土 器 AVII類と B群土器が検出された。

土 石 器 なし

追、・"' 骨製品 な し

物 貝製品 な し

食料残滓 貝類なし、魚骨僅少、イノシシなし

堆 積 状 況
黒褐色土（第II層）で、こぶし大の石が混入している。遺物は少な

い方である。
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Tab.39 第29号竪穴住居跡

位 地 区 N-6。N -7 (道路下）へ延びている。（第 4段丘）

置 重 複 不明

形 状 方形と考えられる。

構 規 模 東辺長約3.4m、南 ・西 ・北は不明

深 さ 約10~15cm

壁 やや傾斜を持って地山を掘り込んでいる。

壁面化粧 束壁には見られない。南 ・西 ・北は不明

造 床 面 こぶし大の礫が敷かれているように見られるが、全体的に不明

炉 跡 不明

柱 ノ~＼ 不明

階 段 不明

出 土 器 A V類29054、B群土器が主体。

土 石 器 なし

遺 骨製品 なし

物 貝製 品 なし

食料残滓 貝類なし、魚骨僅少、イ ノシシなし

堆 積 状 況
黒褐色土（第II層）で、 こぶし大の石が混入している。遺物は少な

い方である。
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Tab.40 第30号竪穴住居跡

位 地 区 L-5 (第 4段丘）

置 重 複 なし

形 状 楕円形状

構 規 模 長軸約1.2m、短軸約90cm。

深 さ 約10cm

壁 地山をやや垂直に掘り込んでいる。

壁面化粧
こぶし大の石が東 ・南 ・西壁面に並んでいる。しかし内面の積み石

がは っきりしない。

造 床 面 地山をほぽ平坦に削っている。

炉 跡 なし

柱 rノら＼ なし

階 段 なし

出 土 器 AV類30050。AVII類が僅かと B群土器が少益。

土 石 器 なし

遺 骨製品 なし

物 貝製品 なし

食料残滓 貝類なし、魚骨僅少、イノシシ少拉

堆 積 状 況
黒褐色土（第II層）で、こぶし大の石が混入している。遺物は少な

し)゚
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Tab.41 第31号竪穴住居跡

位 地 区 L-6。 L-7 (道路下）へ延びている。（第 4段丘）

置 重 複 不明

形 状 隅丸方形と考えられる。

構 規 模 不明

深 さ 約20cm

壁 地山をやや傾斜を持って掘り込んでいる。

壁面化粧 東壁に 3個の積み石が見られるが、全体的に不明

造 床 面 地山面が検出されたが、全体的には不明

炉 跡 不明

柱 ノ,-,..,＼ 不明

階 段 不明

出 土 器 AV類31062。AVII類と B群土器が共伴。

土 石 器 なし

遺 骨製品 なし

物 貝製品 螺蓋貝斧31318

食料残滓 貝類僅少、魚骨少醤、イノシシ少輩、ジュゴン

堆 積 状 況
黒褐色土（第II層）で、石の混入は少ない。遺物は少ない方であ

る。
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Tab.42 第 1号礫床住居跡

位 地 区 0-5 (第 4段丘）

置 重 複 不明

形 状 楕円形状の礫床に方形状の炉跡が付く形。

構 規 模
南北長径約2.lm、東西長径約1.5mの楕円形状の礫床の西側に南北
径約60cm、東西径約80cmの方形状石囲い炉跡が付く。

床 面
地山を約 5cm掘り凹めてからこぶし大の琉球石灰岩礫を密に敷き詰
めてある。石材片も見られる。西東隅は岩盤が露頭している。

凝灰岩をレンガ状に切ってきて縁石に使用した方形状石囲い炉跡で、
造 炉 跡 南側は保存良好。東 ・西 も一部残存するが、北は欠損。石囲い内は

約 7cmの灰層が堆積し、その下は焼土である。

柱 ノ,..,_,＼ 不明

出 土 器 V類01043。AVII類と B群土器が共伴。

上 石 器 両刃磨製石斧片 2、磨石

遺 骨製品 なし

物 貝製 品 なし

食料残滓 貝類僅少、イノシシ僅少

Tab.43 第3号礫床穴住居跡

位 地 区 0-5。一部0-6に延びている。 （第4段丘）

Pr¥ 叫 重 複 礫床の下に49号竪穴住居跡。

形 状 やや円形状

構 規 模 南北長径約3.7m、東西長径約 4m

地山面を約 5cm掘り凹めてから、こぶし大の琉球石灰岩礫が敷き詰
床 面 められている。石材片も混入している。西端は一部岩盤が露頭して

いる

造 炉 跡
東側に長径約1.5m、短径約 1mの楕円形状の焼土。焼土の上及び
その周辺には厚さ約 5cmの灰層が堆栢していた。

礫床内に 4本の柱穴検出。 口径約15~35cm、深さは21・24・25・27
柱 rノら＼ cm。しつ かりした楔石が打ち込まれており、一見して柱穴と解か

る。

出 土 器 IV類03035。AVII類と B群土器が共（半。

土 石 器 両刃磨製石斧IIIB 03203、両刃磨製石斧IIIB・IV、石皿片

遺 骨製 品 イノシシの犬歯有孔製品03295

物 貝 製品 夜光貝製貝匙03351、螺蓋貝斧03323

食料残滓 貝類、魚骨少虻、イノシシ僅少、ウミガメ、ジュゴン
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Fig.30 第 6号礫床住居跡実測図
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Tab.44 第6号礫床住居跡

位 地 区 N-5。一部0-5まで延びている。（第 4段丘）

置 重 複 礫床の下に45・46・47号竪穴住居跡。

形 状 隅丸長方形

構 規 模 東辺長約5.2m、南辺長約3.lm、西辺長約5.0m、北辺長約2.3m。

地山を約 5cm掘 り凹 めてから 、こぶし大の琉球石灰岩礫 を敷き詰

床 面 めているが、南側は密でない。石材片がかなり混入している。北西
隅は岩盤が露頭している。

造 炉 跡
やや北側寄りに長径約70cm、短径約50cmの楕円形状の焼土。焼土の
上及びその周辺に厚さ約 3cmの灰層が堆積 していた。

柱 r-, J"¥ 不明

出 土 器
All類06005、AIV類06029・06030、AV類06052、AVII類d06085、BI類
d06lll。A群土器が目立つ遺構である。

土 石 器 磨石

遺 骨製品 なし

物 貝 製品 夜光貝製容器06347、06348、ゴホウラ製貝輪06376

食料残滓 陸産マイマイを中心に多くみられる。イノシシ少誠、ウミガメ、イヌ

Tab.45 第10号礫床住居跡

位 地 区
L-5、M-5、僅かに L-4、M-4に延びている。 （第 4段
丘）

筐 重 複 礫床の下は未発掘のため不明

形 状 隅丸長方形

構 規 模 東辺長約5.5m、南辺長約2.0m、西辺長約5.0m、北辺長約2.6m

地山を約 6cm掘り凹めて、 こぶし大の琉球石灰岩礫を敷き詰めてい
床 面 る。石材片も混入している。礫床面に岩盤が露頭している所が数 ヵ

所。東辺は岩盤露頭。

造 炉 跡
東側に直径約80cmの円形状焼土。焼土の上及びその周辺には厚さ約
1 cmの灰層が堆積していた。

柱 r'ノ＼→ 
礫床の南外に口径約30cm、深さ約17cmの柱穴、穴の中には楔石が廻
つている。

出 土 器
AIV類10031・10032。A群土器と B群土器が共伴しているが、A群
土器が目立つ。

土 石 器 両刃磨製石斧IV10210、両刃磨製石斧IIIB 

遺 骨製 品 イノシシ歯製品10294、 クジラ骨有孔製品10301

物 貝 製品 なし

食料残滓 貝類、魚骨僅少、イノシシ僅少、ウミガメ。
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Fig.32 第24号礫床住居跡実測図

- 84-



z~ 

ジ

l
 

一一

•• r!-;-.·.•••••••••••••· •1:,;-:,,-.-,-.-. ,., ·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.·.~~ ・;,:-:-:-忘·:·:·:·:·:·:·:·:·:•.. -.-.・.-.-. ...................................................... ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

Fig.33 第27号礫床住居跡実測図
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Tab.46 第24号礫床住居跡

位 地 区 M-6 (第 4段丘）

骰 重 複 北辺の東半分は25号竪穴住居跡の上にのっている。

形 状 長方形

構 規 模 東辺長約2.4m、南辺長約4.8m、西辺長約2.4m、北辺長約47m。

地山を約 5cm掘 り凹めて、 こぶし大の琉球石灰岩礫を密に敷き詰め

床 面 ている。石材片も混入している。礫床面に数ヵ所岩盤が露頭してい
る。

造 炉 跡
南側に直径約40cmの円形状の焼土。焼土の上及び周辺には厚さ約 2
cmの灰層が堆梢していた。

仕 穴 不明

出 土 器
AIV類24039、AVl24074。B群土器が主体であるが、A群土器もや
や多い。

上 石 器
小型扁平利器24177、両刃磨製 石 斧llIA 24191、両刃磨製石斧IV
24212、敲石II24230、両刃磨製石斧片

迫 背製品 長管骨製品24298。

物 貝 製品 なし

食料残滓 貝類、魚骨僅少、イノシシ僅少、ウミガメ。

Tab.47 第27号礫床住居跡

位 地 区 N-6 (第 4段丘）

-l且 重 複 礫床の下に43・44号竪穴住居跡。

形 状 隅丸長方形状で炉跡部分が西へ張 り出す。

構 規 模
東辺長約1.7m、南辺長約4.lm、西辺長約2.8m、北辺長約4.6mの
隅丸長方形。 礫床の西側に約l.Omx約1.3mの方形状炉跡

地山を約 5cm掘り凹めてから、 こぶし大の琉球石灰岩礫を敷き詰め
床 面 ている。石材片 も混入している。東北隅と北西隅は岩盤が露頭して

いる

造 炉 跡
東 ・南 ・西の三辺は石組みで、石組内は焼土。焼土の上には約 2cm 
の灰層が堆栢していた。

柱 rノら＼ 礫床外に11本の柱穴が廻っている。柱穴は口径約20cm、深さ 12cm~
20cm。楔石のあるのは見えない。

出 土 器 AVII類 C27084。 B群土器が主体であるが、A群土器も目立つ。

土 石 器 両刃磨製石斧IllB 27199、両刃磨製石斧IV27207

遺 骨製品 ジュゴン骨錐27274。

物 貝 製品 なし

食料残滓 貝類、魚骨僅少、イノシシ僅少、ウミガメ、 鳥骨、 ジュゴン。
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Tab.48 第28号礫床住居跡

位 地 区 0-6、僅かに:'¥-6に延びる。（第 4段丘）

苧皿 重 複 礫床の下に48・49号竪穴住居跡。

形 状 南東ラインを下底、北西ラインを上底とする台形状。

構 規 模 下底長約3.7m、上底長約1.sm、高さ約 3m

地山面を約 5cm掘り凹めてから、こぶし大の琉球石灰岩礫を敷き詰
床 面 めているが、西半分は密で、東半分はまばら。石材片も混入してい

る。南側は岩盤が露頭している。

やや北側寄りに長径約1.5m、短径約 1mのやや楕円形状の焼土が
造 炉 跡 あり 、焼土の上及びその周辺には厚さ約 5cmの灰層が堆積してい

t-・ o 

柱 ノrら＼ 不明

出 上 器
AV! 類28070、AVII類 C28081 • 28082、A群尖底28096、A群土器と
B群土器がやや半々。

土 石 器 両刃磨製石斧II28187 

遺 骨製品 ジュゴン骨錐28281

物 貝 製品 貝刃28314、スイジガイ製品28332、ホラガイ有孔製品28339

食料残滓
陸産マイマイが多くみられる。魚骨少虻、イノシシ僅少、リクガメ、
ウミガメ、ジュゴン、イヌ

Tab.49 第33号礫床住居跡

位 地 区 P-6、一部0-6に延びている。（第4段丘）

骰 重 複 礫床面下は未発掘であり 、下に竪穴が存在するか不明

形 状 南北に細長い長方形

構 規 模 南辺長約26m、東辺長約4.8m、西辺長約5.2m、北辺長約2.5m

地山面を約 5cm掘り凹めてから、こぶし大の琉球石灰岩礫を敷き詰
床 面 めているが、 5ヵ所に岩盤が露頭している。石材片も混入してい

る。

造 炉 跡
南西隅に三角形状に広がっている。焼土の上及び周辺には、厚さ約
2 cmの灰層が堆積していた。

柱 ノ’＼ 
礫床外の東と南に各 1本。東のは口径20cm、深さ25cm。南のは口径
20cm、深さ28cm、楔石が廻っている。

出 土 器 AVII類が僅かと B群土器が少紐

土 石 器 なし

遺 骨製品 なし

物 貝製品 なし

食料残滓 貝類、魚骨なし、ウミガメ、イノジシなし
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Tab.50 第34号礫床住居跡

位 地 区 P-5、P-6に広がる。（第 4段丘）

薗 重 複 礫床の下に50・58竪穴住居跡あり。

形 状 南北に長い楕円形状

構 規 模 南北長径約 7m、東西長径約3.5m

地山面を約 5cm掘 り凹めてから、こぶし大の琉球石灰岩礫を敷き詰

床 面 めているが、東側は密でない。石材片もかなり見られる。岩盤が 4
ヵ所露頭。北東隅は岩盤。中央部に土器集中。

造 炉 跡
南端部に30~60cmの楕円形状の焼土面が 5つ並んで検出。焼土の上
及びその周辺には厚さ約 3cmの灰層が堆積していた。

柱 ノ,-'-＼ 
礫床外に 3つの柱穴検出。北と東の柱穴は口径約20cm、深さ約25
cm、楔石が廻っている。

AVII類 b34079・34080、Bill類 a34119~34122、Bill類 b34123 B 
出 土 器 IV類 a34135~34139、BIV類 b34140~34142、BIV類 C34143、B

IV委員a34144~34146。

土 石 器 両刃磨製石斧IIIB 34200、両刃磨製石斧片 2、磨石

遺 骨製 品
骨針34258、ジュゴン製ヘラ状製品34286、イノシシ犬歯製品
34293。

物 貝 製 品
スイジガイ製利器34328、ホラガイ有孔製品34364、ホラガイ系利器
34342、ヤコウガイの貝匙34353他 l点、未製品34356。

食料残滓
陸産マイマイが多くみられる。魚骨少紺、イノシシ少批、ウミガメ、

ジュゴン。

Tab.51 第52号礫床住居跡

位 地 区 M-4 (第 3段丘）

置 重 複 51号礫床遺構の上にのっている。下に57号竪穴住居跡。

形 状 やや隅丸長方形状で炉跡部分が突き出る。

構 規 模 東西最大長約3.5m、南北最大長5.5m。

床 面
こぶし大の琉球石灰岩礫を敷き詰めている。石材片も多く混入して
いる。

、坦牛 炉 跡
南側に突き出た部分に長径1.2mの円形状の焼土。焼±の上及びそ
の周辺には厚さ約 2cmの灰層が堆栢していた。

柱 ,.,.. ノ＼ 東側礫床外に口径約20cm、深さ約20cmの柱穴が 1本。あとは不明。

出 土 器
AIV類52026、AV類52063。A群土器と B群土器が共伴している
が、A群土器が目立つ。

土 石 器 両刃磨製石斧IIIA52188、磨石

遺 骨製 品 イノシシの尺骨加工品52288、ジュゴンの未製品52302。

物 貝製 品 ホラガイ系利器52343、貝刃52309、スイジガイ製利器52329。

食料残滓 貝類、魚骨少虻、イノシシ僅少、ウミガメ 1点。
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Tab.52 第55号礫床住居跡

位 地 区 :¥11-0 (第 1段丘）

置 重 複 炉跡部分が60号竪穴住居跡を切っている。

形 状 長方形状

構 規 模
東西最大長約2.7m、南北最大長約4.lm。炉跡が東北隅に突出して
いる。

床 面
客士（赤褐色土）の上に こぶし大の琉球石灰岩礫を敷き詰めてい
る。西側は岩盤が露頭している。

南辺長約0.gm、西辺長約1.1111、北辺長約l.Om、東辺長約1.1mの

造 炉 跡
方形。凝灰岩を幅約20cm、高さ約10cmのレンガ状に切って並べてい
る石囲い炉跡。炉内は約15cmの灰階が堆栢しており 、その下は焼
土。

柱 ノ,_...＼ 不明

出 土 器
AV類55049、AVI類55072。B群土器が主体であるが、A群土器も
多い。 B群台付土器55160

土． 石 器 片刃磨製石斧、磨石

遺 骨製品
骨針55247、55250、55262、55263、 ジュゴン製骨錐55277、イノシ
シ尺骨製品55287。

物 貝 製品 貝刃55310、55312、その他 1点。

食料残滓 ウミガメ 、 ジュゴン、イ ルカ類。

Tab.53 第56号礫床住居跡

位 地 区
M- 2 、 N -2 、 M - l•N - 1 にも一部延びている。（第 2 段
丘）

置 重 複 なし

形 状 やや円形状

構 規 模 東西最大長約7.5m、南北最大長約7.0m

地山を約 5cm掘り凹めてから、こぶし大の琉球石灰岩礫を敷き詰めて
床 面 いる。石材片も多く混入している。西 ・東 ・南半分は岩盤が露頭し

ている。

造 炉 跡
南西端に長径約21m、短径約50cmの長楕円形状に焼土。焼土の上
及びその周囲には、厚さ約 1cmの灰層が堆積 していた。

柱 ,-,... ノ＼ 礫床の縁沿いに15本の柱穴が廻り 、中央附近にも 4本見られる。ロ
径15~40cm、深さ15~30cm。 8本には楔石が見られた。

出 土 器
A I類56003、AIll類56019、AIV類56041、AVII類 e56089、A群平
底56094、BIii類 b56125、BIV類 f56155。 B群土器が主体である
が、A群土器も多い。

土 石 器 両刃磨製石斧IIIA 56192、IIIB 56198、両刃磨製石斧VI56215、両刃
磨製石斧片 2

遺 骨 製 品
魚 骨 針56241、骨針56254、56256、56257、56259、ヘラ状製品
56267。

物 貝 製品 スイジガイ 製品56336、夜光貝製匙56357、 リスガイ 製品。

食 料残 滓 貝類、魚骨がみられる。イノシシ少虻、ウミガメ。
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Fig.40 第2段丘と第 3段丘の問の土留め石和みの平面 ・断面図と第53号礫床遺構

- 96-



第N章遺

第 1節土

物

器

大足に検出されたが、口縁部だけを分類して Tab.54に示した。口縁部破片だけで8,007個あ

り、これを大きく 二群に分類し、さらに各群の中で細分類した。

1 A 群土器

厚手で焼成不良で脆弱な暗褐色及び褐色土器。素地はやや荒く 、石英などの砂粒が混和され

ているのと 、珊瑚 ・石灰岩などの荒細片が混和されているのがあるが、後者がやや多い。器形

は深鉢形が多く 、僅かに壺形が見られる。器面は剥離しているのが多く 、器面調整痕が残って

いるのは少ない。

(1) 第 I類 (Fig.41の57001~56003)

萩堂式土器である。僅かに 5点検出された。 5点とも山形口縁で、素地に石英などの砂粒が

多く混和されている。焼成不良で脆弱な深鉢形土器である。57001は口縁部に 2組の二叉連点

文が廻り 、頸部に二叉による鋸歯文が描かれている。 60002・56003はいずれも二叉沈線が見ら

れる。

(2) 第II類 (Fig.41の18004~18012) 

二叉列点文が描かれている土器で、口縁部が三角形状に肥厚する。素地には石英などの砂粒

が多く混和されており 、ザラザラしている。器面調整痕は見られない。 18004は口径約8.3cmの

壺形土器と考えられる。口縁部に二叉沈線が廻り、頸部には縦の二叉列点が描かれている。

06005は口縁部に縦と横の二叉列点が描かれている。縦の二叉列点が二組並んで描かれてお

り、横位に廻る二叉列点を区画する文様になると考えられる。 08006・50007は口縁及び頸部に

二叉列点が描かれているタイプで、 21008~18012は口縁だけに描かれているタイプである。

(3) 第III類 (Fig.41の41013~23018、 Fig.42の56019~25024)

縦長方形状肥厚口縁で、 5 ~8 mm幅の箆で横捺刻文が描かれている土器。口唇部は平坦に仕

上げられている。素地に石英などの砂粒を混和しているものと、珊瑚 ・石灰岩などの荒細片を

混和しているものが見られるが、いずれも厚手で脆弱な土器である。横捺刻文は口縁外面と口

縁直下に描かれているのが多いが、口唇部に描かれているのも見られる。器形は深鉢形と考え

られる。
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41013は口径約12cmで、口縁及び口縁直下に福広の横捺刻文が描かれている。口縁の横捺刻

文は押引手法で描かれているので横捺刻文が連続している。内面には貝殻条痕が横走してい

る。素地には珊瑚 ・石灰岩などの荒細片が多址に混和されている。 18016は口径約12.8cmの壺

形に近い小型の深鉢形土器である。頸部でくの字状に折れ、胴部がやや脹む器形である。口縁

と口縁直下に横捺刻文が描かれている。器面調整痕は残っていない。珊瑚 • 石灰岩などの荒細

片が多虻に混和されている。 25024は口縁と口唇に横捺刻文が描かれている。口縁の横捺刻文

は押引き手法で描かれ、文様が連続している。素地には石英などの砂粒が混和されている。

(4) 第IV類 '.Fig.42の18025~03035、Fig.43の08036~11042) 

横長方形状肥厚口縁土器で、 3~5mm幅の箆で横捺刻文が描かれている。 III類と区別しにく

いのもあるが、基本的には逆L字状に横に延びる肥厚口縁である。口唇部は平坦に仕上げられ

ている。素地、焼成、 器形等はIII類とほとんど同じである。文様は口縁外面に横捺刻文を廻ら

すのが基本文様であるが、横捺刻文のほかに斜沈線が登場する。 18025~03035までは横捺刻文

だけで、08036~11042は横捺刻文と斜沈線が組み合わされた文様が描かれている。

18025は口径約15.6cmの深鉢形土器である。外面はヘラ削りの器面調整でやや滑らかにさ

れ、内面には貝殻条痕が見られる。 に1縁外面には押弓l手法による深い横捺刻文が施文されてい

る。素地には珊瑚 ・石灰岩などの荒細片が多く混和されている。 18027~06029は口縁と口縁直

下に横捺刻文を廻らすもので、 06030~32033は口唇にも施文されるものである。 32033は刺突

の状態で止まって横捺へ移行していない。 50034は縦位の横捺刻文が加わるタイプである。

08036は口径約25.5cmの深鉢形土器である。口縁部は若干外反するが、胴部の張りのない器

形である。口縁には横捺刻文、頸部には細沈線による綾杉状文が施文されている。素地には珊

瑚• 石灰岩などの荒細片が多鉱に混和されている。内面には貝殻条痕が僅かに残っているが、

外面は混和材が脱落してアバタ状を呈しており 、調整痕は残っていない。 13037~18040は口縁

部に横捺刻文、頸部に斜沈線を施文したものである。 56041~11042の頸部には鋸歯文を 2つ組

み合わせて網目文を表現している。

(5) 第V類 (Fig.43の01043~40048、 Fig.44、 Fig.45の08065~54069)

口縁部が三角形状に肥厚する土器で、文様は横捺刻文だけのと、横捺刻文と沈線文の組み合

わせで表現されているものがある。素地はIII・IV類と 同じで、石英などの砂粒が混和されてい

るのと、珊瑚・石灰岩などき荒細片が混和されているのが見られるが、後者が多い。

01043~40048は口縁と口縁直下に横捺刻文が施文されている。いずれも深鉢形土器と考えら

れる。 55049~15053は口縁だけに横捺刻文が施文されている。 29054~12058は横捺刻文が押引

手法で描かれ、文様が連続している。やや薄手で、山形口縁を示す土器と考えられる。

29054は口径約11.5cmで、山形が 4つ付く壺形土器と考えられる。山形は瘤状に粘土を貼付
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Tab. 54 土 器 （ 口 縁 部 ） 出 土 一 屁

逍: A 群 土 器 B 群土器

計
VII 

I JI [II IV V VI I II m N 
a b C 

1号 II 6 2 I 1 2 ， 13 34 

2号 II I 5 1 3 10 

3号 II 3 7 6 8 2 7 33 

4号

＂ 
2 l 3 2 8 

5号 II 1 l 7 3 5 ， 26 
6号 ]] 1 2 4 1 1 7 5 l 23 17 21 83 

7号 IT 2 1 4 2 18 22 1 20 70 

// ”ぽ而） 1 1 2 4 

8号 II 1 3 4 7 4 ， 2 7 10 3 28 78 

,, ”ぽ面） I I 

9号 II 1 I 3 3 I 4 13 

10号 JI 4 3 1 6 I 4 3 3 15 40 

1J号 IV 1 4 2 6 5 6 2 40 38 3 31 138 

II ”昧面） 3 1 4 

12号 II 2 3 2 5 2 24 1 34 49 12 108 242 

// ”昧面） I 2 2 2 10 1 2 20 

13号 II 2 I 3 3 8 12 3 35 18 7 85 177 

,, ”（床面） 2 3 3 8 16 

14号 ill 1 1 4 I 11 7 4 46 75 

／ノ ” 戸 1 4 5 

15号 II 1 2 1 1 5 2 4 2 11 5 3 37 

,, 
”疇 1 2 2 5 

16号 II 2 4 3 1 15 25 

17号 II 3 ］ 4 
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ご
A 群 土 器 B 群土器

計
vn 

II I II III IV V VI I 皿 IV 
a b C 

18号 II 1 6 10 11 3 32 65 23 252 214 23 693 1.333 

II ”昧面） ， 7 5 4 27 52 

19号 II 1 5 4 5 15 

II ”ぽ面） 1 1 2 5 6 I 16 

20号

＂ 
1 2 1 3 1 8 27 2 47 92 

II ,, (Q) 4 1 16 21 

21号 .IT 2 1 2 8 3 1 16 21 6 87 147 

" ”ぽ面） 2 3 4 ， 
22号 II 1 3 10 19 19 4 109 165 

II ”ほ面） 1 5 6 

23号 II 3 3 1 14 22 10 60 55 6 290 464 

// ”味而） 3 1 8 4 13 29 

24号 II l 1 I 5 7 3 23 19 1 42 103 

25号 II 1 1 4 6 4 23 22 91 152 

II ”昧面） l 10 11 

26号 11 6 10 16 

27号 II 1 1 2 1 8 6 30 26 2 45 122 

28号 11 2 1 I 3 6 3 4 2 18 40 

29号 II 1 2 4 2 ， 
30号 JI 1 1 1 1 4 2 1 21 32 

31号 II 2 2 5 10 4 51 74 

32号 m 1 3 14 19 15 1 28 81 

II IV 1 4 13 4 ， 31 
II vぽ面） 5 1 、；；9 13 22 
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~ 
A 群 土 器 B 群土器

計
VII 

I JI III IV V VI I [I ill IV 
a b C 

33号 II I 1 3 3 14 22 

34号 II 1 1 l 2 l 2 8 20 34 2 129 201 

35号 ill 10 22 13 42 26 71 184 

’’ ”ぽ面） 1 2 15 8 39 65 

36号 川 1 5 18 2 33 34 1 28 122 

II ”ぽ面） 4 I 5 2 14 26 

37号 皿 ， 2 13 8 47 7Y 

II ”ぽ面） 2 2 4 8 

38号 VII 2 2 

II ”ぽ面） 1 1 I 3 1 6 8 10 31 

39号 Vl 1 1 3 7 16 26 54 

40号 V 3 4 22 38 7 60 46 4 117 301 

,, ”ぽ面） 3 4 1 4 8 3 23 
I 

41号 Ill 1 l 

／／ ”昧面） I 1 1 3 

42号 m I 1 2 

II ”昧面） 1 3 5 2 5 10 26 

43号 Ill 3 5 8 

" ”味面） 3 2 5 

44号 III 4 10 4 11 7 33 69 

II ”味面） 1 1 2 

45号 Ill 1 ， 6 14 6 36 

,, ,, (JS栢百） 1 1 2 2 6 

46号 III 1 2 1 1 8 10 5 28 

II ” 疇 1 1 1 1 4 
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~ 
A 群 土 器 B 群土器

計

lJ III 
VII 

I IV V VI I II 皿 IV 
a b C 

47号 m 3 I 4 2 28 26 54 118 

,, 
II 昧 面） 3 7 10 

48号 Ill 1 1 1 2 26 31 

49号 ill 1 l 4 1 1 3 11 

50号 lll 1 2 1 1 4 I 14 38 3 50 115 

51号 II 1 2 6 5 29 43 

52号 Il 1 4 3 2 2 3 1 4 15 35 

53号 [l 2 2 2 8 2 4 34 54 

54号 Il 2 1 3 6 

55号 [I 2 3 2 ， 14 2 32 24 5 77 170 

56号 II. 1 4 5 3 1 ， 30 11 53 28 5 201 351 

57号 Ill 1 1 1 1 1 4 1 16 26 

II ”ほ面） 1 1 8 10 

58 VI 1 2 3 4 10 

II ”昧 面） 3 4 7 

59 m昧面） 1 3 5 3 12 

60 N 1 1 1 4 4 21 12 8 1 80 133 

II N (j;, 声） 1 2 1 2 3 ， 
61 II 1 1 1 2 1 1 7 1 15 

P-4 [I 1 1 3 1 32 10 1 49 

P-10 Il・JJl 2 4 10 16 49 11 132 131 42 897 1.294 

合計 5 12 38 74 113 18 250 531 168 1.255 1.209 187 4,147 8,007 
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したものである。素地には珊瑚 ・石灰岩などの細片が多誠に混和されている。 12058は口径約

10cmで、二つ一組の山形が 4つ付く壺形土器と考えられる。山形は口縁に瘤状の粘土を貼付し

て表現したものである。素地には石英などの砂粒が混和されている。

25059~54069ぱ沈線文の登場するタイプである。 25059~08064は口縁に横捺刻文、頸部に沈

線文が施文されている。 25059は口径約13cmの深鉢形土器と考えられる。頸部は縦位と 横位の

横捺刻文で区画し、その中に斜沈線を描いたものである。横捺刻文は先端の丸い箆を使い、押

引手法で描かれている。素地には珊瑚 ・石灰岩などの荒細片が混和されている。 15061は口縁

と口縁直下に横捺刻文、頸部に複数沈線による鋸歯文が施文されている。文様はシャープで、

器面調整もよく滑らかである。素地には石英などの砂粒のほかに雲母が見られる。 31062~

08064も頸部に数本の沈線による鋸歯文が施文されているが、沈線がやや幅広の施文具で描か

れている。

08065は口径14cm、胴径21cm、高さ約30cmの壺形土器である。口縁部には斜沈線が廻り 、頸

部には 3列の逆方向の斜沈線を廻らして綾杉状の文様を表現している。綾杉文の下には 2列の

横捺刻文が廻っている。素地には珊瑚• 石灰岩などの荒細片が多凪に混和されている。器面調

整痕は残っていない。 08066・08067は08065とほぽ同じタイプの壺形土器と考えられる。幅約

2 mmの幅広沈線で口縁部に斜沈線、頸部に綾杉文を廻らしている。綾杉文の下には 1列の短沈

線が描かれ、 08067にはさらにその下に縦の沈線が見られる。素地も 08065と同じである。

54069は頸部に縦の貼付凸帯がある土器で、凸帯上とその両横に横捺刻文が描かれている。頸

部は数（固の縦の貼付凸帯で区画され、凸帯と凸帯間は横捺刻文と斜沈線で埋められているもの

と考えられる。

(6)第VI類 (Fig.45の28070~13075)

口縁部が丸く肥厚する土器で、文様は横捺刻文が描かれている。 28070は口径8cmの壺形土

器と考えられる。頸部に横捺刻文が施文されている。珊瑚 ・石灰岩などの荒細片が混和さてい

る。 11071~ 13075は深鉢形土器と考えられる。 11071は頸部に 3列の横捺刻文が廻っている土

器で、大山式土器に近い。素地には石英などの砂粒が混和されている。50074は口径10cm、

胴径12cm。口縁と頸部に横捺刻文が施文されている。頸部の横捺刻文は押引手法で文様が連続

している。器面調整痕は外面には見られないが、13075は内面に貝殻条痕が横走している。

(7) 第VII類 (Fig.46、 Fig.47の56089、12090)

A群土器の中で、無文土器を第VII類土器とした。この土器を口縁部の形態によってつぎのよ

うに a~eに細分した。なお、集計表では a、 b→ a、 C • d→ b、 e→ C となっている。

a 縦長方形肥厚口縁 (Fig.46の14076、13077)

いわゆるカヤウチバンタ式口縁の土器である。 14076は口径21.5cmの深鉢土器である。肥厚
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部は粘土帯を貼付したもので、有段部分が不整形のままになっている。素地には石英などの砂

粒が混和されている。器面調整痕は外面には見えないが、内面には貝殻条痕が横走している。

13077は口径約22cmの深鉢形上器で、有段部分が丁寧に仕上げられている。石英などの砂粒が

多址に混和されている。

b 横長方形肥厚口縁 (Fig.46の45078・34079)

口縁部が逆L字状に肥厚するもので、口唇部は平坦に仕上げられている。 45078は口径24cm

の深鉢形土器で、胴部が僅かに張る。口縁直下に直径 7mmの孔が穿かれている。孔の大きさか

ら補修孔とは考えられないので、口縁直下に何個が廻っているものと考えられる。素地には珊

瑚 ・石灰岩などの荒細片が多辿に混和されている。 34079は口径15.8cmの小型の深鉢形土器で

ある。内外面とも凹凸が多く器面調整は悪い。素地には珊瑚 ・石灰岩などの荒細片のほかに雲

母が見られる。

c 三角状肥厚口縁 (Fig.46の34080~27084)

いわゆる字佐浜式口縁の土器である。 34080は口径21cmの深鉢形土器で、有段部の稜が明瞭

である。素地には珊瑚、石灰岩などの荒細片が多拡に混和されている。 28081は口径18cmで口

が開く深鉢形土器である。珊瑚 • 石灰岩などの荒細片が多拭に混和されている。

28082~27084は山形口縁土器で、いずれも石英などの砂粒が多拡に混和されている。 28082

は口径28.5cmで口唇部に山形が貼付されている。 50083は口縁外面から□唇まで粘土を貼付し

て大きな山形を表現している。 27084は口縁外面と口唇上まで小さな山形が貼付されている。

d 丸形状肥厚口縁 (Fig.46の06085~49088)

口縁部が丸形に肥厚するタイプで、 Cタイプの肥厚に近い。 06085は口径10cmの小型深鉢形

土器である。頸部がしまり 、胴部が張る器形で、壺形に近い。内面には貝殻条痕が横走してい

る。素地には石英などの砂粒が多く混和されている。 49086~49088は最大径が口縁にある同タ

イプの深鉢形土器で、 49号竪穴からの一括追物である。素地には珊瑚 ・石灰岩などの荒細片が

多足に混和されている。 49086は口径22.8cm。49087・49088は復元した資料である。底部は欠

損しているが、素地や焼成等から小型の平底と考えられる。 49087は口径22.3cm、同径20cm、

高さ約20cm。49088は口径22.2cm、同径21.4cm、高さ約25cm。いずれも器面調整痕は剥離して

残っていない。

e 無肥厚口縁 (Fig.47の56089・12090)

口縁部が肥厚しない土器である。 A群土器は肥厚口縁が多く、このタイプは非常に少ない

56089は口径約2~mの深鉢形土器である。素地には珊瑚 · 石灰岩などの荒細片が多拡に混和され

ている。 12090は口径 3~ 4 cmのミニチュア土器の破片と考えられる。珊瑚 ・石灰岩などの荒

細片が多虻に混和されている。
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(8) 把 手 (Fig.47のB091)

小型の横長把手が 1点検出された。平面で見ると長軸 4~ 5cm短軸 1cmの楕円形で、断面で

見ると高さ 7mmの三角形を呈している。素地には石英などの砂粒が多誠に混和されている。

(9) 底 部 (Fig.47の40092~18097) 

平底が50点、尖底が 3(固検出された。検出された平底はすべてA群土器であるが、 A群土器

には尖底も僅かに見られる。 40092は底径 5cmで、 60093は底径3.5cmである。底径が 5cm前後

のが多い。 56094・57095は上げ底状の平底である。 40092~57095とも素地には珊瑚 ・石灰岩な

どの荒細片が多批に混和されている。

28096 • 18097は尖底である。 18097は器壁が薄いことから小型の深鉢か壺の底部と考えられ

る。素地には石英などの砂粒が多址に混和されている。

(10) その他の土器 (Fig.47の07098~08100)

07098・07099はみみずばれ文のあるいわゆる喜念 I式土器と考えられる。 07098は三角状に

肥厚する口縁で、頸部に不規則な斜沈線が描かれ、頸部直下に細隆線文と刺突文が組み合わさ

れるいわゆるみみずばれ文が見られる。 07099は横位のみみずばれ文 2本と縦位のみみずばれ

文 1本があり、その中を斜沈線で埋めている。 07098・07099とも素地に長石 ・雲母などの鉱物

が多址に混和されており 、手で触れるだけで鉱物が脱落する。同一｛固体の破片と考えられる。

18100は特殊土器である。片口状に面取りされた口縁で、おそらく楕円形状の口縁をもつ土

器と考えてられる。楕円形の長軸両端が面取りされて縦稜をもつものと考えられる。口縁外面

には横位の横捺刻文が 2~3列描かれ、口唇部にも 1列描かれている。また、縦稜には縦位の

横捺刻文が描かれている。
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Fig.47 (PL.36) A群土器第VII類e (56089、12090) 把手 (B091) 底部 (40092~18097) 

喜念 I式 (07098、08099) 特殊土器 (08100)
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2 B 群土器

出土土器の約82%はこの B群土器であり 、本遺跡を代表する土器である。このB群土器は薄

手で焼成良好な赤褐色土器及び黄褐色土器である。素地は微粒子で、珊瑚 ・貝殻などの白色微

細片が混和されているのも見られるが、多 くは混和材が見られない。珊瑚 ・貝殻などの臼色細

片はA群土器に比して細かく址も少ない。器形は口縁部は外反し、頸部で締り、胴部が張る尖

底深鉢形土器が主体で、壺形土器や浅鉢形土器が僅かに共伴している。文様は細沈線文、横捺

刻文等が僅かに見られるが、殆どは無文である。器面調整は外面にはヘラ削りやヘラ磨き（磨

研）があり、内面には貝殻条痕が見られる。しかし、土壌（酸性で硬い土壌）の閾係で器面が

剥離し、調整痕の残っていないのが多い。ヘラ磨き痕の残っている胴部破片は452片である。

口縁部を肥厚させる器形は、A群土器の手法が存続している部分だと考えられるので、口縁

部の形態により、つぎの 4類に分け、各類をさらに細分した。

(1) 第 I類

口縁が三角状に肥厚する、いわゆる宇佐浜式口縁である。この I類はA群土器の宇佐浜式口

縁 (AVII類 b)と比べてあまりくずれていない。深鉢形土器の器形は胴部の張りが弱く、 A群

上器と B群IV類土器の中問的様相を呈している。深鉢形土器のほかに壺形土器が共伴してい

る。この I類土器を器形により a~dに細分した。

a 平口縁の深鉢形土器 (Fig.48の32101~36106、 Fig.49の15116)

口縁部は外反し、頸部が締るが、胴部の張りがやや弱い。口径は17~25cm。

b 山形口縁の深鉢形土器 (Fig.48の18107~32109)

ロ唇部に 2つ 1組の山形が 4組ぐらい付くものと考えられる。これは九朴I縄文晩期の土器に
（注 I)

見られるリボン状突起の系統と考えられる。リボン状突起には 1つの山形を V字状に扶って

2つの山形（リボン状）に表現したのも見られる。

C 山形口縁の壺形土器 (Fig.48の46110)

口唇部に 2つの山形（リボン状）突起が 2~3組付くものと考えられる壺形土器。

d 平口縁の壺形土器 (Fig.48の06111~47115)

口径 9cm前後の壺形土器。 47115で見ると胴部がかなり脹らむタイプである。口縁部から頸

部に縦位の隆線文が貼付されそのが見られるが、喜念 I式土器の系統と考えられる。

(2) 第II類

口縁部縦長方形状に肥厚する、いわゆるカヤウチバンタ式口縁である。このカヤウチバンタ式

ロ縁はA群土器のカヤウチバンタ式口縁 (AVII類 a)に比べてかなりくずれており 、つぎのIII

類土器へと変化していくと考えられる。よって、 くずれていない宇佐浜式口縁を I類とし、 く
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ずれたカヤウチバンタ式口縁をII類とした。器形は深鉢形土器で、これを a、bに細分した。

a 口径が胴径より小さい深鉢形土器 (Fig.49の50117)

b 口径が胴径より大きい深鉢形土器 (Fig.49の18118)

(3) 第III類

II類土器のくずれたものと考えられる。口縁部を輪栢みするときに、継ぎ目の粘土を少し盛り

上げて有段にしたり、継ぎ目を調整しないで有段状に見せたりしている程度である。継ぎ目を

ナデ調整すればまった <IV類である。器形は深鉢形土器で、これを a、 bに細分した。

a D径が胴径より小さい深鉢形土器 (Fig.49の34119~34121、 Fig.50の34122・Pl24)

口縁部は外反し、頸部で締り 、胴部で張る尖底深鉢形土器である。

b 口径が胴径より大きい深鉢形土器 (Fig.50の34124・56125)

頸部の締りも胴部の張りも弱い深鉢形器で、口が開くタイプ。

(4)第IV類

口縁部がナデ調整されて有段を持たない無肥厚口縁土器である。検出された土器の約55%は

このIV類土器である。器種は深鉢形土器のほかに、壺形土器、浅鉢形土器が僅かに共伴してい

る。このJV類土器を器形によって a~gまでに細分した。

a 口径が胴径より小さい深鉢形土器 (Fig.50の18126・18127、 Fig.51、 Fig.52) 

最も多いタイプである。口縁部は外反し、頸部が締り 、胴部で張る尖底の深鉢形土器であ

る。口径が16~22cmぐらいのが多いが、口径28cm以上の大型も見られる。

b 口径が胴径より大きい深鉢形土器 (Fig.53の34140~34142)

口縁部は若干外反するが、頸部の締りも胴体の張りもほとんどない広口の尖底深鉢形土器で

ある。

C 口径が胴径より小さい小型深鉢形土器 (Fig.53の34143)

口径約10cmの小型品である。壺形土器の範疇とも考えられるが、 aタイプの小型品として考

えておきたい。

d 口径と胴径がほぽ同じ小型深鉢形土器 (Fig.53の34143~34146)

口径約10cmの小型品である。口縁部は若干外反し、頸部の締りも胴部の張りも弱いタイプで

ある。縦のヘラ削りが明瞭に見られる。復元土器 3点は34号礫床住居跡からの一括遺物であ

る。

e 山形口縁の深鉢形土器 (Fig.54の18147~18149)

口唇部に山形突起を 4つぐらい廻らす山形口縁土器である。山形突起をV字状に挟入してリ

ボン状突起を表現したと考えられるのも見られる。
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f 浅鉢形土器 (Fig.54の56150~50152)

口径約15cmの小型浅鉢から口径約30cmの大型浅鉢まで見られる。口縁部はやや内鸞する。

g 壺形土器 (Fig.54の B153~14157)

長頸壺と短頸壺が見られる。頸部に縦稜をもつ有文長頸壺や、丹塗りと考えられる壺なども
（注 2)

ある。長頸壺は仲原遺跡の復元資料で見ると丸底になっており、本遺跡のも丸底の可能性が

強い。

(5) 底部 (Fig.55の1~5) 

B群土器の底部は730点検出されており、 B群土器が少なくても730個はあったことになる。

B群土器の底部は平底はなく 、尖底687点、丸底40点、台付 3点である。丸底は主に壺形土器

に付くと考えられるが、台付土器がどのような器形か明らかでない。尖底土器はほとんど深鉢形

土器の底部と考えられる。尖底には丸味のある尖底と尖りの明瞭ないわゆる乳房状尖底があ

り、後者は前者に比して硬質で薄手土器が多い。

(6) 把 手 (Fig.55の6 • 7) 

弧状把手と直線状把手が数点検出された。いずれも横の把手である。弧状把手は仲原遺跡の
（注3)

復元土器で見ると、第III類の深鉢形土器の頸部に 2個付いており 、本遺跡の把手も深鉢形土

器に付くものと考えられる。

(7) 有文土器 (Fig.55の8~16) 

B群土器の有文は非常に少なく 、口縁部、胴部合わせて20片である。肥厚□縁の有文土器は

A群土器の系統の土器と考えられる。文様は横捺刻や刺突文なども見られるが、細沈線文が多

し、

゜

注1 「黒丸遺跡」 長崎県大村市黒丸遺跡調査会 1980 

2 上原 静 「仲原式土器の提唱について」紀要第 1号 沖縄県教育委員会文化課
当真嗣ー

1984 
3 同上
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Tab,55 B類土器観察 表

遺 物 挿図ぬ 法 員 偏 考
紺 型式 器種 形店の特徴 手法の特徴

番 ~ PL. ぬ 口径 ’釘蚤 胴怪 器瓦 焼成 色悶 俎，和材

32101 Fig,4S V I a 探鉢 20.0 IS.I 19.3 口以部は明印な宇佐浜式で強い 外面 .'/JI熔 や 赤 釘ゃ
床ifii 外反。!A部で締り、胴部で張る。 内面 僅かにヘラ削 り狽 軟 褐

！し‘
PL 37 

牧
脱径より [I怪が広い。 色

32102 ’’ ro ‘‘ ‘’ 25-7 25.0 ー ロ~$部は明腑な字佐浜式でやや 外直" .;,J精、 9針部に指哄腹
“ 

黄 妙

強い外反。JJj部で締り、胴部で
粒

,, 内面 頸部に絞の指圧碩、fl部 褐 少

張る。 口径より脱径が広い。
を内外形面から指で挟ん

色
鍼

で登

18103 ,, 

＂ ” 
,, 26.1 26.4 ー ロ絃部は明瞭な字佐浜式でやや 外Iii ,ti絹、アパタ状 や 亦 な

や

” 
強い外反。頸部で締 る。 内,hi .)II離、アパク状 硬

fl 
褐 し

色

11104 ’‘ IV ,, 
’‘ 18.7 18.6 23.3 ー ロ紐部は丸味のある守佐訴式で 外面 -~I隅 " 

,, ,, 

弱い外反。胴部でくの字状に大 内面 口穀から頸部まで 3コ,, 

きく張る。 ナテ’

11105 ’‘ IV ’‘ 
,, 216 213 - LI籍部は明諒9ふ宇佐浜式で、強 外面 □社部ヨコナデ ,, 灰 ,, 

,, 
い外反。頸部で締る。 内面 口籍部3コナデ、§l部 ru 

に指圧臥 色

36106 " m ,, ,, 214 19.9 - □Ii. 部は縦長の字佐浜式で貼付 外面 口紐部ヨコナテ・ " 貨 ,, 

,, がUJJ瞭。外反もせず、張りもな 内面 口IJ.部ヨコナデ、頓邸IC 褐

し', 指U珀 ．胴邸ICH殻碑 色

18!07 ‘‘ 11 I b 山形の ー ロI~部は（代かIC字佐浜式。 DH 外面口紐部ヨコナデ ,, 
赤 ,, 

’’ 探 鉢 に山形突起。山形突起にV字状の 内rfii ” 褐

快人をしたリポン状天起の破片。． 色

P 108 ’‘ ID ,, 
‘’ ー 山形突起を半乾きのときICV字 外面 〇阜i部ヨコナデ ,, ,, 

‘‘ 

’’ 状に切ってリポン状突じに表現。内ilii .)II雌

32109 ,, V ‘’ ” - 0社はややくずれた字佐浜式で、外面 〇紐部ヨコナデ ,, 黄 且少

床面 口柑部に 2つ1絹1のリボン状突 内面 ）北殻条痕の上を.,ナ
殻

“ 褐 細

起． デ 色
片鼠

46110 " 目 I C 山形 10.2 I 2、I ,, 外面 ,;ii絹 ．． 赤 な

’’ の蛋 内面 頸部に指圧狽 褐 し

色

06111 ’’ n Id 壷 9.1 8.2 ー ロ松部はキ佐浜式で性い外反。 外面 不明 " ’’ 
,, 

‘’ 頸部で締る。 9釦部IC縦位の細性 内dii 口縁部ヨコナテ・

線文貼付

23112 ,, 

＂ 
,, 

“ 9.6 &3 - D緑部は肥財の弱い字佐浜式で 外面 頸部に指圧奴、 その上 ‘’ ’‘ 貝少

やや強い外反。
殻,, 

をヨコナデ 細

内面 /Ill請
片 量

45113 ’‘ m " 
,, 9.4 1.1 ー ロ紐部は肥印の郊い宇佐浜式で 外面 口仕部ヨコナデ ’‘ ” ” 

’‘ 強い外反。 内jjjj ” 

35114 ,, m ” ” &I aG ー ロ舷部は11'.I'}.の~~い字佐浜式で 外面頸部に指圧紅 “ 黄 な

,, 外反しない。 アパク状 褐 し

内面 アパタ状、 ヨコナデ 色

-116-



遺物 樗図ぬ 法 lit 偏 考
層 せべ 器権 形心の 1~ 徴 手法の特徴

壽号 PL. ぬ D径 頸郎 尉廷 閤高 焼阪 色讚 混

47115 F,g,48 

＂ 
l d 盪 8.9 8.8 25.0 ー ロU部は弱い肥Uの字佐浜式で 外面 口U邸ヨコナデ や 暗 貝多

や 殻
裂 ） 弱い外反．尉部で大さ く糾む。 内面 瀾径碩な し 軟 !U 細PL. 37 i ff 片 鼠

色I 
15116 F•~49 D I a I況鉢 I17.0 I 7. 3 1s.s 24.o I口い部は弱い肥厚の字佐浜式で 外面 刊罪、アパ9状 ” 黄 な

弱い外反。,n部の締りも弱く 、 内oo JrJ鼈、ア パタ状 褐 し
PL. 38 I I I 

I U郎の張りも弱い尖底． I 色

50117 ” m ua ” 15.6 15-1 20.4 カヤウチパン タ式(Jljで弱い外 綸f~み． 内面IC摂け明諒． や 赤 ,, 

ゃ
I 以。 尉部の北りも弱い。 外jjjj 口u部 ヨコナデ 硬 出

” 
I I 内面 U吐t碩が債かに残る fl 色

18118 ” ＂ 
llb ‘‘ 21 I 18.8 20. 〇 四 2sl弱い肥砂ヵ ャウチパソク式で 外面 )'Jltt や “ ‘’ 

や

N I 
やや強い外以.fJI圏の綿りも駒 内面糾繋 軟

I 1t 部の張り bやや弱い。

34119 ‘’ ＂ 
D a I " 20.0 19.0 20. 7 24.81 DH部輪けみの継 ざ目が打段。 外面 糾めに上から下へへう ゃ ” ” 

ゃ

” 
外以はやや強く 、胴1111の如りもI n,Jり 1: ，，，や強い父荘嗣仕が僅かに広い。 内面 は位の且殻t腹

D I、、 ,, I ,a, -1□1J部輪積みの継ぎ目がイ成。 外面 へう削り.LJIJJC/~U腹 1 、934120 ” 15. 7 ,, 
‘’ 

I 
強い外反で騎記下鄭で供るとそ 内面 へ 9削り

I 
” I 

I 
＇えら れる。

34121 ” D ” ” 18.0 17.6 '"'」"II□ "●●●みの●●君が収. ... み 9内●叩，．， ’‘ ” ‘’ 

外以11弱いが、胴郎の仕りがやI外面 へう 削りでれらか
“ I や強い。胴径が広い。 内面 は位の且殻t駁

34122 F1g_50 ll ” ” 15,2 14.7 1&8 約25.5綸船の紅ざ恥段が,n部のfI外面 へう削り、尉郎IC('(,ft • ” H少

牧
にある。外反はやや弱いが、 J.l 1. I 細PL. 39 
部でやや浚い張り。 ~-1 径がrJ. い.1 内面 I羹位の暉碑

片 1il
I 

P 123 ” D lib ” 17.2 16.8 一綸はみの紐ざめイfしが頸郎のト・ 外面 別疇 “ ” な

にある。やや恢い外以で．胴部の 内由 1-<l雌、僅かにH殻t頂 し
“ 

伍り 1-;弱い。阻径が広い．

34124 ” a ” ” 1&4 17.6 18.8 紀122.0DH郎翰t.tみの継さ・目がイ渇t. 綸mみ（内面IC4段） ” 贔 日少

殻
外反はやや性いが、胴部が弘ら 外,iii 糾めに上から Pv-ヽう削9 出細

” 片 II.ない。口径が広い。 内面 11,(,tの日殻条祖 色

56125 ,, n ” ” 1as 17.6 -OIJ. 部輪積みの謎ざ目が{j段。 外面不明 ” ” な

外反も胴部の張りし弱い。口径 内ilii ほ位の日殻父祖 し
’’ 

・嗣径ほぼ同じ。

18126 ‘‘ 

゜
IV a ” 20.0 19.2 23 7 柘6.4 ロ!titやや性い外反で、,a111が 外面 へう削り ” “ ’’ 

絹 り、胴IIIIJ:.部が強く張る。胴 内面 情位のH骰条痕

’‘ 
径が広い．

18127 ’‘ II ‘’ “ 18.2 17.0 20.4 24.5 口IJ.部は強い外反で、頸部は締 外OO ヘラ削 り、胴部に≪付 ” 
,, 

” 
り、胴部で強く張る。胴径が広 fl 

” 
し‘• 内面 )lj燿

18128 F,g.51 D ‘‘ ” 23.8 22.8 27.0 ー ロ縁部が償かに肥厚し外反。 頸 外面剥離、頸郎ICfli!f碩 ” “ 
,, 

蜀の締りも11部の張りもやや,~ 内面 訓讚、 内外面ともアパ
PL. 40 

ぃ．胴径が広い。 9状
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遺物 挿図ぬ 法 皇 債 考

刷 屯式 器権 形態の帖徴 T-tt, の特：：：

壽 号 PL. 池 U径 9飢蚤 糾径 器ぷ 焼成 色箕 品和剤

18129 F,g.51 a IV a 沫鉢 15.7 15.6 190 約23.0UH部の外反1よ弱く 、頸郎の峰 外iii 'Ill鵡、 僅かIC ヘラ n•J り や # な

や

りも弱い。馴部の出りはやや笞 内面 ！昌位のH殻条虹 硬 褐 し

PL. 40 t! 
い。馴径が広い。 ~ r 色

18130 “ ＂ 
,, 

“ 17.8 17.0 18.6 22.6 口け邸ll尖る。 Ult 外面 名1めのヘラ削り、胴圏 ” “ 

い外れで、●●は綸,.●● l内外 "● ... 

‘’ やや強く l~る。馴邪径が広い. oo I糾位のU殻条紋

18131 “ II ‘’ “ 15.3 13 4 □ !ilillt尖る。11is.郎は大さ< ilii ~I鵡、 U社甜 ヨコナデ ” ” ’‘ 

外以し｀頸郎で綺り、馴部で恢 内面 .)<J躍． 慢かICll殻灸駄

’‘ <'ii<る。尉径がかなり広い．

15132 “ 必 ” ” 17.8 17.0 19.5約22.4illj部は｛量かに肥＂。外反 l>fA 外面列躍 や 貨 白多

や 色
部の綺りも釦ヽ。胴部の北りは 内面ョコナデ、I]はに指lf.G 飲 Ill 細

,, やや強い。糾径が広い。 1 
預

色
片い

11133 ’‘ IV ” ” 20.0 19.8 23 2 約2aoI lit部が短い．外反も弱い。馴 1外面 'Ill鵡、僅かにヘラ削り や 亦 な

や

郎1よ上部で強く缶る。胴径が広I内面 刊躙、隋かにU殻太祖 梗 ~ し

” し'•
ft 

色

I トー
12134 F•&-52 

＂ ” • 19.0 17.7 21 4 約240UIゑ部は大きく外反し、,a部は 外面 9印迅ICヘラ削り - ~怒 ” ” 

締り ｀尉部はくの字状IC雀く生 IC煤f.tll “ 
PL. 41 

る。嗣径が広い。 内面糾鵡

34135 ‘‘ ll ,, 
” - - -□IJ.tllは外反が倍く 、頸況で締 外面苅鼈、 f(l'jllCヘラ＂り ” 貨 " 

り．胴部がくの字状IC強く伝る 胴昂上郎は黒く焦げてい,. 出

,, 
蚊火径1よ尉径。 内面 llltaコナデ 色

34136 ” a ,, 
” 230 20.5 24 6 ーロH部は）しい。外反は住く、 ,a外面 頸郎IC!&位のU殻条紅l ’’ J> ,, 

昴で締り、馴郎の出りはやや強 その上にへう削り殷 褐

‘’ い。蚊大径1よ記部。 内面 情位のU殻条腹 色

34137 ” II ” 
,, 16.4 15.6 IRS - 1 IIJ部は外収し、 ,4邸で樟り・ 外面 石糾めのヘラ削り ” “ 

,, 

,1.J郎から胴部が公る。 内面憤位のII佼条“

” 

34138 ‘’ 

゜
” ‘‘ 19.4 18.5 20.0 24 0 圧れ相祢ICならない歪んだ器形 外面左象1めのヘラ削り ,, Ill. “ 

Uヽよ邸の外反はやや性く 、胴郎 内面 1贔位のU殻条II.LI紺 出

“ は張る。蚊大ttは馴部。 ョコナデ 色

34139 ” u ” “ 15.R 14 2 16.8 ーロlttl61;!大きく外反し、,a部は 外面 Ii.糾めのへう削り、胴 ” ” ‘’ 

憤＜綿り、胴郎が強く似る。尖 郎I~焦げている．

’’ りの強い尖庇。蚊人径は尉郎。 内面 1員位のU殻条駁

34140 F1g.53 u !Vb “ 18.5 17.7 17.8 約24.0口は1111,1外反せず、財部も栄ら 外面 II、J.KJ!殻条紋• II郎 ” 
,, 

” 

ない器形．蚊大径は口径 )IJ霞

Pし.42 
内面 1贔位のII牧灸臥

34141 ” u ” ” 20.2 18.7 1&9 約232 口81i平1旦。口IJ部は外反する 外面 ヘラ 削りが（量か!ellら ” “ 白少

が、馴部の張らない甚形。綾K
色

れるがあと-1-IJI 細

” 片 量
径は口怪。 内面 U殻条の上をヘラMり

34142 ‘‘ n ” ” 21.5 19.8 19.S 約20.0口は部は（蜃かに外反し、尉郎も 外面 口U船riJ.Fie/旨圧腹、
,, 赤 な

僅かに栄る。鹸大径I!□径． 胴圏上邸にヘラ削り 出 し

” 内dii I贔(,)_の日殻条紅 色

34143 ” n IV C 小型 10.3 10.0 14.6 一 尉郎で大きく糾らむ蛋形的形態 外面関饂 ” ‘‘ " 
深鉢

内面剥鼈

” 
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遺物 挿図ぬ 法 ll 傭 考
Iii! 型式 召種 形 営 の柑 伝 f法の枯徴

壽号 PL. ぬ 口径 頸径 胴径 器高 焼成 色悶 俎．和芹J

34144 F1g.53 II IVd 小'l'J 128 11 8 12 7 16.8 頼部が侵かに綺る小'¥'}沃鉢u.lI外面 左れめのへう射り

Pし.42 深鉢 口径 ・嗣径は,,同じ。 内面 憤位のU牧条級

＆右柑祢ICならない歪んだ器形．

34145 ” 

゜
， 

” 131 130 140 19.91左右相祢1こならない歪んだ粒形。1外面 紅のヘラ削り、口いョコ ゃ 赤 白少
や 色

” 頸部，illか1こ締り， 尉lllllれ置か ナデ..i邸で知げている． 貌 出 細I I I IC張る。口径 ・同径ほぼ同じ。 ，和Iii S.1めの暉碑
ft 

色
片盪

34146 ” a “ ” 13.3113.01140 20.0 口け部の外反，頼郎の縞り，胴 外面 Qのへう削り、口柑ヨコ ” ” “ 

” 

I I 
聾の張りが弱い器形。歪んだ硲it,, ナテ',11部で紐げている

I 口径 • 国径はば同じ． 1内面 ！贔位の暉泣

18147 F渭ふ4 II IV e 
山形 '"l"T'I'"°'江叫衣．人きく外ほし 1外● "如恥,,.,_.” ” な

PL. 43 汲鉢 ,a部で締り、胴部は円形状ヽcg,, llllから下は岐のヘラ削り し

1 る。贔火社は口径． 内面 1'1悶、 侵かにU殻祖R

21148 ,, D ’‘ ” 17.2 1621 -1 - 01>!1こ山形年。口.,郎はやや「ifii 利雌 ’‘ ‘’ 
,, 

” (ll-iii) 

I 
強く外＆、 内面刊霞

18149 ” u ” ” 21.2 -I - - OH部の1h彫を半位さのとさに 外面列絹 I . . ” 

” 

I I I 
I v字状IC/~人してリ如償突は内面 )!J鰈

にb.現 ．， I 

56150 ‘’ D IV f ＆鉢 --- - i(jロ平口U I外面 LIii部ヨ コナデ I ,, ,, □ y 
色

“ 内面 1贔位のU/ii父扱 細
片い

I 

B 151 ” D ,, 
” - - ー山口斗口U 外面小り1 I . 貨 白多

色
” 内由 I!~ 条腹が償かにll Ill 細

っている。 色
片い

50152 ” 璽 “ ” -- ー やや内彎する皿状の苫形 外由 □ Itヽこヨコナデ ” “ ” 

" Ul-ooう I内面 It位の暉印

B 153 ” u IV g 壷 -- 一面取りされて頸部水・r-断面が柳 1外面 れらかIC漏整。 2"' ‘’ Ji- ” 

” 菓状を登する長fAw 沈縁ICよる曲線文． 迅

内面 れらかIC悶が 色

18154 ” D ” “ -- ー ロは部が惰円形状仕9釦量の破片 外面 れらか 1こ躙聾• h由は ” 朱 ズの
f;J 

” 1-l"I<りと息われる。 そ鉱

内面 れらかに謁整 色 地の物

40155 ” IV ” “ 6.4 6.2 ーロIJ.1-J外反しない。 外面内らかLL漏繁、丹令り ’‘ ~ 

“ ” 四 と思われる。 し

内面 'I/JIil 色

13156 ” D ” ” 74 6.0 - 0ヽ3部は外反、 9釦部がやや屁い。外面刊鵡 ,, 赤 白少

色
” 内面利霞 渇 細

色
片 鼠

14157 ” ． ” “ 10.7 a2 ー ロ社部は外反、頸昴がやや長い 外面 刊離． アパク状 ‘ 漬 な

,, 
内面が1離、アパ9状 出 し

色

60158 F>i-55 IV ” 尖底 - )L味のある尖底。 外面 1Jl饒な へう ~,さ痕が “ ” 
,, 

PL. 44 全面.illらか．

内面 這整扱見られず。
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遺物 挿図ぬ 法 lot 偏 考

~ 型式 器種 形屈の特徴 手 法 の 枯徴

番 9 PLぬ U径 頸径 胴怪 器，s; 焼成 色濶 混和材

57159 Fill.5.~ ID 碑 -- 検出された土器で敲も明瞭t,:)L 外面 ,1'1雌 や 泌 白少
や 色

PL 44 Iil:。 内面積位の~,I:; 目 使 褐 細

:l'i 
色

片 且

55160 ,, 

゜
台付 )L底IC台の部分を貼f.t。 外OO 貼付する ときの指[I紅 ’‘ 

,, な

,, 台径6c●。 内面泊1翔 し

59161 " ID ’‘ 丸底IC台の部分を貼付。 外 面 料 鰈 " 赤 白~ 少

色

“ 台径a5 cm 内面 JJI鯖 褐 細

色
片鼠

40162 ’‘ V ,, - - )Uti"IC台の部分貼f.t 外面i.:Ill阻 ‘‘ ‘’ ‘’ 

‘’ 台径 II 8 cm。 内［面 .)J]絹

40163 ,, V 把手 - - 森鉢のU舷部近 くの破片。 外面 貼付時の指圧腹 ,, Uし な

‘’ 
直線状の把手。 内面剥譲 褐 し

色

P 164 “ m “ 深鉢に付くとみえられる。!I.の 外面 貼付町の指圧1反 ” 亦
,, 

“ 弧状把下。 内面僅かにu殻条原 褐

I 色

P 165 " ll 深鉢 -I - ヵャウチパソタ式口iえで、UH外 外面 ヨコ ナデ " 黄 ,, 

’‘ m文） 面IC斜めのt凶探刻文が 4ク>J見ら 内 1面 ~I離 祀l

れる。頸部にもほ椋刻文あり。 色

P 166 " u “ -1― 

カヤウチパ ソタ式口Is.で、UIJ 外面 ョコ ナテ’ ‘’ 
,, 

“ 

” 
外面と,n部に押引の贔控亥11文 内面 .M雌

P 167 ’’ u 深 8.8 7.6 小型の深鉢形。口I及部は字佐浜式[l 外面 ヨコナデ " ’‘ 白少

色

‘’ （布文） 1及。口駐は外反し、頭部で締り、鳥 内面 剥躍 細

部で板る。口紺ICほ椋刻文．
片 鼠

P 168 ,, n 不明 小般片のため形態不明。 頸部IC 外面 泊l離 “ 
,, 

な

’‘ （打文） 絞の沈線 2,I(とI]舷部にも1貨沈 内面 :;ii離 し

線。

08169 ’‘ Il 深鉢 10 5 9.3 口は部は逆し字状に肥日。頸部 外面 ．削荒、アパタ状 ‘’ 
,, 

’‘ 

" （有文） IC縦の細格堺が2,t,: 貼付。 その 内面 匁LJ雌、アパク状

1,¥ill!!Iこ刺突文。召念 l式糸。

18170 " Il 不朋 - D籟部近くの破片。n段部を挟 外面 ヨコナデ ’‘ 黒 ,, 

,, m文 んで上下に斜沈線。縦沈線で区 内面和）鑓 褐

圏される文様構成． 色

18171 ” n 不明 一 頸部破片と考えられる。拿1沈線 外面 .'111躍 ‘’ 亦 白少

色

‘’ （有文） で謁目文。 内OO 刹鼈 褐 細

色
片 は

50172 “ II 不明 ー 胴部破片。横に 3ぷの沈線があ 外面 ~ , 窪 ” 貨 I;; 

“ （有文） り、その上と下に斜沈線を描い 内面 貝殻条9反 出 し

た羽状文。 縦の羽状文と組み合 色

わされるものと考えられ る。
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第 2節石 器

石器は小破片も含めると131点 (Tab.56)検出されたが、完形品や破損の小さいものだけ68

点をFig.56~Fig.65に示した。これらの石器をつぎのように分類した。なお、涸々の石器につ

いての出土地点、法誠、石質、特徴等は観察表に記述した。

(1) 石鏃 (Fig.56の40173・B174) 

2点だけ検出された。 40173はほぼ完形のチャート製無茎石鏃である。横断面は柳葉型で、

側縁は鋸歯状を呈する。なお、実測図に示した番号や矢印は剥離の順序である。チャート製無茎石
（注li (注2)

鏃は地荒原遺跡、隅原遺跡などでも検出されている。また、 1972年の発掘調査で、本遺跡

の東崖下貝塚からチャート製の無茎石鏃が検出された。

(2) 小型扁平利器

非常に薄手で刃をもつ小型石器である。つぎの 3つに細分した。

(a)第 I類 (Fig.56の35175)

長さが7.4cmあり、小型扁平利器では大型のもので、刃部も基端も両刃につくられている。

(b)第II類 (Fig.56の08176~32182)

長さが 3~5cmの短冊型で、刃部も基端も両刃につくられている。

(c)第Ill類 (Fig.56のPl83)

磨製石斧の剥片を剥離面から研磨して刃をつくつている。

(3) 有孔石器 (Fig.56のB184・09185)

完形品がなく、どのような形をしているか不明だが、小孔のある扁平な石器である。今後の

資料を侯ちたい。

(4) 両刃石斧

(a)第 I類 (Fig.56の07186)

刃部を立面で見ると、刃縁が孤状を呈する丸のみ状の両刃石斧。細長で厚い。

(b)第II類 (Fig.56の28187)

扁平で幅広の全面磨製両刃石斧。

(c)第III類 (Fig.57~Fig,59)

長さが約10~12cm、福約 5~ 6cmの長方形状で、厚みのある石斧。刃部は蛤刃。 III-Aは、

刃部の一端が多く減耗しているタイプで、これは使用方法による減耗と考えられる。おそら
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く、縦斧として使用されたと思われる。 III-Bは、減耗がほとんどないものである。

(d)第IV類 (Fig.60の23206~24212)

長さが約 7~10cmの中型の両刃石斧。基端福に比して刃部幅が広いタイプ。

(e)第V類 (Fig.60の47213)

刃部だけ研磨した局部磨製の両刃石斧。大きさはIV類の範疇

(f)第VI類 (Fig.61の18214・56215)

長さが 7cm以下の小型の両刃石斧。

(5) 片刃石斧

第 I類 (Fig.61の22216)

横断面が鏑のある蒲鉾状を呈する片刃石斧。刃縁は直線。

第II類 (Fig.61の23217~32221)

横断面が短冊形を呈する片刃石斧。刃縁は直線。

(6) 特殊石器 (Fig.62の41222)

やや十字形を呈し、両枝の根元には扶りがはいり 、両手で握りやすいようにできている。こ

のような石器は沖縄では出土例がなく 、今後の資料を俣ちたい。

(7) 敲石

第 I類 (Fig.62の08223~18225)

石斧や磨石などの破片を加工して敲石に再利用したものである。

第 II類 (Fig.62の57226 • 21227、Fig.63)

川や海の水で面が摩耗した原石をそのまま敲石として使用したものである。これらには大型

と小型が見られる。

(8) 磨石 (Fig.64のB233~48284)

原石を加工せず、表裏面だけ磨石として使用したものである。石鹸状磨石と呼ばれている楕

円形のものである

(9) 凹石 (Fig.64の09236)

原石を利用した磨石を再利用したものである。表裏面に直径 2cmの円形の凹みが残って い

る。深さは約 2mmで浅い。
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(10) 石皿 (Fig.64のB237・B238、Fig.65)

細粒砂岩を使用 した石皿である。15240は完形品で、 15号竪穴住居跡の床面に座ったままの

状態で検出された好資料である。

注 l 「堀 り出された沖縄の歴史」 沖縄県教育委員会 1982 

2 高宮廣衛 ・ 比嘉春美 ・ 岸本義彦 • 宮城利旭 ・ 中村應 ・ 山田正• 吉本直子 ・上原静

「具志川市隅原遺跡発掘調査概報」 沖国大考古創刊号 1976 

Tab. 56 石器遺構別出土一究

~ 
小型扁平利器 TJfl 山 }) fj 斧 片fJb斧 特殊 敲 6

石鏃
石器

II ID A m 81 ,v V VJ 破片
石器

11!6 凹石 6llil 計

I fl ill I I II I U 

1 号 礫 床 a I 2 I 3 

I 
2 j I 

'-
2 号炉跡

＂ ゜3 号礫床 a I I 4 

I 
ー・ ー・

I 4 号、9 a 

゜5 号 ’’ D I I ゜6 号 ” ＂ 
I 

l I 

＇ I 1 号竪穴

＂ I 
I I 

8 号 “ D I I 
I 

I l I I 5 

9 号 ‘‘ a I I I I l 5 

' - -T -JO号 礫 床 a I I 2 

ll 号竪穴 V I 2 I 2 

12号 ’‘ ＂ I I I i I I I 3 

I 
I 

I I ゜
13号 ’’ Il 

I 

1- I 14号 " IIl I I I 

15号 ‘’ D I I I 
--- -t---- ー・ト―-I -

！ 
床面 I 1 

16号礫床

゜ ゜17号 ’’ D I I I 

18号竪穴 n 3 I I 3 I i 2 I I 12 

19号 ,, a I ' I 
゜i 

! 20号 ” D I ； I 

21号 “ Il 2 2 

22号 、 床面 I I 2 

23号 ,, Il I I I 2 

床面 I I 

24号礫床

゜
I I I I I 5 

25号竪穴 rr 

゜26号 ,, 

゜ ゜27号礫床 D I I 2 

＇ f--1 28号、、 n I I 

29号竪穴 D 

゜
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~ 
小屯.,,;,白11ぼ

イifL 仙I })石斧 片JUi斧 特殊 敲 6
石墜

6器 I 石器
附石 l!!J石 石皿 計

I II m U Ill A IDB IV V V1 破 片 I ll I U 

30号竪穴 n ！ ゜31 号 ” ＂ I I I ゜32号 ,, 

＂ 
I I I I 

I I 3 

33号 礫 U a I I ゜34号 ’’ II l 2 
， 

I 
2 I 5 

35号竪穴 床面 I I 

＇ 
I I 3 

- ; 一
36号 ,, 

＂ ゜I 
I 

I ＇ 
I 37号 ‘‘ ＂ ゜！ . -

38号 ’‘ ¥1 I I l 

39号 ,, VJ 戸 I 

゜＇ 
40号 ,, V I I I 2 

- - - -~L~--
床面 I I I 2 

41 号 竪 穴 杵穴 I I 

＇ 
42号 ’‘ m I I 

43号 ,, m I I 

44号 ’’ m I I 
I 

45~ ’’ m I I 2 

46号 ’‘ m 

゜47号 ’’ m I I 

＇ 
48号 ’’ m 2 2 

49号 ’’ m I I 2 
．． 

50号 ’‘ m I I 2 

51 号 礫 床 II I I I I 4 

52号 ,, 11 I I 2 

53号 ,, D 

゜54号 ‘‘ n 

゜55号 ‘’ II I I 2 

56号 ’’ u I I I 2 5 

57号竪穴 m I I I ~ 

58号 ” V 

゜59号 ,, m 

゜•• 

60号 ’‘ IV I I 2 

61号 " D 

゜PIOグ リッ ド

＂ 
2 I 3 

m I I 

P4グ リッ ド ！］ I I 2 

表 土 I I I I I I I I I I 3 I 7 20 

＾ ロ

計 2 I 7 I 2 l I ， 15 13 l 3 22 I 8 I 5 II 15 2 IO 131 
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Tab. 57 石 器観察表

・妥 法鼠の（ ）は現＃値

挿偲番号 出土地点 法 似
器種

PL.NO 府 cmcmcm g 位
石釘 群類 特 徴

長さ稲厚さ屯

Fig. 56 40号竪穴V (3. 7) 2.5 0.6 3.6 I配直かに欠捐。 1J直から「寧に俎ljチ

PL. 45 （床面） ヤ 離されて形成が良い，鏃先端部は約

石 I 30° の鋭角。石鏃では大型品。図の
40173 卜

矢印と番号は判離順序。

鏃 ’’ (I 7) 2.0) '0.4) I 2 
チ

鏃の先嬬部だけ。「寧な形成ではな

ヤ い。鏃先端部は約 70'の鋭角。図の
‘’ I 矢印は依I]離JI頂序。

B 174 卜

,, 35号竪穴川 7.4 38 0.4 28 
結砿

I 枯端の一部が欠相。全面研磨のわ器。

メ1部も1.ti端もl山i})状に研磨したあと、,, （床面） 晶色
ガを平担に限っている。片片

35175 石,u右,u 

、一

‘’ 8号竪穴 u 38 2.9 0.2 2.5 

信§
a ガ部と側面だけ研磨の完形品。

,, 1,Lj端とも 1山jjjのガをもつ。

小
08176 右~ 右ヽu , 

" 24号礫床 〇 0.3 3.3 ,, 全面研磨のん器だが、縦に割れてお

,, り、 しかも甚端も欠姐。 j)は両メJ。
’’ 

型 24177 

,, 12号竪穴u 37 1.8 02 2.5 
結砿 ’’ 全面研磨。両端部は/~~})状に研料さ

,, 晶色 れているが、j,J先端が欠損。

片片

扁 12178 石-~ 石、u一ノ』

,, 18号竪穴II 02 3.6 ,, 全面研磨だが両端欠柑。縦にも割れ

’’ 
て、一方の側面だけが残っている。,, 

18179 
、ド

＇ ,, 18号竪穴a4.8 0.5 13.7 " 両側而欠td。全面研磨。 一端は1;!JjJ、

／ヽ
他端も両刃状に研磨されているが先

I 
,, 

端が欠担。
18180 

利
" 18号竪穴 〇 0.2 2 結

,, ガ部と側面のみ研磨。一端に 1,1,i}Jが
日 残っているが、もう一瑞及び側面が

" 芹 欠捐。

18181 
右,~ 

器
,; 32号竪穴IJ 0.2 3.4 

結 黒^ " はぼ全面研磨。})は1.l,j}Jだが、f)先

晶色 端が平担に摩られている。
‘’ 

片片
32182 石-~右-~ 

、一
,, p JO m 4.3 0.6 6.7 III 磨製石斧の破片を割れた1面から研磨

‘’ ’’ 
して月をつく っている。なお、先端

部は側面からも磨いて尖頭状を呈す
P 183 る。
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挿図番号 出土地点 法 批
器種

Pし.NO IM cm cm cm g 石団・ 群類 特 徴

長さ 幅 似さ m LJ: 

Fig. 56 3段丘 I 49 1.3 30 1,l,j面と側11uーにはliJf防が残っている。
イi 粘 欠1廿して仝形は不HJ]だが方形の有孔

Pし.45 板

孔 岩 石器。

B 184 

,{, ’’ 9号竪穴IJ 0.5 12.9 
粘凪

曲面に研膳が残っている。 4辺とも

,, 昴色 欠狙。 小-fLの半分が桟っている。

器 片片

09185 
ィ.., ， 右贔U

、一ノ

,, 7号竪穴 n10.2 4.3 2.6 210 
角

I 細長の全面磨製。 立1tii}J緑が弧状を

,, 閃 呈し、縦断面で見ると表面が弧状を

岩 呈する。

07186 
(?) 

" 28号竪穴a11.5 7.8 2.7 425 
輝 ＂ 

扁平で9品広の全面磨製両jJ石斧。 j)

" 
緑 部と甚部の界線が明椋。側面は平担

斑 に研磨され、界線の稜が明瞭。

28187 
,石,. 

,,Iii 

Fig. 57 52号礫床〇 11.3 6 I 2.8 360 皿ーA 刃部と表裏面が研附されている。 j)

PL. 46 
の一端が多く減耗している。,, 

52188 

" 8号竪穴 FL11 5 5.7 2.9 335 
斑

,, 秘端以外は全面磨製。側面は平但に

レ 研班され、稜線がやや明瞭。ガの一
" 月 イ 端が多く減耗。

08189 岩

,, 23号竪穴 [I12 3 5.2 2.9 340 ’’ 基瑞以外は全面磨製，側面は丸く研
輝 脱。ガ部幅に比して韮端幅が狭い。,, 緑
岩

23190 

石
,, 24号礫床 1l10.4 4.9 38 240 " 1,l,j側l面以外は研防されている。

斑

’’ 
レ j」の一端が多く減耗。

イ

24191 石’’’ 

＇ ,, 53号礫床 rr10 3 5.2 23 220 ’’ 枯端欠ti1。それ以外は全面僣製の扁
輝 平石斧。側1fi1は半担に研梧され、稜

" 絲
線が明瞭。 jJの一端が多く減耗。岩

斧
53192 

I ← 

" 45号竪穴[I]10.4 5.1 3.1 305 " i!,t端以外は全面氏＂製 。側面は半担に

研既され、稜線が明瞭。ガ部欠担後
‘’ 

,, 
にも1升磨。メ）の一端が多く減耗。

45193 

Fig. 58 57号竪穴Ill11 7 5.9 2.9 340 旧ーB 全面魁製。側面は平1且に研磨されて

PL. 47 ,, 稜が1リJ瞭。})部と基部の界線は明瞭

でない。

57194 

- 134-



挿図番号 出土地点 法 lil: 
器種

PL.NO 附 cm cm cm g 石質 群類 特 徴

長さ 幅 厚さ 霞口

Fig. 58 17号礫床[] I 2.4 57 2.6 310 ID-B 基端以外は全面磨製。側面は表裏面
輝 から研磨されて刃状を呈する。刃部

PL. 47 緑
と基部との界線が明椋。岩

17195 

’’ 51号礫床n11. 7 60 2.8 350 
斑 " 左側面と裏面及び刃部は研磨されて

レ いる。側面は平担に研磨され、稜線,, 
ィ が明瞭。刃部は欠損後再研磨して再

51196 岩 利用。

両 ’’ 44号礫床m 5.3 35 240 ,, 基部のほぼ中央から欠損、残存部で

は全面磨製。側面は丸く研磨されて
‘’ ‘’ 稜線がない。厚手のタイプ。

44197 

,, 56号礫床II 6.4 2.7 165 " 基部のほぼ中央から欠捐。側面も打

輝 欠。刃部と基部の界線が明瞭でない。,, 
緑

56198 
岩

、9 27号礫床 II 54 2.4 105 
斑 ’’ 基部中央から欠捐。残存部は全面研

刃 磨だが 、凹凸が多く 、凸部のみ研磨
‘’ 

レ

イ されている。側面は平担に研磨。

27199 岩

Fig. 59 34号礫床II 110 ’’ 基部のはとんどと左側面が欠捐。残存

PL. 48 
輝 部は全面研窮。右側面は平担に研磨
緑 され稜線が明瞭。

34200 
岩

’ 22号竪穴 5.0 23 140 ’’ 基部中央から欠担。残存部は全面研

,, （床面）
磨。側面は丸く研磨され、稜線が見

石 ,, 
られない。刃部は打欠されている。

22201 敲石へ転用。

" 44号竪穴1Il 50 2.8 215 ’’ 刃部欠損。両側面と表裏面は研磨さ

" 
れているが、凹凸が多く、凸面だけ

’’ 研磨されている。

49202 

’’ 3号礫穴n 5.6 3.2 295 " 刃部欠損。両側面と表裏面は研磨さ

" 
れている。側面は丸く研磨。

‘’ 
斧 03203 

／ヽ 9号竪穴II 60 2.9 195 " 刃部欠損。両側面と表裏面は研磨さ
斑

れているが、凹凸が多く、凸面だけ
" レ

ィ 研磨されている。

09204 岩

,, 40号竪穴v 10.9 5.3 2.6 275 
輝 " 打欠して石斧の形だけできた未製品。

’’ 
緑 表面1こ弱い研磨が見られる。

斑

40205 
石~ 
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挿図番号 出土地点 法 位
器種

PL.NO /(', cmcmcmg  屈
石竹 群類 特 徴

長さ幅厚さ堕

Fig. 60 23号竪穴 n 9.9 64 30 295 IV ガ部幅に比して基端幅の狭い タイ プ。
輝 ガ部はT寧に研磨されているが、表

PL. 49 緑
裏面は凸面のみ弱い研磨。側面、基岩

23206 端研府なし。

,, 27号礫床 II 9.3 6.1 2.9 255 ‘’ ガ部幅に比して基端幅の狭いクイプ。

" 
ガ部は研磨がr寧。表裏面は凸面の,, 
み弱いli}fl評。側面、基端研磨なし。

27207 側面に袂入n

両 ‘’ 18号竪穴n 68 5.5 1.9 I 18 ,, 甚端以外は全面研磨。})部に比して

払端の狭いタイプ。扁平で、基端に,, ,, 
は V 字状に打痕が認められる•O

18208 

,, 40号竪穴v 8.1 5.3 2.8 242 ,, 
胆手。ガ部と表公面は研磨。ガ縁は

（床面）
敲石として一次使用されたと考えら

" " れる。

40209 

メJ
10号礫床 n 2.3 148 碁端以外は全面研磨。側面はやや平

,, 4.7 斑
,, 

レ 担に研魁され、稜紛もやや明瞭。ガ
" ィ

部と及面'I'-分欠ti1。
10210 

岩

,, 12号竪穴 n8.5 4.4 23 132 ,, ）＆端以外は全而研磨。側面は丸く研
輝 應。ガ部に比して基端の狭いタイプ。

" 緑
刈部欠tu後再研磨してiり使用。岩

石 12211 

’’ 24号礫床 n 4.3 2 I 132 
斑 ‘’ 拭端及び哀而の両側llil欠担。全面丁

レ 寧な研朋。側而は平担に研[クされ稜,, 
ィ 線が明瞭。

24212 
岩

’’ 47号竪穴rn 3.6 1.2 65 
粘

V j)部のみ研磨の局部磨製石斧。半面

晶 ガ秘が怖い弧状を呈する。 基端欠捐。
’’ 片

斧
47213 岩

Fig. 61 18号竪穴 1l 69 3.8 I 5 57 VJ 欠拍部が多いが、1ふ端、側面にも研

輝 磨部分が残 っていることから全面研
PL. 50 緑

朋の小籾石斧。
岩

18214 

" 56号礫床 11 2.8 1.5 24.3 石 " 秘部中央から欠捐。残存部は全面研
英 磨。側而も丸く 、横断面が楕円形。,, 安
山

56215 岩

片 ,, 22号竪穴 N 4.2 I 7 77.7 I 全面磨製。両側面と裏面は平担に研

ガ
角

磨。表而は三面取りの研磨，横断面
石

,, （床面） 誓 が銃をもつ蒲鉾状。裏刃縁に細かい
斧

22216 {?) 刃こぼれが並ぷ。
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挿図番号 出土地点 法 位
器種

PL.NO 陪 cm cmcm 且g 
石酋 群類 特 徴

長さ幅厚さ重

Fig. 61 23号竪穴u 9.1 5.3 1.8 168 
斑

a 全面磨製。 両側面、裏面、基端は平

PL. 50 （床面）
レ 担に研磨され、稜が明瞭。表面は若

イ 干丸味をもつ。横断面はほぽ短冊型。

23217 岩
裏刃縁に細かい刃こぼれが並ぶ。

片

’’ 40号竪穴v 6.8 2.1 181 ’’ 基部中央から欠損。刃部は丁寧に研

‘’ 
磨されているが、表裏面、両側面は,, 
研磨が弱く、凸面だけ研磨。横断面は

刃 40218 はぼ短ffft型。裏刃縁ICJ)こぼれが並ぷ。

" 51号礫床 II 5.2 18 86 6 ,, 刃部は丁宗IC研磨されているが、ほ

I 

輝 かは凸面だけが研磨。 JJ絃は摩られ
’’ 緑 て'fZ但になっている。

石 51219 
岩

／ヽ 35号竪穴Ill 4.8 1.8 97.8 
輝

,, 基端欠相。残存部は全面研磨。両側

‘’ （床面）
緑 面に弱い扶入。刃舷は平担に岸られ

斑 ている。 横断面は楕円形。斧 岩
35220 

’’ 32号竪穴Ill 42 1.5 65 2 ‘’ 刃部欠捐。残存部は全面研磨。横断
角

面はほぼ短fill型。,, 以l
岩

32221 (?) 

特 Fig. 62 41号竪内の 15.2 6.5 48 555 
斑

全面研朋されているが、研磨が弱い。

殊
PL. 51 柱穴（床面） レ やや I·•字形の石器で両枝の根元には

石 イ 袂 りがあり、両手で握りやすいよう
器 41222 岩 になっている。

" 8号竪穴 II 6.4 5.8 3.2 220 I 磨製石斧の基部破片を加工して、両

,, 輝 端を敲石として使用。

緑

08223 
岩

,, 9号竪穴II 6.9 7.0 2.9 262 ‘’ 磨製石斧の基部破片を/JI!工して、 3

敲
‘’ 

側面を敲石として使用。一側面は弱
,, 

い研磨。

09224 

’’ 18号竪穴 II 6.1 66 43 270 ,, 砦石の破片を円盤状に加工して、側

砂 面を敲石として使用。
‘‘ 

18225 
岩

’’ 57号竪穴m 9.1 4.6 220 II 原石を加工せずに敲石として使用。
石 ， 縦に半分欠損。

‘’ 砂

57226 岩

,, 21号竪穴II 8.9 7.2 495 " 原石使用。上端と下端に敲き痕。
砂,, 
岩

21227 
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挿図番号 出土地点 法 :GI: 
器種

PL.NO 陪 c m c m c m g  鼠
石質 群類 特 徴

長 さ 幅 厚 さ 重

Fig. 63 21号竪穴n 9.7 7.2 

PL. 52 

5.8 608 
妙 II 原石使用。上端と下端に敲き痕。

21228 
岩

‘’ p 4 II 6.2 5.6 4.3 218 ‘’ 原石使用。上端と下端に敲き痕。
敲

小型の敲石。,, 
／ヽ

B 229 

’’ 24号礫床11 9.1 6.6 4.9 440 ,, 原石使用。 上端と下端に敲き痕。

,, 
‘’ 

24230 

,, 14号竪穴皿 12 I 6.6 4.5 536 礫 ,, l京石伎用。上端IC敲き痕。 下端は欠

石 " 
質 恨。左側面は弱い研磨。
砂

14231 岩

,, 第 4段丘 l 16.8 10.0 5.6 1650 ‘’ 原石使用。 下端に敲き痕。
砂

‘’ 
B 232 

右しり

Fig. 64 第 4段丘I 13.2 9.9 5.2 932 結 原石使用。表裏面を磨石と して使用

PL. 53 
晶 している。
片

磨
B 233 岩

" 
,, 13.3 8.6 4.5 743 " 

" 
砂

B 234 
岩

石
,, 48号竪穴m 12. l 8.2 4.4 560 ,, 

‘’ ‘’ 
48235 

凹 ’’ 9号竪穴 II 8.2 5.2 607 3分の 1欠損。原石を使用した磨石

’’ ’’ 
を再利用。表裏面に直径約2cmの円

石 0923(3 
形凹み。

" 第 4段丘I 1285 
悶

大きな石皿の破片。石IIIlの凹みが約

" 
3 cmと深い。凹み面は滑らか。

砂

B 237 岩

石
I/ ’’ 550 大きな石lII1の破片。石皿の凹みが約

” ’’ 
2 cm。凹み面は滑らか。

B 238 

Fig. 65 ,, 25.3 7.0 3900 半分欠損。石皿の1!!1みは約 Icm。

PL. 54 
砂 凹み面は滑らか。

皿 B 239 
石山

／ヽ 15号竪穴 38.0 35.5 14.8 29kg 細 完形品。直径23cmの円形状の凹み。

,, （床面） I 凹みの最深部は3.5cm。

15240 岩 凹み面は滑らか。
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第 3節骨 製 品

本遺跡出土の骨製品は69点である。これらは用途があきらかでないものも少なくないが、記

述の都合上、下記の分類を用いたが一応まとめのためのものであることをことわっておきたい

（後述の貝製品も同様である）。

出土状況をみると第 2層から主に出土した。遺構別には、 60号遺構が 8点で最も多く、次に

55号・56号遺構がそれぞれ 7点づつと続く 。製品では骨針が24点 (35%) と多く得られた。

以下、各製品について記述する。

Tab. 58 骨製品遺構別出土状況

実 用 品 l 焚飾品
主□合製 用

品
竹 針 ヘラ状製品骨 錐 ;; I イイ~'~; ク；；ラ イジI

ユヌノ 途
魚不 ィ ノシシ ！非ft イノシシ肢廿1大 イ ジュ コ＇ ン コ、 シか不方か氷 ノ ュ

遺
・ シ ん

完 頭頭尖幹頑幹紺油 形、／ 完頭尖幹頭ン .K • ざ ん 製 ネ シコ＇

構
0) のの。）の 屈 シ 0) のの：：：： 人~ し ざ 計

骨 HJ)形み欠みみみみ委類ソ形欠 み み み 乙 歯 歯 ? BJ) 形し品朋 シン

3号 u I I 

9 号 a I 
I I 2 

10号 a I I 2 

12号 n I I 

13号 D I I I 3 

14号 m l I 

15号 a I I 

18号 a I I I 2 

21号 0 I I I 

22号 U I 1 2 

24号 n I I 

訂号 0 I I 2 

28号 n I I 

32号 U I I 

34号 Il I I 1 3 

36号。 1 I 

40号 IV I I 

42号 11 I I 

47号 Il I I I l 4 

49号 1! 1 l 

50号 n I I I 3 

51号 D I I 2 

52号 D 1 I 2 

53号 Il I I 

55号 0 2 2 l I 7 

56号 [J I I 2 2 I 7 

57号 n I I I 2 

60号 1V I I I I I 2 I 8 

表採 1 I 2 

不明 l I 

その他 I I I 3 

＾ ロ

計 2 I I 2 4 7 7 I 2 I 2 3 2 2 4 2 3 I 2 5 I I I I I 4 4 2 69 
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A 実用品

a 骨針 (Fig.69)

骨針は、魚の棘、イノシシの排骨、不明の 3種の材料が用い られている。主にイノシシの排

骨、 とくに遠位端をカットしたものが主体となる。かんざし等の装飾品も含まれると思われる

がここでは一つにまとめた。以下、Tab.59に記述する。

Tab, 59 骨針出土 覧 単位： mm 

図版番号
遺構

陀i 素 材
残部

最大長 最大幅 加 工 状 況
グリ ッド 状況

56241 56号 II 魚 棘 尖端 40D 5.5 先端部に明瞭な加工痕は認めら

のみ れない。人工品かどうか決定し

がたい。類例は①津堅島キが浜

貝塚にある。

60 242 60号 IV II " 46.0 5.0 上に同じ

60243 60号 II 獣骨と思 80 7 5.0 断面は直径 5.1mmの円形をなす，

われるが II ていねいに加工され、光沢があ

不明 る。

先端部は尖頭状になる。

47244 47号 II イノシシ 完形 128.0 18 2 近位端の薄い部分1て:5.0 X3.5mn 

左誹骨近 にたて長の楕円形の孔を有する。

位端。 刃先は片刃的である。

12245 12号 II イノシシ 頭部 103.0 9.2 先端は両端から切削し、両刃状

右誹骨近 欠損 になる。

位端～。 加工痕が顕著1こみられる。

骨端欠損

47246 47号 Il イノシシ 頭部 85 5 7.5 刃先は風化し、アバタ状になる。

左緋骨近 欠損 両側から削りとって、研磨する。

位端～。

55247 55号 II イノシシ 頭部 57.0 5.5 刃先は6~8面の研磨面が認め

左緋骨 欠損 られる。研磨の方向は横 ・縦位

（遠位端 にみられる。

から近位

端か不明）
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図版番号 遺構 屈 素 材
グリッド

残部

状況
最大長 最大幅 加 工 状 況

47248 47号 II イノシシ I 尖端 18.0 11 5 中間部は若干、研磨痕が認めら

右緋骨～ 欠損 5.5 れる。中間の断面は楕円形 (35 

遠位端。 x 6 mm)を呈する。

22249 22号 JI イノシシ 頭部 60.0 60 断面形 4.1 X 6 0 mmの楕円をなす。

肘計骨 欠損 尖端部は研磨痕が顕著である。

偏平の円錐形を呈する。

55250 55号 II イノシシ 頭部 37.0 3.5 骨針の中で最も細い。 横断面

誹骨 欠損 X は巾 3.5 x 2. 5 mmほぼ円形をな
25 す。尖端は研磨痕が横位、斜位

に顕著に認められる。

60251 60号 IV イノシシ 頭部 57.0 6.0 近位端を尖らしたもので、断面

左誹骨 欠損 は 6x 4 mmの楕円形。 尖端部は、

偏平状を呈する。刃部は両側面を

横位面に研磨痕が顕著に認め ら

れる。

50252 50号 II イノシシ ,, 59.0 60 尖端の研磨は顕著である。頭部

i非骨 が欠損しているため、左右不明

36253 36号 II イノシシ 尖端 64 7.0 遠位端を切削 し、尖らしたもの

右誹骨 頭部 である。断面形は巾 7x 4 mmの

中間のみ 欠損 ひし形をなすが、刃部は偏平に

（中間） なる。また尖端部は、研磨痕が

顕著に認められる。頭部側は、

自然のままである。

56254 56号 II イノシシ 中間 51.0 9.0 横断面は7X45mmの長方形を

誹骨 呈する。

幹のみ 遠位端側を削りとり、尖らす。

57255 57号 II イノシシ 上に 59.0 9.0 頭部、尖端部が欠損しているた

緋骨 同じ め左右不明。両側面に研磨痕が

（中間の 顕著に認められる。中間部の断

み） 面形は 9X 3mmの楕円形を呈す

る。
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図版番号 造構
府 素 材

残部
最大長 最大幅 加 工 状 況グリッド 状況

56256 56号 II イノ‘ンシ 中間 41 0 60 断面は頑部に近い方が 2.5 X 5 

右誹骨 mmの偏平の楕円形を呈する。先

中間部 端に近いところは直径 3.5mmの円

形である。尖端に近い部分は加

エが著し＜原形をとどめない。

56 257 56号 II イノシシ 頭部 21 0 7.0 孔径 2.1 mmを両面から穿孔する

のみ 頭部の断面は方形をなす。

加工痕は全面に認められる。

34258 34号 Il イノシシ 針先 26 0 55 小片のために左右不明である。

緋骨 のみ 横断面が5.5 X 3 mmで片面が若

干ふくらむ。

側面はゆるやかに湾曲する。

底面は若干、風化する。

56259 56号 II イノシシ 針先 27.0 3.5 先端の加工が著しい。

誹骨 のみ 小片のため、左右不明

髄空が確認できる。

18260 18号 II イノシシ 針先 22.0 60 断面形は 6X 3mmの楕いで尖端

誹骨 のみ の加工は顕著で片刃的である。

B-261 表採 イノシシ 中間 20 0 7.0 使用時のものと思われる。

誹骨 のみ 光沢が顕著にみられる。

中間部

55262 55号 n 同 上 同上 14.0 4.5 光沢が顕著である。

55263 55号 JI II II 20 0 4.0 光沢が顕著である。
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b. ヘラ状製品 (Fig.69)

イノシシの肢骨、大形鳥の管骨を約 8mm程の板状に加工したもので破片の状況から先端を尖

らすものと思われる。素材別にはイノシシの肢骨 (4点）、大形鳥の管骨 (2点）の計 6点 が

得られた。大形烏の管骨は、前者のイノシシの肢骨よりは薄手で、同じ用途かどうか、若千、

疑問が残るが形状が類似することから 1つにまとめた。以下、 Tab.60に記述する。

Tab, 60 ヘラ状製品出土 一屁 単位 ：mm

図版番号
逍構

屈 素 材
残部

最大長最大幅 最大厚 状
グリット 状況 加 工 況

B-264 M-2 I イノシシ’ 破損 28.0 60 2.0 表面と両側面はていねいに研

肢骨 磨調整される。

半戟

51265 51号 JI イノシシ' 先端 45 7 8.5 38 No 51266同一個体と思ゎれる。

肢骨 のみ イノ・ンシの技骨をたてに裂い

半戟 て研磨調整を加えたもので

本品はさらに先端を尖がらし

てポイント状したものである。

紫材の閲係で若干湾曲する。

51266 fil号 rr イノシシ 中間 37.0 98 20 上記と同様イ ノシシの肢仔を

肢骨 ＼ 縦に裂いて研磨、調整を加え

半戟 5.0 たもので、本品はさらに骨表

面にも研磨が施される。

56267 56号 II II ／／ 41.5 80 骨端部に近い。上記と同梯縦

半載 ＼ 割りにしている表面と両側面

60 の研磨痕は、顕著である。裏

面上部は自然面をそのまま

のこすが、下半分は研磨が顕

著にみられる。

B-268 表採 大形品 頭部 37.0 10 0 1.8 表面及び切削面を研磨調整する。

夕巨且目
頭部も識整する。全体的に光

半載
沢がある。

49269 49号 II // 中間 44.2 10.5 1 0 管骨を縦に裂き、加工したも

半戯 のである。

表 、 裏 面、 及び切削面とも

研磨が著しく 、光沢がある。

菊手の製品で、用途は不明で

ある。
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c 骨錐 (Fig.70)

骨の一端を尖らしたもので、素材はイノシシの肢骨とジュゴンの肋骨を利用したものに分け

られる。これらは別の用途をもつものと思われる。

・イノシシ

肢骨を利用した骨錐は、従来、主に尺骨を用いたものがほとんどであるが、本遺跡のように

それ以外の経骨 ・撓骨を用いたもの
（注2)

も、報告例がふえ
（注3)

てきた。宮古島長間底遺跡、沖縄市室川

遺跡等に報告例がある。以下Tab.61に示す。

Tab. 61 イノ シシ骨錐出土一覧 単位 ：mm

図版番号
遣構

／晋 索 材
残部

最大長 最大幅 加 工 状 況
グリッド 状況

18270 18号 II イノシシ 完形 83.0 24.0 右尺骨の近位端から％程を
右尺骨 （ほぼ） 用いたもので、滑車切痕の
近位端～。 下位までを斜位にカットし

て尖らす，
先端部は、 2面に識整痕が
認められる。

50271 50号 II イノシシ 完形 100.0 29.0 遠位端を カットしたもので
左腟骨 先端から 33.0血 程を斜め
近位端～。 にカットし、研磨調整した

もので、尖端部の調整は顕
著である。

09272 9号 II イノシシ 完形 88.0 23.5 遠位端と骨端部直下から、
左胚骨 近位端にむけて半裁しさら
～遠位端 に先端をポイン ト状に加工

し尖端部のみを研磨する。
全体として、湾曲する。

15273 15号 II イノシシ‘ 尖端 21.4 6.8 イノシヽンの誹骨あるいは尺
隆骨か尺 のみ 骨と思われるが、尖端部に
骨が不明 髄空が認められる。 尖端の

研磨が顕著である。

・ジュゴン (Fig.70)

ジュゴンの肋骨を用い、先端を尖頭状に加工したもので、本遺跡では、 12点出土した。出土

したものは大部分は頭部を欠失し、尖端のみを残すものがほとんどである。破片の状況から復

元すると82.4mmの大きいタイプと 125.0 mmの小さいタイプに大別され、さらに穿孔するものと

しないものがある。穿孔するものは、頭部に溝状の加工を有するもの (32279、61283)と有し
（注4)

ないもの (13284、61285)がある。 32279のような短いタイプは大原貝塚A地点に報告例が：

ある。
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Tab. 62 ジュゴン製骨錐出土一覧 単位： mm 

図版番号遣グリッ構ド 1邑！1 索 材 残状部況 最大長最大幅最大厚 加 工 状 況

2727 4 27号 Il ジュゴン 完形 125.0 15.0 13.0 若いジュゴンの肋骨を利用

肋骨 したものでほぼ、自然の湾

曲をそのままいかす。

頭部に 5ケ所の切削痕が認

められる。尖端部は若干、

丸味をおびる。

60275 60号 IV ジュゴン 頑部 121. 0 1 7. 3 l 3 7 大形のジュゴンの肋付を利

肋骨 欠損 用したもので全面に涸整痕

が縦位に認められる。火を

受けたためか黒化し、尖端

部は灰褐色化する。

光沢がある。

断面形は、楕円を呈する。

13276 13号 I1 ジュゴン 頭部 90.5 13.2 10.0 他の骨針に比べて細身であ

＇ 肋骨 欠損 る。火を受けたため灰白色

化する。上部は、黒化する。

No 13284と同一個体である(

55277 55号 Il ジュゴン 頭部 67.0 11.5 9.8 若いジュゴンの肋骨の遠位

肋骨 欠捐 端を利用したものである。

関整痕は明瞭で両面とも斜

位に認められ、断面形は楕

円である。

尖端部を若干欠損する。

57278 57号 Il ジュゴン 中間 33. 5 l 1. 0 I 0. 0 断面はほぼ円形を呈する。

肋骨 部の 全面研磨している。上、下

み とも破損しているが、骨錐

の破片と思われる。

32279 32号 11 ジュゴン 半歓 82.4 9.0 頭部から尖端まである好資

肋骨 料である。頭部に直径 4mm 

の孔を有し、巾 l.5 IDIIlの溝

を等間隔で 3条、施こすが

囲続しない。
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図版番号
遣構

尼i 素 材
残部

最大長 般大幅 最大厚 加 工 状 況
グリッド 状況

B-280 p -9 II ジュゴン 尖端 40.9 15.0 10.5 断面は榜円形を呈する。

肋骨 のみ 大形の骨錐U.J尖端と思われ

る。尖端部は使用のためか

つぶれている。

28281 28号 II ,, 尖端 48.0 9.4 7.5 断面は楕円形を呈する。

内 のみ 光沢がある。

60282 60号 IV ,, 中間 37.3 16.6 13.6 断面は楕円形を呈する。

部の 側面に涸整のための陵が認

み められる。骨全体の上部の

破片と思われる。

Nu 57278と同じ錐の破片と

思われる。

60283 60号 N ” 頭部 19.6 16.0 9.0 骨錐の頭部で上、下に各2

条の溝が囲焼する。下方は、

間に直径5.0mmの孔を有する。

孔は両面から穿孔する。

研磨は両面とも顕著である

が、表、裏、中央に自然面

を若干残こす。

断面は、長楕円形を呈する。

13284 13号 II 、／ 頭部 20.0 16. 5 11.5 頭部の断面は、長方形で中

間部では楕円形である。

直径3.7皿の孔を有し、両

面から穿孔する。全面の研

磨が顕著である。

他に加工痕はない。

60285 60号 IV ’’ 23.5 13.5 9.5 13.6 断面は、軸頂部が 3.0mmと

(3.0) 簿くなり台形状を呈する。

直径 5mmの孔を有し、両面

から穿孔する。

研磨痕は全面に顕著にみら

れる。
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d. ヘラ状製品 (Fig.70の34286)

ジュゴンの肋骨を利用したものであるが、先端部が扁平に加工され、ヘラ状を呈することから

前述の骨錐と別の用途のものと思われる。破損部で残存部の最大長81.0mm、般大幅34.Omm、厚

さ12.3mm、刃部の幅は3.5mmを計る。片面は自然面をそのまま利用し、裏面は半戟し、割れ面

を若干研磨する。刃先の平面観は丸みをもち、断面は両刃的である。 34号遺構II層10~15cmの

出土である。

B 装飾品（着装品）

装飾品と思われるものは、サメ歯有孔製品 (1点）イヌの犬歯有孔製品 (2点）、イノシシ

の犬歯加工品 (5点）、イノシシの肢骨の加工品 (2点）、クジラ骨の加工品 (3点）の計13点

で、出土拡は全体の 3分の 1程度の出土である。

a. サメ歯有孔製品 (Fig.71)

メジロザメ科の歯の歯根骨に近い歯骨側、製品のほぽ中央に直径2.2mmの孔を穿ったものであ

る。先端部は欠落する。裏面の基段部は研磨調整され、基端部はゆるやかに弧状を呈する。穿

孔後、研磨調整が施される。残存部の最大長13.1mm、最大幅18.8mm、重さo.n で、 36号遺構

II層50~60cmの出土である。後出の貝製品「サメ歯模造製品」との関連を考える上で貴重な資
（庄 1) (注5) (注6) (庄7)

料である。本品の出土は、 キガ浜貝塚、謝名貝塚、浦添貝塚、室川貝塚の沖縄貝塚時代前

V期の遺跡にみられる。

b. イヌの犬歯有孔製品 (Fig.71)

イヌの犬歯のほぽ中央にあたる歯根部に直径2.0mmの孔を有するもので、垂飾品の一部と思
（注7)

われるものである。出土例は室/II貝塚にある。

Tab, 63 イヌ犬歯有孔製品出土一覧
IJ1位： .. 

破 lll 法且 孔
図版番号 グリッド 屈 部位 加工状況

状況 最大長最大幅 たてよこ

B 291 出土地 ll イヌ 完形 30.0 7.00 3.3 3.1 他に加工痕は認められな

ク 不明 左下顎犬困 ''• 

40号 イヌ 35.0 8.5 2.3 2.1 孔は両面から穿孔する

40292 I 
lV 右上顎犬歯 完形

C イノシシ犬歯加工品 (Fig.71)

イノシシの犬歯を半戟、穿孔したもので 5点出土した。 4タイプの加工のしかたがある。以

下、それぞれについて記述した。

イ．エナメル質のみを利用したもの (13292)

イノシシのオスの左下顎犬歯のエナメル質部分を板状に加工したものである。破損部で基部

に近い部分を残こす。外縁に 1mm程の扶 りを入れ、内縁は角をとり丸みをだす。中央部は、基

部とそれより 20mmはなれたところに内面より穿孔する。孔径はそれぞれ2.0mm、2:ommである。研

磨痕は裏面及び側面に横位にみられる。残存長は28.0mm、よこ 15mm、厚さ 3mmである。 13号遺
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構II層の出土である。
（庄4) (注I)

イノシシの犬歯を縦に裂き、板状にしたものは、 大原貝塚A地点、キガ浜貝塚に報告例

がある。

ロ、半載して研磨したもの

34293はオスの左下顎犬歯を半戟し、内縁側を利用したものでほど完形品である。先端部は

欠損しているが、形状から尖がると考えられる。エナメル面は先端部から18mm程削り取られ

る。横断面は直径 6mmの楕円形をなす。本品は類例がなく用途は不明である。 34号遺構II層 5

~10cmの出土である。

ハ．孔を有するもの

10294、03295は孔を有するものである。 2個とも加工形態は若干異なる。 10294はオスの右

F顎犬歯を利用したもので先端部に約 2呻の孔をエナメル面に穿孔する。さらに外縁に扶り痕

が認められる。基部には数条の溝状痕と数回の剥離痕が認められる。これらの状況から未製品

と思われる。 10号遺構II層の出土である。

03295はオスの左下顎犬歯を利用したもので、基部及び先端を垂直に切削し研歴するもので

ある。穿孔は、基部側が端より 4mmのところに外縁と内縁に 4mmを扶りその結果、穿孔され

る。先端側は、象牙質面とエナメル面の両面から穿孔する。ここは断面が三角形を呈するため

に穿孔が難しいために孔の位置が若干ずれる。外縁を幅 2mm程削り取り丸みだすが、中央の15

mmを残こす。さらに先端部は22mm削ったために骨質部が露出する。研磨痕は横位が主体であ

る。 3号遺構II層 5~lOmrnの出土である。垂飾品と思われる。

二．牙を半切し穿孔したもの

50296はイノシシのオスの左下顎犬歯の基部側半分を利用したものである。孔は基部側が骨

質面とエナメル面の裏面に直径2.5mmの孔を外側から穿孔する。先端部は同様の面の他に横断

面の 3方からそれぞれ5.2mm3. 5mm4. 0血の外面から穿孔し、その 3ヶ所を約 1mm程で貫通す

る。前述した製品と同様、装飾品と思われる。 34号遺構II層20~25cmの出土である。

d. イノシシの肢骨加工品

B297は頭部の平面が台形をなし、その底辺から下に棒状に延びる。その幅6.8血を計るが下

部は破損している。頭部は底辺側に 2条の細沈線が施される。頂部も文様部分から欠落する。

残存部は最大長40.2mm、最大幅（頭頂部） 7.9mm、最大厚3.4血を計る。断面がL字状になるこ

とからイノシシの肢骨を利用したものと思われる。 M-2グリッド I層の出土である。

24298は、イノシシの長管骨を利用したもので、先端部に 1mmの間隔で 2条、中間部に 3条

の沈線がみられるが両者とも囲続しない。先端部はていねいに研磨される。用途は不明である

が、装飾的様相が強いと思われる。 24号遺構II陪10~15cmの出土である。

e. クジラ骨加工品 (Fig.71)

3個出土したが、 3個とも形状の異なる製品である。
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09295は頭部の形状が47mmX 55mmの隅丸の方形を呈するもので、下辺の中央から約18mmの軸

がのびるが先端部は不明である。頭部は約 3分の 1下方に大きく扶り入れ、平面はひょうたん

形のようなカープを描く。さらにこの部分から幅4.5mmの溝をめぐらし、中央部に直径 7nunの

孔を両面から穿孔する。最大厚は15mmで椎体のような骨を用い、表面は若干湾曲し、なめらか

である。裏面は一応調整されているが面はザラザラする。 9号遺構II層 5~10cmの出土である。

大型のかんざしのようなものと思われる。

10301は長方形に加工した、有孔製品で完形品である。孔は製品のほぽ中央に穿孔する。加

工面は全面とも海綿組織が露出する。大きさは長さ27.4mm、幅18.9mm、厚さ6.811mを計る。 10

号遺構II層 0~ 5cmの出土である。

06300はクジラの骨を板状に加工したもので破損品である。残存長は長さ 45.lnun、幅24.2

nun、厚さ7.0mmである。側面は両端部と上部に8.Onun程の研磨面が認められる。上部の断面は厚

さ11.8mmとL字状に厚くなる。これらの形状から彫刻骨器の末製品の可能性もある。 6号遺構

II層の出土である。
(tt8) (注9)

以上、これらと同じクジラの骨を用いた製品の出土する追跡は、渡喜仁浜原貝塚、古子原

遺跡である。

C 用途不明 (Fig.71) 

55287は、イノシシの右尺骨を利用したもので、近位端部を切除、加工し、肘突起から滑車

切痕にかけて加工し、丸みをおびる。全体として光沢がある。頭部にあたる遠位端は欠損し、

不明である。残存部は最大長80.3mm、最大厚14mmを計る。 55号遺構II層の出土である。

52288は、イノシシの右尺骨の遠位端を使用したものである。遠位端より 26mmのところに、

直径 5mmの孔を有す。孔は片面は完形であるが、他は欠損する。 一部は墨化する。残存部は最

大長31mm、蝠14mmを計る。現在のところ類例品がなく、用途は不明である。前述の製品の破損

部とも考えられるが明確でない。 52号遺構II暦の出土である。

14304は、イノシシの右撓骨の遠位端部の骨端を水平にカットし、研磨したものである。海

綿部が露出するが、遠位端に近い中間部に福 4mmの溝状痕が 2状有する。他に加工痕は認めら

れない。残存部は霰大長56.0mm、幅29.2mmを計る。 14号遺構III層10~20cmの出土である。

22305もイ ノシシの肢骨を縦位に裂き 、その面を研磨したもので、他に加工痕は認められな

い。残存部の最大長は49.8mm、幅17.Ommを計る。 22号遺構II層10~15cmの出土である。

D その他

a_イノシシの傷痕 (Fig.71)

60316は、イノシシの肋骨で、中間部に 2条の鋭い傷痕が認められる。 60号遺構IV層 0~5

cmの出土である。

- 159-



21307、53308は、イノシシの肢骨片で、前者は骨端部に 2ヶ所、後者は、中間部に数ヶ所の

打割痕が認められる。それぞれ21号遺構II贋 0~10cm、53号遺構 II層の出土である。 3点とも

製品の末完成か食用の傷痕のためのものと思われる。

b. ジュゴン (Fig.71) 

52302、42303はジュ ・ゴンの肋骨片で、溝状の刃痕と数回の扶り痕が認められる。これらは前

述の製品をつくるため未製品と思われる。それぞれ、52号遺構II層10~20cm、42号遺構II層20

~30cmの出土である。

第 4節 貝 製品

貝製品は、79点出土したが、そのうち利器や容器等の実用品と考えられるもの60点、装飾品

と考えられるもの19点で、前者の方が76%を占める。遺構別にみると60号遺構が14個 (17.7

％）が最も多く 、次に、 34号遺構、 50号遺構が6個づつでそれにつづく 。製品別にも夜光貝製

匙状製品が17点で最も多いが、これは材質上、破損率が高いためともいえる。Tab.64に遺構

別に出土状況を示す。

Tab. 64 貝 製 品出土 状況

実 fl! 品 装 飾 品

製品名 利 器 容 器 サメ歯桟造品 n綸 在 fl 
合石

符
U 螺 ス ＊ゴ 且 * a b ゴ サ マ タ トコP

イ
＊ 

＊うジ ラ ウ 匙 ラ
ク

状ク 力: ホ 製

" ガ ff 夕 サ
ィ ガ ラ ラ ラ

製 夜光flを日 イ ウ,<
製ガ

力 ウポ
イ ィ 力11 

ィ イ ラ ア遺構 完敬
品製 品未製 品製 製品未

莉 プ
uno イ

ィ イ ラ
ン イ H 品

メ）斧 形片 系ト 孔 プ イ ロ ハ 製製 製 製製 製

2 号 Il I I 
3 ,:; IJ I I 2 
6 号 n 2 I 3 
8 弓 u I I 
9 号 Il I 2 I I I 5 
13 乃 A l I 
22 乃 D I I 

23 I} 111 I I 2 
28 •} a I I I I 4 
31 号 Il I I 
32・'} I I 
34 奇 I I 2 I I 6 
10サ I 2 I l 5 
43号 I I 
44 乃 I I 
47 号 I I 
48 r; ・ I I 
50 号 I 3 2 6 

I I 
51り II I 2 
52 号 ll I I I 4 
55 サ 2[ I 3 
56 ,, I I I 3 
57 り I I I 3 
58号 I I I 
60 乃 IV I I I 2 I I 5 I I 14 

Mグリッド I I I I I 4 
Pグリット'II I I 
不明 I I 
合 計 7 9 6 6 7 I 12 5 2 I 4 I I I 5 3 z z I I I I 79 I 
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A 実用品

a. 利器

貝刃 (7点）、貝斧 (9点）、スイジガイ

製利器 (12点）、ホラガイ系利器 (7点）、

尖頭状製品 (1点）が出土した。

イ．貝刃 (Fig.72)

二枚貝の腹縁を押圧剥離によって力をつ

けたもので、貝種はチョウセンハマグリー

6点、スダレハマグリー 1点、の計 7点出

土した。刃の分布範囲をみるため、右図に

記号で示すことにした。なお、分類の基準
（注20) 

については、後藤勝彦氏の分類を基準と

し、記号をかえた。 Tab.65に観察を示し

た。また、 60316.60317腹縁を欠1月し、摩耗しているが、製品としがたいが参考資料として掲

／ ＇ 
⑧
 

②
 

Fig-66 貝刃模式図

①
 

げた。

貝刃は、シレナシジミ 、チョウセンハマグリ、リュウキュウマスオ等が報告されている。本
（注 l0) C庄 l!) 

遺跡の主体である、チョウセンハマグリの出土した遺跡は仲宗根貝塚、百名第 2貝塚、ヤプ

（江 l2) (注7)

チ洞穴遺跡、室川貝塚などの比較的古い遺跡に多い。なお、スダレハマグリについては、

今のところ報告例がない。

Tab. 65 貝刃出土 一 覧
1l1位 ：.... 

図阪
fl Iii 

Ii 右 it Iii 刃
遭構 癌レペル 附刃の範囲 儀 与

番号 依呵氏に店貨旦先
I l ← 

2-9 
523(~ 52サ U 10-15 + aウセンハマグリ 石 61.952 2 14 荒 内 2-9 内部IC!/<I雌がみられる。

(7) 

,J I ~9 月殻は風化する．内部

55310 55号 n ー チaウセンハマグリ 左 55.043.0 21 く 内く部まむで は 2ケ所に剥雌がみら

． 
荒 いこ

れる．(8) 

＇ 殷内紐面部にがも欠和1田鯖L. 不明。

60311 60'} IV 5 ~IO チョウセンハマグリ 石 530 452 16 荒
1~3 會 が 2ヶ所

I 
'1 "< みaらn,oれ-,,る。,._打,.311は深

1-9 
刃騒は森く人る．55312 55号 a ー チ9 ウセンハマグリ 左 56.052.6 36 II( 内(6-9)

(8) 

n 20-30ト明（マルスダレガイ科 0-4 會

附刃力哨il『ばまでおよふら

43313 43'} 右 43.241.0 6 /;i r;,4 -8は欠Illのため

不明。

28'} ll 0-5不明（マルスダレガイ科

1-6 附>Jは後廿給まておよ

28314 左 58.548.6 19 荒 • 6-9 • 
ぶと思われる。

(s) 

B315 M-0 I スダレ，、マグリ た 540 41.5 II 荒 4-8 '/JI鱚は明瞭である。
(4) 

腹縁が欠落L、庫耗す

60316 60号 IV ― シレナシジミ li. 46.0 51.5 る。刃器ではない。参
>,I'! 料と Lて掲げた。

60317 60号 IV ― シレナシジミ た 635認.5 同 .J: 

注： r附刃」の項 （ ）内は段階を示す。 •印→穀捐する．
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ロ． 螺蓋製貝斧

夜光貝の蓋の薄い部分を打ちかき刃をつ

けたもので、 9点出土した。本品も前記と

同様、刃縁の幅をみるため Fig.67に模式

図を示 し、刃の分布範囲を Tab,66に示し

た。附刃は③～⑭に及び、とくに④～⑭に

附刃率が高い。附刃の範囲にみると 4段階

-2個、 6段階ー4個、 7段階ー 1個、 9

段階ー 1個、10段階ー 1個、本遺跡では 6

段階のも のが主体を示す。

⑫
 

⑮
¥
 

⑯ 
①
!
 

④ 

ー
⑨

⑧
 

縁刃

＼
⑦
 

Fig.57 螺蓋貝斧模式固

Tab. 66 螺蓋製具斧 出 土
単位 ：mm、9

図版 法 紐 附 刃 の
迫 構 筋 加工状況及び備考

番号 たて よこ 直屈 範 囲

31号 60 
4~8 内面は岸耗が著しく 、外面も

31318 II 5.3 64 
(4) 剥離する。

5~9 * 
13319 13号 II 5. 7 6.0 70 9-15破拍 風化が著しい。

(4) 

22320 22号 6.0 
7~14 

風化が著しい。II 6.1 85 
(7) 

02321 2 号 5.8 7.3 
4~10 ． 刃縁は自然に割れた感を受け

II 110 
(6) る。

8.1 
4~10 

60322 60号 IV 7.1 170 
(6) 

03323 3 号 80 210 
3~13 

II 85 
(10) 

47号
3~12 

フタはわりとしっかりしている。47324 II 6.3 8.4 135 
(9) 

40号
3~9 

刃縁の中央は欠損 している。40325 IV 7.5 8 1 135 
(6) 

3~9 • 破損 してい るため、刃の全形
B-326 P-3 I 7.4 5.3 110 

(6) は不明。

注 ：「附刃」の項 （ ）内は段階を示す。 • 印→破捐する。
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ハ．スイジガイ製利器 (Fig.73)

本品は体層を有するもの 9点、突起のみ

6点の15点が出土した。そのうち、第32号

遺構、 48号遺構では炉の直上の灰層から出

土した。 2点 (32333.48335)とも火を受け

たためか、風化が著しい。とくに32333は

PL.29-2のように炉の直上からふせて出土し

た。破損品の中にも火を受けたために墨化

したものが、 4点みられた。本品の用途を

考えるうえで重要な手がかりとなるもので

ある。 Tab.67に観察を示した。分類 ・計 Fig.68 スイジイ製利器突起番号及び各部の計測
（江 I3) (上原紆氏による。）

測についてはFig.68に示すごとく上原

c' 

②
 

氏の分類を引用した。本遺跡から出土したものは体層の有するものは明瞭な附刃は認められ

ず、また、破損品はNo.1突起に附刃が認められる。以上のことから前者は未製品かあるいは

No. 1突起が欠損しているとみるか、それとも利器以外の用途を考えるべきか。今後の資料の追

加を侯ちたい。

Tab. 67 スイジガイ製利器出土一屁
い位：ー..

図松 汀伏史起の保＃状況 影｝）郎の鴨氾体 郎 の 孔 各郎の It 倒
遺讚層 V"'t,,l,, 鳩 9 

昌 lj ,, ① (j)c(!)⑥ : : ~;'; I ~ I ~ I • b I' d , 'I, 

t一← 汗-↓-―ー・1.一
平貞 塩 ！ 火を受けたため墨水

60327 60'J IV 10-20 A - - - -— 輝 一 I 96 - - 40 

J) JJ I— ' する．

. - 刃I • 一

I 
' 'I'I~ ,. I'  I I I 紐 IJ'tT証 1の

52329 茨 tJ O 5 -10 • - -― 鑽 i.-I - - - - I ao - - - -l 4 
}} JJ J.J l 」 突とかうたがわしい

I ' 山 ！昌I I 火を受”たためか．56330 56'} n s -10 • - - - 鯛; - - - - 7.2 40.0 - - - 30 

}J }J JJ t ' もろい．

I I I l}Jllがlil!llしている

50331 ,> 'l D al-おI.. - - - - - "' み1 鴛 + I_ I一, I - - 8.0 364 ― I I 30 l火化たすめを形受る。状け+て~、 I.灰鳩色

I 
, r,"'上―ー―9負□I ! -1. -1 I i やのス4ジガイと

28332 28号 n 10~ 20 • - - - -― 薫 ― - 35 39 -1 4 われる．
}J JJ }J . がひらいている．

52333 52'} D 10~15I △ " 'I l' △ △|― 詞一.馳C 円—I 25 • 129 Iエ97.2618-13301炉岱;ぼの衰磁~t芯"i,か1ら協出(芦如＋． 

i I 1一，
48334 4o 号 D 20~20 △ X X △ △ △ I ― - (j I -双C Pl 400 ℃"I' " 亡,"'・1/• 2 8 I61 8 - 460 /LにがけのたI嗣H直たのこめ上ffてかIC贔ill灰らの"色出帽火土化を円すす受、るる

, ~I _ I 

孔のみ加工、他R:'.1.D 
32335 32号 n伯~SJA , , I ,'' I --I Ii -1c l'l 3 01 &O s1. 0 I I - s10 

_ 1 I l駁 u I ェ如認められない

C J ] iil<l.5.6の突ビはて

28335 おり D 10~ 15 x x >< x )( -,, - -I 門―駁 円 2.68 196113 s 20 5lsa o 49.2 - 455 炉味い碩をねいお上にびか爛るら。整出さ土れす九る

△ ~ 穴があった感もう＂

40337 40号 JV 5-10 切... l , , , △ △ ― ― 打 一 霰ftlの11-<'明 39.B a• - - - uo 風!fれ化面が鵬る．著もかしいけ．る．

C .F影J 孔-330 >< 31 0の凰
40338 40号 JV - X X X △ △ △ - - ff - fi '-31 o -)I  a2 - - - 300 

履円 化が~ しく 他Iが不明

@ • —半欠突Ii!. ー完全IC(位.x-全欠引突Ii!(I caヽり後のも含めた• 〉

e
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二．ホラガイ系利器 (Fig.74)

本品は、チトセボラ (3点）、ヒメイトマキポラ (2点）、イトマキボラ (1点）、不明 (1

点）の計 7点、出土した。殻軸の先端部を加工研麿し、附刃したもので、さらに殻口をある程

度、打割によって切り取り、そこから殻軸にかけて、ほぽ垂直に殻を加工する。そのうえで体
（江4)

層部に 1~ 3の孔を穿する。本遠跡では 1孔のものが主体を示すが、 大原貝塚では 4孔の例

もみられる。用途については不明である。これらの製品は、殻口が平均76mm切除され、そこか

ら殻軸近くまで垂直に打割調整する。殻軸では元にもどり、先端は両面から研磨調整して附刃

する。孔は殻口直上、附刃面の表面に穿孔する。以上の点が共通する。さらに孔については一
（庄4)

孔のも のが主であるが、他に 2, 3, 4孔の例が報告されている。出土例は、 大原第 1貝
（注 14) (注 15) 

塚、熱 田 第 2貝塚、犬田布貝塚にみられる。

Tab. 68 ホラカ イ 系利器出土一毀 単位 ：一、g

図 版 扱存 法 l,l 刃先 礼径

遺構 防 且権 加 工 状 況
番 号 状況 骰屁 殻径 fillit 切帖 形状 たて よこ

体吊に3つの孔を有する。最初の孔は
完

両
① 15 7 13 0 殻口の碩上に位ll'1する。等問隔の3つ

イトマキ
の孔を有する。

28339 28号 Il 147.6 62 4 129 l l 0 c13.0 13 0 
殻口から10.6aまで割り、そこからさ

ポラ 刃
形 ③ 14 0 15.1 らに巫直IC殻軸に向 って打割し 、殻軸

紬では除々にもとにもどり附刃する。

完 殻口から 9.9"'まで打割。前者同様の
ヒメイト 曲

60340 60号 IV 157 4 54 0 110 7.9 25 24.0 殻紬を潤整する。
マキポラ 刃

形 孔IJ牧口の直上

ガ
打割チトセ

部
殻口から 80を切除する。体局は前者

60341 60号 n 39 10.2 必て 14.7 19.3 
ポラ 欠

不明 と同様の加工。未製品か
相

刃
風刃
化の

ヒメイト

欠部 1 1 2 4 
の状 ① 28.8 34 2 殻頂部欠川。殻口から 6.3 .. まで加工。

34342 34号 a 46 69 破ll1
認マキポラ c20.5 25.0 体崩の切除、前者と同様

捐 附ll/J

刃
破チトセ

部欠 1 2 0. 5 
殻0から 7.6.. 切除する。

52343 52号 a 46.5 34 9.7 21 0 21 5 
ポう 相 体吊の切除は前者と同様。

担

風
lj 化

チトセ

= 元ぼ 1 1 2 0 
の

51344 51号 n 37.4 40 6.2 た 16 14 殻口から 6.3... を打割。
ポラ め

形 不
朋

ガ
殻袖のみで殻軸の先端を1.11工し、附刃

イトマキ
部 9.48 

片 する。上部に他の製品と同様のIT割悶

B-345 M-3 I 30 9.7 刃 整が認められる。体彫に他とほぼ同様
ポラ

の
の加工が施されるであろう。貝殻は若

み 的
干風化する。
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ホ．尖頭状製品

B379は、ゴホウラの殻口の最も厚い部分を棒状に切りと ったもの、殻頂の反対方向を、尖

らした製品である。内唇面は研磨が著しいが、他には認められない。先端はジュゴン製骨錐と

同様にゆるやかに尖る。残存部の最大長10.2mmを計る 。 M-5 • 7 グリッド I 層の出土であ
（注 4〉

る。大原第 1貝塚にイモガイの体階を利用されたものが報告されている。

b. 容器

容器と考えられるものは、匙状製品 (20個）、ホラガイ有孔製品 (4(固）が出土した。

イ．夜光貝製匙状製品 (Fig.75)

本品は、製品と明瞭にわかるものは (5点）、未製品 (12点）が得られた。製品の保存自体

が悪く、すべて破損品で全形をうかがえるものは、得られなかった。以下、 Tab.69に示す。

Tab. 69 夜光貝製匙の出土 一 既

単位 ：mm、9

番
粕 1残存 法秘 1 1図版

迫構
蚊大長最大幅重位I 

加 工 状 況

号 状況 番号

I 50号 n 破拍 68 0 32 0 324 0 小小整め型の夜光貝を使用、外殻の突起を研磨調 50346 
する。

2 6号 ]J 
型の夜光貝を使用、因緑は打割調整が認

06347 
られものこりはよい＾

3 6号 n I ,, 43 2 33 0 6 
貝の外形を除き真珠陪のみが残り 、研磨痕

06348 
は周縁、外面に非常に顕著である。

I 貝の殻口の部分で匙の柄の部分にあた る。
4 50号 Il n 46.0 336 6 

突起部の加工が顕著である。
50350 

5 3号 n ,, 50.5 14.0 7 
外殻の突起部に研磨痕が認められる。火を

03351 
受けたためか、灰色を呈する。

6 34号 I] ,, 44 0 49.0 26 
匙の身の部分、外殻の突起、外表/('I及び困

34353 
緑に研磨が認められる。

7 50号 I11 ,, 39.0 3 l.5 I 5 
緑の部分の加工痕が額著で外殻方向に合4位
に研磨する。他に 3片破片有

8 23号 II ,, 39.5 32 3 ， 周縁及び外殻に研磨が顕著にみられる。 23349 
I ， 9号 II " 33 2 55 01 15 

周緑1こ研磨がある。突起部は打割調整され
る。

10 34号 II ,, 34.0 46.0, I 14 Iふちの部分、外殻に研喧痕が顕著にみられ
る。

11 9号 II ,, 58 8 39.8 16 周縁の一部は打割調整が認められる。

12 40号 IV ,, 69.4 30.6 29 
突起部が研磨され、周縁に打割調整がみら

40352 れる。

13 50号 II ,, 78.5 52 4 58 貝の殻軸の加工がみられる。未製品 50354 

14 50号 II ,, 83 3 37 3 26 突起の切削が顕著にみられる。未製品 50355 

15 34号 II ,, 103.9 61.0 62 
周縁は荒く調整されるが、他に加工痕はな

34356 
い。未製品

16 56号 II " 91.8 37.3 30 
外殻の突起部分を半分程度、打割調整する。

56357 
その殻□側に研磨がわずかにみられる。

17 9号 n ,, 123.0 51 0 55 突起部に打割調整が認められる。未製品
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ロ．巻貝匙状製品 (Fig.75)

44358は、巻貝の体庖を利用したもので、破損品で残存部の最大長64.5mm、最大幅31.0mmを

計る。厚さは3.5mmの薄手で周縁及び外面ともていねいに研磨されている。研磨が著しいた

め、貝種は不明である。 44号遺構II層10~20cmの出土である。

57360は、ゴホウラの体陪を縦位に切り取り 、周縁部をていねいに研磨調整したもので、ほ

ぼ完形に近い。たて80.0mm、横49.0mm、厚さ49mmやや厚手である。外殻と周縁に研磨痕が認め
(It!) 

られる。浅い容器で、形状はキガ浜貝塚の夜光貝の「クッベラ状製品」に酷似する。57号遺構

II陪の出土である。

60359は、前述と同様ゴホウラを用いたもので、螺塔から体層に縦位に切り取り、碗状にし

たものである。殻頂部付近は打割痕が明瞭に認められ、貝輪の未製品とも考えられるが、側面

の状況から容器としての可能性が高い。 60号遺構IV層10~20cmの出土である。

ハ．ホラガイ有孔製品 (Fig.76)
（注 I6) 

ホラガイの内唇近くに 1~ 2個の孔を有するもので、 民具事例にヤカンと報告例があ

る。本遺跡では、 2孔のもの 3例、 1孔のもの 1例が得られた。これらは、孔と反対側の体陪

が風化している（火を受けた？）点で共通し、民具事例を裏付けるものと思われる。

以下、 Tab.70に観察を示す。

Tab. 70 ホラガイ有孔製品
単位 ：mm、9

即版 ① 孔 ② 孔
遺構 陪 レペル 殻長 殻径 直品 カII 工 状 況

番 号 たて よこ たて よこ

孔は 2孔とも複孔で横桁円である。

09362 9号 II 5~10 25 0 85.0 18 0 13.4 21 0 16.0 20.6 体,~は大きく 、破捐する。殻頂近

くは、火を受けためか、風化する。

体侶部が大きく欠浴する。殻□反

57363 57号 I] 10~20 25 8 13 5 635 20 0 27 2 18.0 21 9 対側のら塔に火を受けた慇を受け

る。殻頂は欠落し、丸味をおびる。

孔は他に比して大きい。突孔の失

34364 34号 II 10-20 28.9 16.0 690 50.3 55.4 
敗によるものかと思われる。

殻頂は09362と同様、丸味をおびる。外

殻に風化が認められる。ひ＜を受けた？）

破捐品である。

23365 23号 n 30~35 19 0 86.0 80 0 12.5 24.0 孔が内唇よりのことから、2-fLタ

イプと思われる。

注： 孔の位骰 ①→内唇に近い方を示す。

R→それ以外を示す。
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B 装飾品（着装品）

装飾品と考えられ るものは、 サメ歯模造製品ー 8個、 貝輪 ー 5個 、 符状製品 ー 2個の15点であ

る。以下、各項に述べる。

a. サメ歯状模造製品 (Fig.77)
（注 l7) 

サメの歯を模した製品で 8点出土した。本品については竺島氏は 、こ れらを大きいの

を aタイプ、 小 さ いのを bタイプと分類している。本遺跡の場合、 aタ イ プ に 相 当 す る も の は

613671の 1個で、他はbタイプに属する。この中で60369----60373の 4点は大きさをみると aタ イプと

も思えるが、 3辺の長さが異なることから bタイプの範疇に含まれる。従って、 bタイプは、

同13367→ 8367→ 60369、 60370、 60372、 60373に簡素化するものと思われる。骨製品の有孔製

品もこのタイプである。以下、 Tab.71に示す。

Tab. 71 サ メ歯模造製品 り1位 ：,,,, . 

図版 法 位 孔
遺構 的レペル 分類 加 工 状 況

番 号 ① 辺 R 込 R 辺 厚さ 外径 内径

品辺ICI0-11のきざみ痕が認められる。人面にア
パタを呈し、且の自然をそのまま桟す。辺面にも

60366 60号 IV 0/5 a 314 42 2 43 3 5.0 30 15 且の成長線が有り、1曲名の状況から、コ、ホウうと
思われる。基部は横位、他は余1位に研府が顕若で
ある。｛しは裏面から穿孔する。6.5~ 

29.8 
27.0 

杖面IC且の目然面が認められ、は；が中央にゆるや
快り有 7.0 2 91かに湾曲した突起がある。紅面に同じく成長線がB 367 不明 D - b あまり朋印 29.3 45 

扶り布 (3.1) 顕若にみられるが、n種はわからない。孔は,,,,]面

でない。 から穿孔するが、主に裏面からである，2Jg、イクイプ。

22 7 
27 7 I I N. 曲はJlの成長線が8鐸 で、シャコ カイ科のもの

b 扶りらしき 21 0 
B 368 M-3 I - 5.2 65 38 と思われる。鏃と同様に人面に陵をもつ、火面に

もあり、ゆ は貝の0然面が岩干認められる。yにK面から穿

るやか 快り有 シ;• ープ 孔する。32 9、ロタイプ。

IV 1-
318 34 a 39.0 I I 

60号
．゚，除々に細く

断面はシャ断面はシャ 尖端欠狽する。且の成北線が認められる。且権ぷ
60369 

なるカドを ープに刃状ーブに刃状 30 55 29 明。及面は必部以外の他 2辺に陵線が明瞭である。

もつ をなす をなす 裏面も同ばである。孔は及面が大きい。 36 g、
0 0 ハタイプ。

I 

I 30.4 33 6 39.1 成長線は 60373と類似する。陵線は裂面の方が
60370 " ,, - ” I 0の駐み 2 8 4 5 30 明瞭である。 孔は複面—Jl.ilii ヘ穿孔する。 3. 5 g、

匝さ 0.5 がある。 シャーフ ，，、クイプ。

i 

,ヽ - I " 31 0 35 2 38.4 貝の成長線が認められる。表面は必面に比ぺて陵
60371 ‘’ I Iの駁み 紋もシャー 2 8 5.6 40 はりl脱でない。 fli1袖Ji!iiからあける。＆面に穿孔

似さ 0.5 
がある。 プ 痕が認められる。3.7 g、ハクイプ。

！ 

30.2 33.0 
39.2 

陵線は表 ・裏面ともゆるやかである。孔は両面か
最もシ...— 60372 ,, 

‘’ ― ” 若干細くな プ
3.2 5.1 45 ら穿孔するが若干ずれる。裂面一部に自然面がみ

カドをもっ
る。 若干湾曲

とめられる。 4I g、ハクイプ

28.5 31 6 36.6 及裏面ー2長辺はゆるやかな陵線がみられる。

60373 ,, 
‘‘― " I 2の厚み シャープ 32 5 I 45 孔は両面から穿孔する。裏面の先端に成長椋が認

カドをも-:がある。 若干湾曲 められる。 3.4 g、ハタイプ。

注 ：計測の場所は①→碁 部
R→その次
＠→最も長いところ
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b. 貝輪 (Fig.78)

貝輪は、ゴホウラ製ー 3点、サラサバティ製ー 2点が出土した。

イ ゴホウラ製貝輪 (Fig.78)

ゴホウラの背面を利用したものは60374、06376の 2例、腹面を利用した07375の 1例であ

る。以下、 Tab.72に示す。

Tab. 72 ゴ ホウラ製 貝 輪 単位 ：mm、9

図版
遺構 陪

妓 妓 蚊
団拉

使用
番 号 大長 大幅 大駐 部位 /JII 工 状 況

60374 60号 IV 71.4 21 5 23 6 背面 内、外縁もと研も磨研調昭整が顕著に認められる。さ
らに外面 がllli著に認められる。

06376 6号 II 71.5 17.8 7.3 22 腹面
上記は比して岸い。外面は全面に研磨痕が認められ

全風。内化栓が窃著郵し面いは。丸味内を刃お滋び豆る：•が外緑は若干角をもつ
09375 9号 II 60.0 13 0 5.4 4 背面 も加工痕が明瞭に

認められる＾

ロ サラサバティ製貝輪 (Fig.78)

サラサバテ ィの殻底部のコーナーにあたる部分を利用してつく ったもので、ほぼ半円の状態

で残存する。 57378は端部が有り 、半円状の形をなすと 思われる。 Tab.73に示す。類例は、
(!! I 8) (注 I9) 

古座間味貝塚、古宇利遺跡にみられる。

Tab. 73 サラサバティ製貝輪 単位 ：mm、9

図番 版号 遺構 陪 贔
i汝 蚊

重 加 工 状 況
大幅 大厚

外殻は全面研磨する。とくに殻底とコーナーの部
08377 8号 II 49.0 7.4 5.5 6 分は顕著で、コーナーは丸味をだす。内緑部も研

磨し、丸味をおびる。

57378 57号 II 62.3 16.0 6.3 26 外す径る。6切0削、面内径は殻3底8の側孔はす丸を体味る肪を端側出にし有、体L倍、両側面はか内半面ら穿に円孔傾状

斜にすなるる。と外思殻わはれ全ふ面研磨 。 部が明瞭られ、

c 符状製品 (Fig.77)

巻貝を縦位に切りとり加工したもので、 2点出土した。

60380は、小型の巻貝の外唇のひだ状の部分を長さ20.5mmX幅5.5mm、厚さ2.5mmの長方形に

切り取ったものである。外殻及び切削面は顕著に研麿される。類例はない。 60号遺構IV層の出

土である。

55381は、ゴホウラの外唇近くを利用したもので若干破損する。最大長さ43.5mmで、最大幅

13.3mm、彫さ4.3mmで隅丸の方形を呈する。片側の側壁に研磨痕らしきものが認められる。類
（注9) (注6) (注 I)

例は古宇利原遺跡、浦添貝塚、キガ浜貝塚に報告例がある。 55号遺構II屈の出土である。

C. その他 (Fig.78)

56382は、 トミガイの滑層の部分に研歴が認められるもので他に加工痕はない。最大長39.5
（注 I9) 

mm、最大福26.0mm、最大厚21.5mmを計る。 56号追跡 II層 5~ 10cmの出土がある類例は古宇

利原遺跡にある。孔を有する点で異なる。

58383はマクラガイ科の貝を用いたもので、殻頂及び殻口が磨滅する。人工品かどうかに最

大径12.5mmを計る。 58号遺跡II層35~40cmの出土である。
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51384は、ホシダカラの殻口の一方を、 44.0mm程、打割し、殻軸を除去 したものである。

背部は風化が著しく 、他に加工痕はない。最大長85.0mm、最大幅59.2mm、高さ 47.5mmを計

る。 51号遺跡II屈5~15cmの出土である。

40361は、ゴホウラの体陪を除去し、背面を残したも ので、殻頂の打割調整は顕著である。

外殻面は風化が著しく、もろい。最大長142.2mm、最大幅129.6mm、重址375gを計る。前出の

貝輪の未製品とも思われる。 40号遺跡IV層の出土である。

第 5節石製品

34386は、石灰岩を加工したもので、平面形は長さ38.0mm x幅29.0mm、中央部が若干ふく ら

みを持つ方形状を呈し、断面はカマボコ状を呈する。ほぽ中央に、幅9.0mmの溝をめぐ らす。
（江 I)

内部は空祠をなし裏面は離れる。類例はキガ浜貝塚の C地区第 3陪に出土する。但し、中央

に溝状痕がない点が異なるが、中央に空洞を有する。素材が同一である点で酷似する。
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第 6節貝 類

本遺跡では、発掘時に肉眼で観察できるものについてはそのまま採集したが、 22 · 23 ·40•

44• 49・50・58・57・60号遺構では土ごと採集し、水洗い選別を行うことにした。しかしなが

ら、後者については水洗いを完全に終ることができず、ここでは前者についてのみ報告する。

なお、後者については、後日、機会を得て報告したい。

出土した貝種は27科67種、不明 1種である出土総数は2996個で自然遺物全体の63.2%にあた

る。層別には、第II層が248個 (84.1%) と最も多い。各遺構別にみると28号遺構 (10.0%)、

6号迫構 (9.0%)、34号遺構 (7.8%)、12号遺構 (6.4%)の順になる。

棲息地別の出土状況は Fig.69に示した。これによると陸産貝が83.7%と圧倒的に多く 、次

に潮間帯砂底6.4%と続くが他は僅少である。陸産貝については食用にしたかどうか、今後検

討を要するが、出土拡が多いこと、集中して出土しないこと（自然死の場合は凝集する場合が

多い。）から 、本遺跡の場合、食用の可能性もありえる。いずれにしても、今後の資料の追加

を侯ちたい。また、チョウセンサザエ ・夜光貝の蓋も殻より多く出土している。これらの貝の
(/119) (注 l8) 

調理方法を知る 一つの手がかりと考えられる。このような遺跡はガジャンビラ遺跡、 古

座間味貝塚などにみられる

Tab.74 シヌグ堂遺跡貝類組成

Tab.75の説明

1 . 棲息地の記号は下記のとおりである。（棲息地に ついては主に、白井祥平 「原色沖縄

海中動物生態図鑑Jを参考にして他から補充した。）

A. 潮間帯 a. 砂底

B. 潮間帯付近 b. 細砂底

C. 潮間帯下 C. 砂礫底

D. 浅海 d. 岩礫

E. 淡水 ・河川 e. 岩礁

f • サンゴ礁

g_泥底

2. 最少個体数の箕出は下記のように行なった。

① 二枚貝は左殻と右殻に分け多い方を最少個体数とした。

② 巻貝は殻頂有するものを最少個体数とした。

③ 巻貝の中で、チョウセンサザエ、ヤコウガイ、カンギクについては殻と蓋に分け、

多い方を最少個体数とした。

3. 貝の種の同定は、当教育委員会報告の各遺跡のサンプルを比較しながら下記の図鑑を

参考にした。

① 白井祥平著 「原色沖縄海中動物生態図鑑J1977年新生図む

② 波部忠重 ・小管貞男共著 標準原色箇鑑全集 3 「貝J1977年保育社

③ 吉良哲明著 増補改定版 「原色日本貝類図鑑J1964年保育社

④ 波部忠重著 『続原色日本貝類図鑑J1962年保育社
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Tab. 75 貝類出土一覧

~ 
I u 麻 m層 lV 洒 I 

暦 1号 2号 3 f} 5呈6号 1号 8号 9号JOI} II号 12号 13号15呈1B叫悶21号 22岱 3号 24号25号如c28号 31号 32'} 

“ 
号bs~36~38 号御号 45号ks号47号50号52号 ~3号~5号 誌号 57号IP-9 P→ 0小 計 b—10 晒 t9号4吟 姻 紐 小Itその他 合計 棲且地

） ックノハ科 オオペッコウガサガイ 2 2 I I 6 6 A d 

2 ムラ サキウズ I I I 

゜
I C f 

3 什う廿9ヽ ’`そ／ 2 2 I 3 2 1 ， l 12 C I 

4 リュウテン科 ヤコウカイ I I I l 2 3 C f 

5 ” のふた I I ！ I I 4 l 6 

6 チョウセンサザエ 5 6 I I 41 2 I 2 I 2 5 2 1 2 30 I 36 C f 

7 “ のふた ， I I 3 I I 2 I I 6 21 2 I 5 5 2 I I I I 2 3 2 IO 59 I I I 70 

8 アマオプネ科 アマオプネ 1 I I I 3 3 A d 

， オオアマオプネ

゜
0 A d 

IO ニシキアマオプ不 I I I I A 

II コシクカアマガイ I I I 
＇ 

1 

12 コマフ ーブ令科 コケ＇ ーナ I I I I 2 5 .J 1 I 13 2 16 A 

13 ゥミニナ科 I I 〇 I I 

14オーノツノカイ和 クワノ ミカ ーモ リ I 1 2 2 A d 

15 ミッカドカーモリ I 

゜
I I 

16 ソデガイ科 オハグロガイ I I I I ? I 2 I ， I 11 C a 

17 マガキガイ II I I 3 2 I 2 6 I I 2 I 8 8 2 5 4 2 1 I 7 4! 6 8 2 87 I I I 2 I 01 A C 

18 クモガイ I I 2 4 4 C a 

19 ゴホウラ I 

゜
I 1 C a 

20 スイジガイ t 

゜
I I C a 

21 タマガイ科 トミガイ I I I l 3 3 a 

22 0 ウイ 0 トミガイ I 

゜
I 

゜
a 

23 クカラカイ科 ハナマルユキ I I 

゜
I I Cd e 

24 フジダカキイロダカラ I I I I 2 I 2 C 

25 ヤクジマダカラ I I I 2 2 C f 

26 7ジッガイ科 ホうカイ I I ， I 1 4 I I 5 C （ 

27 アッキガイ科 シラクモガイ 2 3 JI ； I I JO 10 D e 

28 ガンゼキポラ I I I I I I C f e 

29 レイシ

＇ 
I I I I l 

30 ツノレイシ I 

＇ ゜
I 

31 イトマキポラ科 チトセポラ I I I I I C f 

32 ナガイトマキポラ I I I I J C d 

33 リュウキュウツノマ ク I I I I I I • 2 3 D e 

34 ヒメイトマキポラ I I 

゜
0 C e 

35 オ ーコプシ1斗 コオ ーコプシ 2 I I I 3 Cd  e 

36 オニコプシ I I 0 0 C e 

母
イモカイ科 サヤガクイモ

＇ 
I I I A d 

イボ・ンマイモ I I I C d 

灰 つダライモ JI I I A e 

逗 コマダライモ l I II I I I 5 I s C d 

41 アンポンクロザメ I I ！ 2 3 C a 

42 イモガイ不明 2 I I 2 4 I 7 

43 タケノコガイ科 キバタケ 2 2 D a 

44 オーノツノガイ科 コオロギガイ I I I A d 

45 陸 産 且 79 71. 18 I 2 36 239 B I OE I 183 I 46 3(J 05 98 5 264 2 277 34 54 82 I 5 70 5€ I 27 28 2 2 I 2.095 75 9 32 I 0 4 258 46 2,478 

46 フネガイ科 エカイ I I I l l I I 5 5 C d e 

47 リュウキ ュ ウサルポウ 2 I I I I 4 6 C a 

48 ゥミギク科 ウミギク I I I I I C d 

49 メンガイ i I I I I , I 2 2 C d 

50 ソキカイ科 ウラキッキガイ I 
＇ 

I I I I C C 

51 シャコカイ科 ヒレジ ャコ I I I I C I 

52 ザルガイ 科 リュウキュウザルガイ I I I I I I I C a 

53 マルスグレ科 チョウ セ ンハマグリ I I I I '2 I 2 2 I 2 I 3 15 I I 1 1 I 3 I 20 0 a 

54 サうサカイ I 

゜
0 D C 

55 ケマンガイ I I I I I A C 

56 ホ‘ノスジイナ '11イ I I I I I I 5 6 D a 

57 スダレハマグリ

゜
I 11 2 2 D d 

58 ソノワケグリ I I I 2 D a 

59 アラスジケマンカイ I 111 I I I I I 2 2 l 2 I I 14 l l I 16 D d 

60 チ ドリマスオ和 イノハマグ 1J 2 I 6 I 22 I 1 4 2 I: I I 2 I I 5 2 2 2 I 11 I I 11 I 42 I I I I 5 49 A a 

61 バカガイ科 リュウ キ ュウバカガイ 2 

゜
2 C a 

62 ペーハマグリ l I I 

63 ')ュウキュケスi マスオガイ l I I I I 4 7 8 C a 

64 リュウキュウマスオカイ I I I 32 4 3 I I I 5 4 I 19 I 20 A C 

65 -ッコウガイ科 リュウキュウ ・ンラトリ I J I 2 C a 

66 シジミガイ科 シレナシジミ 1 I I I I I I I 3 4 I I I I 2 5 I I I 23 l I I, 4 5 2 30 E g 

67 ツヤギセル I I l 

68 不明 I I ！ I 1 I I 7 I I 8 

合 計 13, 83 24 w 40 270 I If I 2! 3 191 0 I , 60 I 47 112 2109 12 301 5 l l 320 43 65 0 0 97 4 2 I 9 77 77 160 48 2 28 3 2,516 I 77 94 37 12 63 284 63 2.995 
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第 7節 脊椎動物遺骸

脊椎動物門 Phylum VERTEBRA TE 

I 軟骨魚網 I Class Chondrichthyes 

1. サメ目 1 . Order Lamniformes 

科 ・属不明 Fam.et gen. indet. 

II 硬骨魚綱 II Class Osteichlhyes 

1. ウナギ目 1 . Order Anguilliformes 

ウッポ科 Family Muraenidae 

属 ・種不明 Ge. et sp. indet. 

2. スズキ目 2. Order Perciformes 

フエダイ科 Family Lutjanidae 

属 ・種不明 Ge. et sp. indet. 

タイ科 Family Sparidae 

属 ・種不明 Ge. et sp. indet. 

フエフキダイ科 Family Lethrinidae 

属 ・種不明 Ge. et sp. indet ＼ 

ベラ科 Family Labrdae 

属 ・種不明 Ge. et sp. indet 

プダイ科 Family Scaridae 

ナガプダイ Scarops rubrouiolaceus 

イロプダイ Bolbometopon bicolor 

ナンヨウプイ ScarztS gibbus 

ニザダイ科 Family Acanthuridae 

属 ・種不明 Ge. et sp. indet. 

3. フグ目 Order Tetraodontiformes 

ハリセンボン科 Family Diodontiae 

イシガキフグ Chilomy cterus af/inis 

4. カサゴ目 Order Scorpaeniformes 

カサゴ科 Family Scorpaenidae 

属 ・種不明 Ge. et sp. indet. 
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III 爬虫綱 III Class Reptilia 

1. カメ目 1 . Order Chelonia 

リクガメ科 Family Testudinidae 

属 ・種不明 Ge. et sp. indet. 

ウミガメ科 Family Chelonidae 

アオウミガメ Chelonia mydas 

2. 有鱗目（ヘビ亜目） 2 . Order Ophidia 

クサリヘビ科 Family Viperidae 

ノ‘ ブ Trimeresurus Flavoviridis 

IV 烏綱 IV Class Aves 

1. ミズナギドリ目 1 . Order Procellariformes 

アホウドリ科 Family Diomedeidae 

アホウドリ属 Diomedea sp. 

V 哺乳綱 V Class Mammalia 

1. 留歯目 1 . Order Rodentia 

ネズミ科 Family Murida 

ケナガネズミ Diplothガ:Xlegatus 

2. クジラ目 2 . Order Cetacea 

科 ・属不明 Fam. et gen. indet. 

イルカ科 Family Delphinidae 

属 ・種不明 Ge. et sp. indet. 

3. 食肉目 3. Order Canidae 

イヌ科 Family Canidae 

イ ヌ Canis familiaris 

4. 海牛目 4 . Order Sirennia 

ジュゴン科 Family Dugongidae 

ジュゴン Dugong dugong 

5. 偶蹄目 5. Order Artiodactyla 

イノシシ科 Family Suidae 

リュウキュウイノシシ Sus leucomystaxガukiuanus
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魚類

軟骨魚類

サメ目 ：椎体が出土している。沿岸性のホシザメ科のものか、あるいは牙製品となるメジロ

ザメ科のものであろう。

Tab. 76 サメ目

屈

―

"1
位

一庖

遺構 部
一
脊

位

一椎

個数 図版 番 号

PL. 66ー上ー 1

軟骨魚類

ウナギ目 ・ウッポ科 ：数は少ない。かなり大形になるものから、歯骨長35.0mm程度のやや小

さいものまでを含む。大形のはこわれている標本が多い。

スズキ目 ・タイ科 ：極めて少ないらしい。

フエダイ科 ・出土虻は少ない。

フエフキダイ和 ・やや泣的に増加する。しかし主要な魚骨の10%を占める程度である。

ョコシマクロダイ ：フエフキダイ科の魚であるが、ご く僅かを占めるだけである。

ハタ科 ：主要種の 6%程であるから少ない出土である。

プダイ科各種 ：全体の33%を占める魚で、本遠跡での主体種ということになる。イロプダイ

ナガプダイ 、ナンヨウブダイその他が含まれ、イロプダイ 、ナンヨウプダイが圧倒的に多い。

ベラ科 ：前上顎、歯骨、咽頭骨などの目立つ種類であるが、最少（固体数は13%である。

ハリセンボン科 ：3.5%である。

以上の他にニザダイ科の尾部棘状の鱗が 3点出土している。いずれも大形のもので、おそら

く体長50~60cmあるいはそれ以上に達するものの鱗である。この鱗のみで個体数を推測するの

は難しいが、大形の魚であるだけに食料の資源としての価値はあったであろう。

Tab. 77 ニザダイ科

屈 位 追構 部 位 個数 図 版 番 号

表 採 尾部棘状の鱗 I PL. 66ー上、 2~4  

II 庖 32 号 ,, 1 ,, 
---,, 36 号 " 1 // 

" 44 号 ,, 1 ,, 

本遺跡からの魚骨は、遺跡の全面にわたって構築された遺構のそれぞれにかなりの誠が

検出されている。その出土足は遺構別に巌差もあり 、そ の規模による違いがあったのであろ

う。その批差が検討され、それに構築の年代差が現われるとしたら、遺跡の歴史的な変遷を語

る貴重な資料となろう。こうした分析が将来望まれるも のである。
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Tab. 78 魚骨出土状況
凡例 ：左前上顎骨I右前上顎骨 左上咽碩骨I右上咽頭骨

左 歯件 右歯竹 下 咽 頭 竹

部 位 前 上 顎骨・ 歯脊 上 ・下咽頑骨 椎骨 棘 遊 そ 最
彫

： 
ウタミフフヨハプイベハ 不 ベプイナナ 脊尾 小

ナエコ リ ン
部ッ ミ、エフシ ク・ ロ セ クザ ロ ガ ョ 離 の 個

イクダキヤクタ プラン ラ ププウ 椎棒

序
ポ ロ ィ ダロ イ ク＇， ポ イダタ：プ 状 体

ダイ タ ン ダ
科科イ科科イ科科イ科科 朋 科科イイイ 竹骨 類 歯 他 数

I 庖 -f 畢 ホ祖 弔 廿 ...l. 卑 !.L 山 7 5 42 38 
7 4 2 6 

2号 ---h 6 I 

3号 -f rt"i 用 十ll」-糾 86 3 6 134 12 
I I 

4号 ＋ --¥ I 2 2 

5号
.ti_ 2 2 

6号 廿 th 廿4 --P 1 +1  
土 」-止 」」 3 6 20 13 
I I 2 

7号 -f! 十 弔 」- 」」 2 13 5 
I 

8号 寸 寸 ボ 」- ...1.. 6 4 ， 24 7 2 l 

9号 半 _j_ 」」 」」 1 4 
I 

JO号 ,t- I I 5 2 
II 

廿 廿(I) 糾 _..l_ ...L 」-II号 卍 寸 旦 20 8 21 1 149 25 
6 4 1 3 

12号 w 十 里柘 4. 十II 」-」-山 且3 13 2 7 61 20 
3 2 4 

13号 if ザ 寸 I 土 止 2 3 7 2 6 
I 

14号 I 

15号 斗捐 斗 柑 午 土 止 15 10 15 86 12 
I 

16号 ---P 斗 ,t- 3 3 

17号 斗 ＋ 斗 」- 4 4 
1 

18号 打T 里rt1 担 苧1113 托 封 4 斗(5」-山 .ti.! 山 且 65 35 I 71 3 122 81 
10 10 3 13 

19号 -f 斗 2 

9号の外 ギ 土 且 1 4 
I 

20号 1 1 △ 

21号 斗 出 --h 1十II
」 3 14 14 7 

1M 
I 

22号 祖 牢6 12 斗 午 」-山 」」 山 17 6 79 30 
I 6 3 

23号 "iT ボ 寸 岳 缶 斗 出 且 tl_ 9 5 20 3 85 27 
6 5 

24号 ---h 廿 」-.!..L 」」 6 1 6 6 
I 

25号 ギ ...L 土 」- 2 I 6 6 
1 I 2 

26号 」—• I 
I 

27号 寸T f w 十(I)祖 」-土 」」 山 13 I 13 37 16 2 1 I 3 

28号 柏 弔 --j-! 斗— I十(2 土 ＋ ー」
14 2 18 I 56 12 

I I 

29号
」」 1 

30号 」- I I 
I 

31号 紐七 」」 -13 5 3 3 26 12 
3 I 

32号 ＋ ＋ -h 柑 斗 寸
I 且 止 止 5 2 6 59 12 
l 2 
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部位 前上顎骨 ・ 歯骨 上 ・下咽頭骨 椎骨

序陪: 科

ウタミフ フ ヨハ プ イベハ 不 ベ プ イナナ 脊尾
棘遊 そ最

ナミ エコ リ ン
部

少
ッ 工 フ シタ. 0 セ 夕ぃ ロガ ョ

離 の個
ィ クダキタ，マク タ プ ラン ラ ププ ウプ 椎棒

体
ポ ロ イ 夕ィロそ イ夕い ボ イダダ 状

ダイ ン ダ 類歯 他数
科 科イ科科 科科イ 科 科 明 科科イイイ ,r.,. 日 ,r,H ヽ．

34 号 告 十畢 f- 十III _J_ 3 阜6 1+ 里 10 2 5 37 23 3 

35 号 告 斗牛 ...1... 土 十— 2 3 ， 8 I I 

36 号 濯 翡 恙斗 告 丑） 半 -1!. ...ili. 1 2 43 8 35 
4 I l 

37 号 I 

45 号 半 ＋ 2 3 

47 号 1-P- I I 

50 号 I 

52 号 I + 帯 斗 -j-!-l -t'- 8 I 5 8 

53 号 4--It- 」上 I I 2 3 

55 号 十 善碍 4,- 3 
_J_ ーl!」上 ..lli. ］ ， 17 23 
4 4 2 

I] 

舟 ＋ 牛 十(I) ..!L 止 阜 2.L 56 号 5 2 5 
I 3 l 8 22 

57 号 I 

B 5 l 

K 5 日L I 

L 6 見 ....!L 1 2 
庖

乎 -f 咄 廿-P- _l_ 皿 日—M I 4 
4 I 12 13 

M 2 告14-牛 十(I)止 止 ...!l_I_ .lL I 3 I 4 20 
5 2 5 

M 3 ＋ -I+- 1-1.!. I I 2 3 

M 4 -t- 告午 一止 _J_ 一且 2 I 5 8 I 

M 5 I 

M 6 十 -#- I -1!.. I 2 5 下

M 8 I 

M 24 I 

0 5 12 

0 6 I 

p 6 十 舟 -¥- 丑l土 ..!l!. 」＿ ___l_l_ 
I 2 2 29 12 

2 2 2 

p 9 寸 ＊ ...L l...!L 2 5 
1 I 

3 号 I 

m 4 号 3 

14 号 廿一 + 廿 ＋ 土 2 1 5 ， 
2 

庖 P-4 
_L  I I 

P-10 寸 寸斗 I 
_j_ -1.!. _L 

I 1 6 11 I 5 I 

3 号 l 

10 号 土 I 
IV 

I 

32 号 ....L I I l 

38 号 丑 舟 舟|舟半 舟 3 _L  _ll_ ...!.I!. ー上1--P-， 3 14 3 38 28 3 6 

40 号

* 兼 侶 告十 市 I 」 阜 ..lli. ..ll_ 75 I 97 2 127 38 
層

5 7 2 8 

58 号 I 

60号 乎 古 斗 2 ...!.L J.L ―l!.. 19 IO 
1 

表 採 斗 古 岳 --f! 斗 I十(Zl_l_ 土 21.!. 止 -1!.. 4 l 4 16 23 
4 3 2 I 

最少個体数 5 1 

゜
4 58 2 33 153 34 40 22 20 82 98 43 5 91 427 120 449 151 ,845 691 
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爬 虫 類

リクガメ類：背甲骨板の椎骨板、縁骨板の断片が出土している。

Tab. 79 リクガ メ

屈 位 遺 構 部 位 個 数 図 版 番 号

6 万ロ 1 PL. 67ー下ー 7

16 ちCコ

1I 
23 方に

27 ぢロ

1B 
28 ぢロ

32 方ロ

＾ ロ

計

ウミガメ類 ：骨の総数は

154点と多い。大部分が骨

板片であるが、歯骨の破片

が 3点あり、これにはアオ

ウミガメの歯骨が認められ

た。 この他のアカウミガメ

なども含まれるかと思われ

るが確認していない。ウミガ

メ類を多く出土するのは、

南島の特徴の一つであるが、

本遺跡の例はそうした傾向

をよく 示す一例といえよう。

I 
不

1 

1 
明

l 

I 

6 

Tab; 80 ウミガメ

WI 位 遺構 ・グリット 部 位

枚 採 不 明

左上 腕 tt
I 

た 下 顎 骨

li'l 
不 明

小 計

2 号 不 明

3 .., ~- ,, 

6 p, • ,, 

7 号 ‘’ 
8 号 ‘‘ ， 号 ,, 

10 号 尺 ti 
,, 不 明

12 号 ,, 

号
左下 顎 fl

13 
不 明

ll 15 ＂ ~- 尺 ,." ,、

不 明

16 号 ,, 

18 号 ,, 

21 号 " 
22 毛＇ ,, 

23 号
左 下 顎 舟

不 明

24 号 ,, 

訂 号 ‘’ 

彫
28 号

32 号
左 上 腕付

不 朋

33 号 ,, 

34 号 " 
36 号 ,, 

50 号 ,, 

52 号 ,, 

53 号 N 

55 号
指 竹

不 明

56 号 ,, 

小 計

ill 崩 14 吾 不 名

49 号 ,, 
IV 

号
層

61 ,, 

小 計

＾ ロ

計
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II 

II 

II 

,, 

II 

II 

個 数 図肋番号

3 PL. 67-J:.-6 

I PL. 67ー上ー 1

I ， 
14 

I 

2 

3 

2 

3 

I 

I PL. 67ー上ー1

I 

6 

I PL.67-J:-3 

I 

I PL. 67-J-.-8 

I 2 

I 

20 

4 

4 

I Pし.67ー上ー2

14 

5 

2 

4 

I PL. 67ー上ー4

12 

I 

8 

3 

I 

I 

2 

I PL. 67ー上ー10、11， 
2 

131 

I 

3 

5 

8 

154 



ヘビ類 ：ハプの椎骨が 2個出土している。

左右前関節突起間巾 14.0 16.0士

前関節関節頭左右巾 6.0 

後関節突起巾 11. 4 12. 0士

Tab. 81 ハプ

~: I : : 部脊

位

椎

個 数！ 図版番号

2 PL. 66ー下ー 8

鳥類

本遺跡において出土した鳥類の遺存骨は少なく 、種類も僅かにアホウドリを検出したにとど

まる。

Tab. 82 

陪位

陀i

r-g-
し

ド

2
号

号

ッリグ

M

12
27

部位

右上腕骨近位端

破 片

個 数 図 版 番 号

PL. 66ー下― I(アホウドリ）

II 枢i
II 

哺乳類

本遺跡において哺乳類として検出出来たのは、イノシシが大部分で、その他の種類は全く少

なかった。

クジラ類としたのは部位不明の断片であり、イ

ルカ類としたのも助骨片であって、海棲獣とみら

れる構造の海綿体を認めたものであるが、椎体な

どが確認されず不確かである。留骨類としたのは、

ケナガネズミの右下顎骨 l片のみである。イヌは

断片的な四肢骨があったが、 2点の環椎は成獣と

やや若い（固体のもので、縄文犬の小形（長谷部の

5分類による） <J)ものに一致し、九州島以北では

雌にみる大きさである。上腕骨もこの環椎と一致

する大きさの個体とみてよい。

ジュゴンはやはり断片的な骨を検出している。

肋骨が目立つのは、骨器の素材として持ち込まれ

ていたからに他ならない。左下顎骨が断片である

が出土しているのは珍しい。ジュゴンの骨は打ち

たたかれ、断片になっている骨が多いからである。

Tab. 83 ジュゴン

附 位
遺揖 部位

合計
グリッド 肋什惟 体肢tt片その他

I 粕 3 2 5 I 0 

2 号 I I 

3 ,:;- I I 

4 号 I I 

6 .g II I I 3 

1 号 I I 

8 号 2 2 

＂ 
10 号 I I 

12 <} 2 I 3 

13 号 l I 

15 号 I I 2 

18'} 6 7 I 3 

19 号 I I 

20 号 I I 

21 号 I 3 I I 6 

22 号 I I 

23号 I I 

~ ”号 I 2 3 

28号 I I 2 

31 号 2 2 

34'l- I I 

45号 3 3 

55 号 2 2 

小計 21 3 6 22 52 

14 号 I 2 3 
m 
~ 

P-10 I I 

小計 I 3 4 

38号 I I 2 
IV 

40 号
艮i

I 3 4 

小計 I I 4 6 

＾ ゜
計 26 3 ， 34 72 
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Tab. 84 ク ジ ラ

陀i 位

I 
グ リッド 部 位 個 数 1 図 版 番 ぢロ

／習 M - 1 不 明

Tab. 85 イ ｝レ 力 類(?)

罰 位 追 構 部 位 個 数 図 版 番 でロテ

II 陀i 55 号 肋 瓦自 PL. 66ー下ー 3

Tab. 86 ケナガネズミ

陪 位 迫 構 部 位 I個 数 1 図 版 番 ぢロ

IV 陪i 38 ぢCコ 右下顎骨 I I PL. 66ー下ー 2a, 2 b 

Tab. 87 イ ヌ

陪 位 遺 構 部 位 個 数 図 版 番 号

I 陀 M - 2 肋 足円 片 I 

6 号 右上腕骨近位端 ］ 

II 中～遠位端 I PL. 66ー下一 6
II 屈

弓ロ 環 椎 PL. 66ー下ー 428 2 

35 号 左尺骨骨 体 I PL. 66ー下ー 7

＾ ロ

計 6 

イノシシ

多くのイノシシの遺骸が出土している。頭骨、四肢骨の大部分が打ち割られた状態で出土し

ており 、完存する骨は距骨、踵骨、中手、中足骨、指骨に限られた。しかし、 これらの骨も多

くが打ち割られて、骨髄食の跡を示していた。
{¥ 

ぶ
Tab. 88 イノシシ骨出土一買（歯をのぞく） 心

／ 

りーへ

‘¥9ぢ

r/3 
ぃ＇三ヽ

vert 
rad 

ヽ ＼ 

遺 era md 
rib 

scap hum u I me pe I fe t I b fib ca la mt dig 薮
f(!J 

介肋
n甲付 上腕骨 尺骨 桟ヤ｝ 中手'I'~ 党 竹 大腿岱 胚 骨 誹付 踵，，，t距丹 中足骨 指骨

構 頑蒼骨 下顎竹
椎付

p@d p@d p@d p@d  p@d p⑥d p@d p@d p@d p@d 1Rm  片

r ① I ① 1 I 
及 採 I c I I 6 

I l① I 

r l① R 
M-2 2 ... ．． 7 

I ① I 
I 

r ① l① I 
M-4 . -・-... . .. --- ・・----・ --------- ・・・2 11 

I ① 

r 
M-6 ... • ・2 ．． 

I 

小 T I① (i) l① I ② 
/('j ．． 4・..... ----....... . . . . .... 2 18 

計 ／ (2) I 

I r ① ① 
I ..  ... ........ ... . .. .. ．． 

号 1 I 

2 r 
2 •2• 

号 I I 
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遺 era md 
ve rt 

hum ul rad me pet fe Ii b fib ca ta ml dig 破rib 
scap 

層
柑肋

訂甲骨 上腕骨 尺骨 t~ ft 中手骨 寛 骨 大腿骨 駐岱 誹骨 踵骨 距骨 中足骨 指 骨
構頭蓋骨 下顎骨

推骨
p⑤d p⑥d p@d p@d p@d p@d p@d p⑥d p@d p@d 1(!!)m 片

3 r ① ？ 3・ I・ I 4 
号 9 ① 

4 r I ．．． 
号 1

. I 2 

6 r I 2 I . cp I 
・.....● .. -.. . ・・・・・・I・ ・・ ... ... . 2 ・・・2'・・・ 14 

号 1 I ① I 

1 r 
---・ ． ．．． --. 一. -・-・ ----.. -.. -- ←—① 1- . -. --・ 一-- --・---t--• 一 ー・ I 

号 9

8 r I I 
I 4 2 I ？ 

号 1 ① 

9 r I 

号 I I 
2 

I 

10 , ① ① I 

号 9 ① 
3 

11 r I 
I .. I I 3 

号 9 ① I 

12 r @ I I 
2 2 14 

号 I ① I R 

13 r I 
I 6 

号 9 I I 
D 

15 r 1 I I ① I① ... I 5 2 21 
号 I I I ① I I 

)6 T 
... 4 

号 9

17 r I 
.... ・2 

号 I I 

18 r 2 I ① 
4 I 2 2 32 

号 1 ① I I 

21 r ① I 2 
4 .... I. I 56 

号 1 I 

22 r I ① 
） I I を 4 

号 I I ① ① 2 I 

23 , ・ ①3 ① I 
・）・・ I 2 I 20 

層
号 9

24 r I 
．．．．．． ... ・Z ・I 5 

号 9 I 

25 r ① 

号 9
・I 

① ① 

訂 r l① 2 
4 t 

号 9 ① I ① 
I 2 I I 12 

28 r c I I 
・I I I 6 

号 1 I I ① 

30 r 
I I 13 

号 1 I 

31 r I 1(2) I @ I I 
I .. j 2 17 

号 I I 

32 r ① 
... 幽, ・ -I - ... . I I 7 

号 I I 

34 r I ① @ 2R I ① 
● 幽幽 ..  I・ 13 

号 I I I I 

35 r I I ・2 .... ........ 15 
号 I ① 

36' 1 @ I ① .......... ........ ・I . 3 27 
号 1 2 ① ① I 

45 r I ．．．． ...... ......... ... . . . . ．．． I 
号 I ① 
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vert 
遺 era md seap hum ul rad me pel fe 

rib 
tib fib ea ta mt dig 破

庖 1 訂甲骨上腕骨 尺竹 4免竹 中手竹克 -l't大腿ft軽竹赫令 隕竹距竹中足骨指骨
行肋構頭蓋骨 下顎ft p@d  p@d p@d  p@d p@d p@d p@d  p⑧ d p@d  p⑧ d !@ID 片
椎骨

52 r 3 I ① 

号 9
53 r 

号 9
D 

55 r 
●● ---・2 

号 9

56 _r 

層
号 9

P-9 -

不 r

明 ー／

小 r2 I 2⑦3 ⑥ 3 1⑩ 5⑥ I 8 
・・・・・・・1・-・・・・2・・・・ 14・36 -も．．．．．．．．．．．．．．．．

計 I 3 I 334 2⑥ 10 5R 4c2 2 

14 r 
.................... 

号 9
m 

33 r 

号 9

P-1・・ 
彫 I

小 r
・・・・・・・・・・・1・・・・・・・・ I・・ ・・・・・!・・・・ 

計／

40 r I 
・・・・2・ ● ● ・1・・・・・1・・・・・1・・ 1 I 

号/I 
IV 

55 r ............ , ...... . 
号 9
60 r 

層
号 9
小 rI 

.. 2● ● ● ● ● ● ● ● ・I 
計/I 

r 3 ・

合計 ・・・tO
I 4 

--1・

，
 I 

': 三□3
-R
亙

● ● ● ● ● ● ・t・・・・・・・・・・i 43 
I 

. …・・l・・・・・l 
I 

3・. 2
 

3
 8

 

1·•········ ···• •· · · ·•·······• ···•··· ↓ ···········•·····l 

詞訓應：l・1・+-H-H I t I : 魯 2S j 364 

2 I 
~ ・・・・・・・+-・・・・・ ・・

I 
10 

... ·• ·· I 

2 I 

三「
~

ー

＿
1

ー

① I 

R
 

...• >・・....・・ 1・-・・--・1--・ ・1-・・・・・・・ +・ --2・--1 12 

2 -I 11 

l 

11 i 

'ii二：I: 山ilr;l;□叶i憎：

・・・2・ ・2, 
I 

t ... I● ● ● ● 

①
22 

2

5

 

↑
"
1
 

③

R

 

2

1

 

，
 

29 

46 

33・: 446 

注 1. pー→近位端

dー→ 遠位端

S一中間部

2. r一 右

Iー→ 左

頭 骨 ：頭蓋、下顎骨ともに破損度は高く 、特に頭蓋はその部分的な骨の認定を困難にする

程にこわれており 、従って、その数凪も表示の上に現わされたのは全体の一部とみなければな

らない。図版では、そのうちの涙骨、頬骨、後頭骨を示し、歯牙のある切歯骨、上顎骨とその

遊離歯を示した。

下顎骨もまた破かいされていた。下顎骨自体数が少なく、図版に示し得る程度の標本は

Muを残植する 1点のみであった。

歯牙の出土は総数でも40点足らずであって最少個体数として示される。四肢骨から推定歯牙

数の10%に満たないものであることを考えると、顎骨自体が別の場所に運ばれているというこ

とも考えなければならないだろう。歯牙のうちで、性別を確認できる犬歯は、上顎、下顎のそ

れぞれの犬歯があり 、すべて雄獣のものであった。成獣で年齢を経た個体の犬歯は大きく、下

顎犬歯の弧状に湾曲する径が95mmに達するものもあった。
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臼歯についてば、乳臼歯は上 ・下顎のもの各-1点、 YI2の未萌出例が 1点、 M'のエナメル

質部分のみの咬耗 2点、エナメル質に小窟の連；続する段階のものが 1点であった。

団 の未朋出段階は生後半年未満であり、 M 2末朋出は 1.5年以上 2年に達するものであ

る。 YI3は2例があり 、すでにエナメル質に小苺のあく段階のものであり 3年を経ている個体

とみてよい。

Tab. 89 イノシシ歯骨出土一灼

”

C

D
〈

〉

)

府

6
0
q
 

＞
 

[
4
0

サ

8

pー

10

56
号

—m
m
m
R
p
p
p
p

土 tし
「
顎

c 而m
m
p
p
p
P
M
M
M
_
o
c
m
m
m
R
P
P
P
P

M
M
M

-
[
m
m

し PP
P
P
M
M
M

(
D
C
 

8
 

c
 

B
(
A
)
 

D
 

c
 3

 

8
（破
片
）

c
 

~c 

D
 

B
 

E
 

8
 

D
D
o
 

c
 

B
 

D
 

8
 

゜
(
C
C
)
 

D
 8

 

゜

c
 

備

考

1
1
(
＞
、
讃
根
部

l
f
>
、
蛸
根
郎

凡例 A:< >萌出途次、e:エナメ ル打咬粍、 c:小窯独立、n:小窯連絡、E:全面高
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、-

以上のことから、本遺跡で捕獲されている個体は、ごく若い個体は少なく、成獣が主とした

対象として狙われていたことがわかる。このことは、今回の資料が多くないため充分確かめる

ことができたとはいえず、今後さ らに資料の増加を待って考えていく 必要があると考えてい

る。

椎 骨 ： 全椎骨数17点、最小個体数から推定される総数の4 . 6%である。頚椎 7 、~椎15、

腰椎 6として計算した。一般に椎体の出土が多くないことは、本土各地の遺跡においても認め

られるところで、本遺跡の場合でも同様であった。脊柱は、その個体が人以外の獣による捕食

されると、そのほとんど残されるようである。おそらく四肢骨の場合よりも強靱な靱帯でつな

がっているからであろう。このような脊柱が遺跡でのこりにくいということは、獲物が別の地

点で解体されていることが予測させる。本遺跡では、頭蓋や顎骨も少ない。頭骨から脊柱がひ

とつづきのものとして扱われることもあったかと思うからである。あるいは また集落地におい

て、解体が徹底され、分断された小さい骨がイヌなどによって分散させられるということが生

じた結果なのかも知れない。

四肢骨 ：多くの骨がのこされたが、特に目立ったのはII、IVの陪準からで、II層は広い範囲

から、 IV陪のは狭い範囲であったが、埋存率は比較的ばかったとみてよい。

肩甲、上腕、撓、 尺骨の前肢骨、大腿 ・腟骨の後肢骨が多くのこされた骨で、上腕骨左の遠

位端が13点で最も多く尺骨の近位、大腿骨の遠位端が多かった。尺骨は骨器として使われるの

で、さらにこれより多く 、結局最少個体は10数個体とみるのが妥当なのであろう。

なお、本資料については、それぞれの部位の骨のペアリングを通して、さらに実数にせまる

可能性ものこされており、今後も検討を進めたいと考えている。

金子 浩昌（早稲田大学考古学研究室）
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第v章 総括

前章までにおいて、第 1次～第 3次にわたる発掘調査で検出された遺構 ・遺物について述べて

きたが、最後に若干のまとめをして結びとしたい。

本遺跡は沖縄貝塚時代中期（縄文晩期相当）の大集落であり、日本アイソトープ協会に依頼
（注 ll

した 4点の試料（木炭）の測定結果はつぎのとおりである。

第49号竪穴住居跡（埋土） 3050士65yB.P. (2960土65yB.P.)

第 7号竪穴住居跡（床面） 2860土90yB.P. (2770士90yB.P.)

第 8号竪穴住居跡（埋土）

第44号竪穴住居跡（床面）

3060士65y8.P. (2970士65yB.P.)

3120土75yB.P. (3030士70y8.P.)

この測定結果は、本遺跡の上限にほぼ近い年代を示しているものと思われる。なお、下限は

もっと下がるものと思われる。測定結果の出た 4つの竪穴住居跡では、董複や出土遺物等から

検討して 7号竪穴が最も新しい竪穴であり 、測定結果と符合する。

竪穴住居跡は第 1段丘で 1軒、第 3段丘で 1軒、第 4段丘で40軒検出された。最も大きいの

は18号竪穴で、最も小さいのは49号竪穴である。大多数は 1辺が 2~3mの方形である。深さ

は38・58号などのように60cmもある深いものから、 21・22号のように15cmの浅いものまであ

り、平均して30cm前後である。壁は地山を削っただけのと、積み石で壁面化粧したのがある。

多くは壁面化粧されており、壁面化粧の積み石が全く存在しない竪穴は¼ぐらいである。しか

し、積み石が 4壁に見られるのは57・58号竪穴など数軒である。なお、積み石による壁面化粧
（注2)

のある竪穴は仲原遺跡で10軒検出されている。炉跡は切り合って消失したと考えられるもの

や、道路下に延びて全面検出できなかった竪穴等を除けば、すべて竪穴内で検出された。形は

円形や楕円形状のが多く、焼土の上には灰層が堆積していた。柱穴は竪穴の壁面沿いに廻らさ

れているのが18軒もある。 1辺に 3本単位で計 9本の柱が立つのが基本と考えられるが、岩盤

があって穴の掘れない所が多く、 1辺に 2本とか、直線上に並ばないなどの変形が見られる。

柱穴は口径 8~20cm、深さ 8~25cmと小さく、柱は直径 7~10cmぐらいのものだったと考えら

れる。階段が付いているのは38 · 23 · 57 · 58 · 49 • 32号の 6軒である。 57号以外はすべて40cm

以上の深い竪穴であり 、深い竪穴には階段が付いていたことが明らかとなった。階段は、地山

を削って造られたものと、琉球石灰岩を並べたものがある。このように、炉跡、柱穴、階段、

壁面化粧などがセットで検出され、この時期の竪穴住居跡の下部構造が解明された。

礫床住居跡は第 1段丘で 1軒、第 2段丘で 1軒、第 3段丘で 1軒、第4段丘で9軒検出され

た。最も大きいのは56号礫床で、最も小さいのは 1号礫床である。 12軒のうち 8軒は 2~3m

X4~6mの長方形状のものである。礫床住居跡は地山を5~1知呻屈り凹め、その凹みにこぶし大

の角礫を敷き詰めている。なお、竪穴の上を利用する時は竪穴に頭大 ・こぶし大の石を投げ込んでか
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ら礫 を敷いている。炉跡は中央ではなく 、端部に造られているのが多い。炉跡部分は土を敷い

てあったり 、直接地山面を利用したりしているので、焼土ははっきりしていた。焼土の上には

灰層が堆積していた。柱穴は 3・56号のように礫床内にあるのと、 27号のように礫床外にあるの

が見られるが、礫床の下を発掘してないのが多く、全体的に解明できないまま終了した。礫床

住居跡の下には竪穴住居跡が埋まっているのが多く 、竪穴住居跡よりは新しい住居形態と考え

られる。

竪穴住居跡と礫床住居跡の特徴を述べたが、遺構の重複しているのが多いので切り合い関係

から検討してみると、

① 58 • 50 • 34号では、58号竪穴の埋土を掘って50号竪穴が造られ、つぎに50号竪穴を埋めて34

号礫 床が造られている（古い順58→50→ 34)。

② 49・3号では、埋まった49号竪穴の上に 3号礫床が造られている (49→ 3) 

③ 48・59・28号では、 48号竪穴を59号が切っており、 59号竪穴を埋めて28号礫床が造られてい

る。 (48→59→ 28)。

④ 43・44・27号では、43号竪穴の埋土を掘って44号竪穴が造られ、つぎに44号竪穴を埋めて27

号礫床が造られている。 (43→44→ 27)。

⑤ 45·46 · 47 · 61• 7・6号では、45号竪穴を切って46号が造られ、つぎに、 45・46号を切っ

て 7号竪穴が造られている。最後に45・46・ 47の上に 6号礫床が造られている。 (45→46→ 

47→ 61→ 7→ 6)。

⑥ 41• 42・8・7号では、41号竪穴を42号竪穴が切っており 、41・ 42号の埋土を掘って 8号竪

穴が造られている。 8号竪穴は 7号竪穴に切られている。 (41→42→ 8→ 7)。

⑦ 25 • 24号では、25号竪穴の埋土の上まで24号礫床が延びている。 (25→24)。

⑧ 38 • 39 • 40・11・14・12・13・20・21号では、38号竪穴を39号竪穴が切り 、39号竪穴を40号

竪穴が切っている。 40号竪穴は11号竪穴に切られ、 11号竪穴は12・13号竪穴に切られ、12号

竪穴は13号竪穴に切られている。また、 もう一方では、38号竪穴を14号が切り 、14号竪穴を

13号竪穴が切り 、13号竪穴と20号竪穴を21号竪穴が切っている。 (38→39→ 40→ 11・14→ 12 

→ 13 • 20→ 21) 

⑨ 32・19号では、32号竪穴の埋土を僅かに掘って19号竪穴が造られている。 (32→19) 

⑩ 35 • 36・ 37・18号では、 35・36・37号竪穴を18号竪穴が切っている。 (35・36・37→18) 

⑪ 60・55号は、 60号の埋土の上に55号の炉跡が一部乗っている。 (66→55) 

以上の重複関係から、深い竪穴は浅い竪穴より古いことが確認された。そこで深さで分けてみ

ると、

① 30cm以上 の深い竪穴 23 • 32 • 35 · 36 · 37 · 38• 39 · 40 · 41· 42• 48・49・50・58・ 

60。

② 20~30cmの中深の竪穴 8 ·11• 12 • 13 ·14 ·18 · 25 · 43 · 44 · 45 • 46 • 47 • 57。
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③ 15~20cmの浅い竪穴 7 · 9 · 15 ·19 • 20 • 21• 22 · 26· 29 ·31• 61。

となる。これらは即同時期とはならないが、時期に幅を持たせて考えれば一応の区分にはなる

と考えられる。特に①と③には明らかに時期差が見られる。

出土遺物は土器が圧倒的に多い。土器は B群土器が主体で、その中にA群土器が混入してい

るという状況である。 A群土器だけ検出される遺構はない。 A群土器の有文は殆ど埋土からの

出土であり、竪穴の床面ではA群VII類と B群土器が検出されている。 A群土器には、A群VII類

のようにこの時期までB群土器と共存関係にあったと考えられるものと、 A群 I~II類などの

ように周囲の遺跡から持ち込まれたと考えられるものがある。なお、礫床住居跡からA群土器

の有文が検出されているが、それも持ち込まれたものと考えられる。 B群土器は口縁部が外反

し、頸部で締り 、胴部で張る尖底深鉢形土器が主体で、それに壺形土器、浅鉢形土器などが加
（注3)

わる。この手の土器を［仲原式土器」として提唱されている。この B群土器は焼成良好な薄

手土器で、外面はヘラ削りとヘラ磨き（磨研）で調整されており 、内面は貝殻条痕がほとんど

である。ヘラ削りは斜め上から斜め下へと、上から下へとが見られる。ヘラ削りの上からヘラ

磨き（磨研）されているのも見られる。ヘラ削りやヘラ磨きという器面調整はこの土器の大き

な特徴であり、明確に一形式を示している。尖底深鉢形土器には胴部の張った部分に焦げや煤

などが廻っているのが見られることから、煮炊き用の土器として使用されたと考えられる。な

お、壺形土器の外面に丹塗りと見られる赤色土器が 2点あり注目される。

石器は石斧が主体である。両刃磨製石斧が多く、扁平片刃磨製石斧がそれに続いている。両

刃石斧の刃部の一端が多く減耗しているのが10点ぐらいあり、それは縦斧としての使用が考え

られる。刃部が打欠したのを再度研磨して再使用したものや、基部で折れたのを敲石に再利用

したものなどがあり 、遠く国頭や慶良間から運ばれてきた石器がいかに大事にされていたかを

知ることができる。片刃石斧の裏面刃縁に小さな刃こぽれが並んでいるのは使用痕と考えられ

るが、それは片刃石斧の使用方法や用途などを知ることができる好資料である。石鍬はチャー

ト製が2点検出された。本遺跡とほぽ同じ時期の地荒原遺跡、隅原遺跡、兼城上原遺跡などで

も検出されており 、この時期に広く分布したと考えられる。 15号竪穴の床面に座ったまま検出

された石皿は好資料である。石皿の破片や磨石が多いことから、かなりの必需品であったと考

えられる。 32・49号竪穴の炉跡のすぐそばに置かれていた平坦な粘板岩は、使用痕は確認でき

なかったが、調理用の石器と考えられる。

骨歯製品が多く検出された。骨針 (23点）、ヘラ状製品 (6点）、骨錐 (16点）などの実用品

と、イヌの犬歯製有孔製品 (2点）、イノシシの犬歯製品(5点）、 サメ歯有孔製品 (1点）など

の着装品（装飾品）が多い。骨製品の材料としてはイノシシとジュゴンの骨が多く利用されて

いる。

貝製品も豊富である。貝刃 (7点）、螺蓋製貝斧(9点）、スイジガイ製利器(12点）、ホラガイ系

利器 (7点）などの利器、夜光貝などを使った匙状製品 (20点）、ホラガイ有孔製品 (4点）
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などの容器、サメ歯状模造製品 (8点）、貝輪 (5点）などの着装品に大別される。スイジガ

イ製利器が第32号 ・第48号竪穴住居跡の炉跡の灰層から検出されたことは、その用途を考える

上で重要な意味を持つ。

食料残滓としては貝殻と獣魚骨が多く検出された。貝殻は陸産マイマイが主体で、 第22 •

23 • 49号竪穴住居跡などでは陸産マイマイの層が形成されていた。陸産マイマイに比して

海産の貝は少ない。脊椎動物はプダイ科、ベラ科、フエフキダイ科、ハ リセンボン科などの魚

骨とウミガメ、ジュゴン、イノシシなどが多く検出された。ほかにサメ、リクガメ、ハブ、鳥骨

類にアホウ ドリ、獣類にクジラ ・イルカ類、ケナガネズミ、イヌなどが検出されており、食料

残滓は豊富である。

以上の調査結果で、本遺跡の重要性が理解できる。本遺跡は早急に国の史跡に指定し、保存

と活用を計らねばならない。

注1 社団法人日本アイソトープ協会で測定された。 1984年 3月19日

2 「伊計島の遺跡一神山遺跡確認調査概報ー」沖縄県教育委員会

3 上原静 ・当真嗣ー 「仲原式土器の提唱について」紀要第 1号 沖縄県教育委員会
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図版



PL. 1 宮城島の空中写真 (Sがシヌグ堂遺跡） 1984年 9月撮影 1 : 20,000 
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PL. 2 1. 遺跡遠景 (Sが遺跡）

2 • II II 

北東の伊計島から

南東の宮城小学校から



PL. 3 1. 宮城島の集落と港 遺跡から

2. 遺跡東側の地形 II 



PL. 4 1. 発掘前の状況 南から

2 • II 北から



..... 

PL. 5 1. 第 2・3・4段丘の発掘 南から

2. 第 4段丘の竪穴住居跡発掘直前 II 



PL. 6 1. 第 4・3・2段丘で検出された遺構 西から

2. 第 4段丘で検出された遺構 東から



PL. 7 1. 第 4段丘で検出された遺構全景

2, II ”
 

南から

北から



PL 8 1. 第 7・8号竪穴住居跡（奥は25号竪穴と24号礫床） 東から

2. 第61・47号竪穴住居跡（奥は46・45号竪穴） 南から



PL. 9 1. 第15号竪穴住居跡 南から

2. 第20号竪穴住居跡 ／） 



PL.10 1. 第22号竪穴住居跡 南から

2. 第23号竪穴住居跡 II 



PL.11 1. 第25号竪穴住居跡

2. 第35・36・37・18号竪穴住居跡

西から

南から



Pl.12 1. 第19号（上）と32号竪穴住居跡の重複 東から

2. 第32号竪穴住居跡 (19号の下部遺構） II 



Pl.13 1. 第35・36・37号竪穴住居跡（奥は43・44号竪穴） 東か ら

2. 第37号竪穴住居跡 南から



Pl.14 1. 第38・39・40号竪穴住居跡（右上のは15号竪穴） 西から

2. 第38号竪穴住居跡 II 



PL.15 1. 第41・ 42号竪穴住居跡

2. 第43・44号竪穴住居跡

南から

北から
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PL.17 1. 第50号（上）と第58号竪穴住居跡の重複

2. 第58号竪穴住居跡 (50号の下部遺構）

南から

II 



PL.18 1. 第57号竪穴住居跡（第 3段丘） 南から

2. 第60号竪穴住居跡（第 1段丘） 北から



PL19 1. 第 1号礫床住居跡と炉跡（礫床を 2分の 1発掘） 東から

2. 第 3号礫床住居跡 (4分の 3発掘した状況。竪穴は49号） 西から



1. 第 3号礫床住居跡の柱穴

2 • // 



PL.21 1. 第33・34号礫床住居跡 南から

2. 第51・52号礫床住居跡（第 3段丘） II 



PL.22 1. 第56号礫床住居跡（第 2段丘） 南から

2. 第56号礫床の柱穴 II 



PL.23 1. 第55号礫床住居跡（第 1段丘）

2. 第55号礫床住居跡の炉跡

西から

南から
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PL.25 1. 第 2号屋外炉跡 西から

2. 第22号竪穴内の陪序 南から



PL.26 1. 第12・11号竪穴の層序

2. P 10北壁の層序（第 5段丘）

北から

南から



PL.27 1. 第18号竪穴で検出された土器

2. 第49号竪穴で検出された土器
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Ŝ 

..'•

•

'• 

．
｀
・
・
一
・

．．
 

・

會

．

．

．

ぃ

9
`
'
.’̀

．．
 

4

.

J

疇

．

．

奮

.~

.'·' 

ヽ

.

.

.

.

f

r
,
‘
 

・

”
 

｀
 

炉

'.J

e
`
・
・
”
ハ

r
ピ．
必
．

・̀、
•• 
}”.》
‘
...
.

,̀． 
•• 

.
 
r
 

”

,’~ 

9
 .

.
 

r̀
.
＆̀
 

r“‘
轟

J
.

匹

U
¥

．．
 

ー

E
 

4

.

、・

9
,

、

,
9

て

,

9

.

 

.̀
 
．．
 J

S
‘
,

し

9

、

r・ 
•
、
.
,
.

．
 

9

,

 

．

．．
 ＇ 

r
 ．．
 

."“

.3
 

ヽ

`
 
•/

9
' 

．． 

~ 

A
-

國
鳳
『

~ 

PL.28 1. 第34号礫床で検出された土器

2. 第40号竪穴で検出されたチャート製石鏃



PL.29 1. 第34号礫床で検出されたホラガイ製品

2. 第32号竪穴の炉跡で検出されたスイジガイ製利器
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PL.41 (Fig.52) 土器
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Pl.SO (Fig.61) 石器
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PL51 (Fig.62) 石器
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PL.52 (Fig.63) 石器
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PL.53 (Fig.64) 石器
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Pl.54 (Fig.65) 石器



PL.55 (Fig.69) 骨製品（骨針）



PL56 (Fig.70) 骨製品（骨錐ーイノシシ、ジュゴン）
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PL57 (Fig.71) 骨製品（装飾品、他）
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PL.58 (Fig.72) 貝製品（上一貝刃、下一螺蓋製貝斧）



60327 34328 52329 56330 50331 28332 

PL.59 (Fig.73) 貝製品（スイジガイ製利器）



PL.60 (Fig.74) 貝製品（ホラガイ系利器）



PL.61 (Fig.75) 貝製品（夜光貝製匙、巻貝製匙状製品、その他）



PL.62 (Fig.76) 貝製品（ホラガイ有孔製品）



PL.63 (Fig.77) 貝製品（サメ歯状模造製品）



PL.64 (Fig.78) 貝製品（貝輪、他）



上 ・ プダイ科（ナンヨウブダイ ・ イロプダイ • その他）

ナンヨウブダイ (1. 右前上顎骨 2. 左前上頷骨（内面） 3. 右歯骨 4. 左歯骨

（内面） 5. 左上咽頭骨（咬面） 6. 右上咽頭酋（内側） 7. 下咽頭骨）

イロプダイ (8. 右前顎骨 9. 左前顎骨 10. 右歯骨 11. 左歯骨 12. 右上

咽頭骨（咬骨） 13. 左上咽頭骨（外側） 14. 下咽頭骨）

その他 ・(15.右前顎骨 16. 左前顎骨（内側）・- 17. 左前上顎骨 18. 右歯骨 19. 

左歯骨（内側） 20. 左前上顎骨 21. 下咽頭骨 22. 右前上顎骨 23. 左前上顎

（内側） - 24. 右歯骨 25. 左歯骨（内側）

下 ・ベラ科 ・フエフキダイ科 ・ハリセンボン科

ベラ科-(1. 右前上顎骨 2. 左前上顎骨（内側） 3. 右歯骨 4. 左歯骨 5.右上咽

頭骨 6. 左上咽頭骨 7・8・9・10、下咽碩骨）

フエフキダイ 科 (11・13.右前上顎骨 12・ 15. 右歯骨 14. 左前上顎（内側） 16. 

左歯骨（内側））

ヨコシマクロダイ (17.左前上顎骨 18. 左前上顎骨（内側） 19. 左歯骨）

ハリセンポン科 (20.下顎骨）
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上 ・サメ目 ・ニザダイ科 ・ハタ科 ・ウツボ科 ・カマス科

1 - a • b . サメ椎骨 2 - a • b . 3 - a • b 4 - a • b ニ． ザダイ科の尾部棘状の鱗

ハタ科 (5.左前上顎骨 6. 右前上顎骨 7・9. 左歯骨内側面 8・10. 右歯

骨外側面） ウッポ科、11~14 カマス科、15

下 ・アホウドリ ・イルカ類 ？・ネズミ類 ・イヌ

1. アホウドリ右ヒ腕骨近位端 2. ネズミ右下顎骨 3. ィルカ類 ？、 助醤片

イヌ (4・5.環椎 6. 右上腕骨遠位端 7. 右尺骨 8. ハプ脊椎：I
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上 ・ウミガメ類

l - a • 2 - a• 3 - a . アオウミガメ歯骨片咬面 1-b・2-b・3-b. アオウミガ

メ歯骨片側面 4・5・6. 上腕骨片 7・8・9. 尺骨片 10 • 11. 指骨 12. 中

足骨

下 ・丸ミガメ類 ・リクガメ類 ・ヒト

1・2・3・5.・6. ウミガメ背甲

メ ・

4. ウミガメ縁甲 8. ヒト腔骨 ？ ガクリ
．
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上 ・ジュゴン

1. 椎1本端部 2. 椎（本 3. 指骨 4. 右下顎骨 5 · 6 • 7・8. 肋骨 (6は咬

痕有り）

F・イノシシ

1. 右涙骨 2. 右側頭骨 3. 右側頭骨 4. 側頭骨 5. 右切歯 6. 切歯

7. 右上顎犬歯・- 9. 左上顎第 1• 2後臼歯 10.右上顎第 3 • 4前臼歯 11. 右上顎 ．

第 2後臼歯 12. 右上顎第 3後臼歯 13・14・15・16. 下顎切歯 17・18・19・20. 右

下顎犬歯 21. 右下顎骨
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ト・イノシシ

1. 椎体

骨休

2. ,L, 后甲骨近位端 3. 左Ii1甲近位端 4. 右1月甲骨'l<J°f本

6. れヒ腕1t 7・8. 左 L腕骨 9・10. 右撓骨・ 11. Ir: 椀骨

骨 13. 4 I尺骨

ド・イノシシ

5. 左訂骨

12. 左尺

1. 右窃骨 2. 左買付. 3. 右大腿竹近位端 4. 左大腿近位端 5 -a. 左大腿

骨廿端 5 -b. 左大腿竹骨端（炭1tij) 6 . 右/j璧骨近位端 7. 左腔骨近位端

8. 右腔廿遠位端 9. 左腔骨遠位端 10. 右）排骨近位端 11. 左！排骨遠位端
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,-• . イノシシ

1. 左距骨

右第4中手骨

2. 右距骨 3, 左踵骨 4. 右踵骨 ・

8. 右第 3中足骨 9. 左第 3中足骨

5・6. 左第 3中手骨 7. 

10. 右第 4中足骨 11. 左第

4中足骨

第 4指骨

か第 5指骨

12・13・14・15. 中手（足），月 16. 基節第 3か第 4指骨 17. 中節第 3か

22. 中節第 218 • 19. 木節第 3か第 4指骨 20・21. 基節第 2か第 5指骨
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